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プロローグ


一、凍てつく風は発芽の条件

二、芽ぐみは危険な香りと共に

三、夜のとばりと、強引な芽ざし

四、芽吹きは甘く軽やかに

五、綻ぶ蕾に、色は香る

六、そして、花開く

七、舞い散る花は、実りを夢見る

八、結実に、虫は不可欠

九、花、枯れ落ちて

十、甘美な果実は、たわわに実る
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プロローグ









「俺を愉たのしませてみろ。まだ死にたくなければな」

　喉元に突きつけられた剣の切っ先。それを握る男の顔は、ゾッと背筋が凍えるほどにただ無表情で冷ややかだ。冷酷無慈悲な氷の王。かの有名な呼び名を思い起こして、ロゼはごくりと唾を飲み込んだ。

『愉しませろ』と。口にされた言葉が何を意味しているのかはわかっている。記憶としては、この身体にも残っているから。けれどロゼの持つ記憶なんて、ごくごく一般的な性行為の知識だけだ。ここで今求められているようなレベルにはとうてい足りないだろうし、そもそも今世でのロゼにはその経験すらない。

　先ほど目にした女性たちの姿は目に焼きついている。国王陛下の『夜の教育係』──その選考のために集まった絶世の美女たち。彼女らは皆年齢こそまだ若くても、相当な経験と知識を積んでいる。あんな手て練だれの美女たちを、この国王は既に何十人と相手にしてきたはずだ。だというのに、こんな嫁とつぎ遅れの平凡な女が、一体どうやって彼を愉しませられるというのだろう。

　あの華やかな場において明らかに浮いていたロゼを、何故なぜ彼がこの場へ呼んだのかすら、未いまだ全く理解ができていないというのに。

　そんなロゼの心境などおかまいなしに、突如現れた若き国王の目は、まっすぐにロゼへと向けられていた。先ほど初めて出会った時からずっと、今この時も。加えて今は、その手に握られた鋭い剣の切っ先までもが、まっすぐに自分へと向いている。臣下ですら容赦なく斬り殺すと噂うわさの人物が、こんな小娘一人に躊ため躇らうはずもない。怖い。死にたくない。そう思えば思うほど、身体の震えが止まらなくなる。

　それでもこのまま、国王の『夜の教育係』なんてものになるのは絶対にごめんだと、ロゼは強く唇を噛かみしめた。

　ずっとこの時を待っていた。そのために、これまでの人生の全てを賭けてきた。

　そうしてようやく──ようやく、その時が来たというのに。

　こんなところで、諦められるはずがない。

「僭せん越えつながら申し上げます、陛下。先ほど宰相閣下にも申し上げました通り、私は」

「黙れ」

「え？」

「自発的な発言は許可していない。頷うなずくか、今ここで斬り捨てられるか。おまえに残された道は二つに一つだ」

　凍いてつくような冷え冷えとした紫色の瞳に、滑らかな褐色の肌。初めて目にした銀色の髪も。噂では聞いたことがある。北域に住むという氷の民ツヴァイの持つ特徴そのものだ。

　──氷の民ツヴァイには近づくな。氷漬けにされるぞ。

　この国に生まれた者なら誰しもが繰り返し教えられるそんな言葉を、ロゼはこれまで信じてはこなかった。けれどいざ彼を目の前にしてみれば、ぞっとするほどに寒々しい空気が確かにそこにはある。少なくとも、冷酷無慈悲な暴君。その評価は、間違いではないようだ。

「自分で選べ、ロゼ・バレッタ。ここで死ぬか、それとも俺のものになるか」

　空恐ろしいほどに整ったその顔からは、一切の感情が読み取れない。

　それでもこの場で首を横へ振れば、即座に喉が掻かき切られるであろうことは明白で。頭を縦に振ったところで、わずかに寿命が延びるだけ。文字通り彼を愉しませることができなければ、きっとその先の命はない。

　そう、わかってはいても。

　まだ死にたくはない。

　こんなところで、死ぬワケにはいかなかった。

「……わかりました」

　ぐっと握りしめた拳。情けないほどに震える身体を抑えつけて、どうにか振り絞った声はひどく掠かすれた。

「賢明な判断だ」

　少しクセのある低い声と共に、ゆるりと鞘さやへ収められた剣。

　ガチガチに凍てついていた身体からわずかに力が抜けた、次の瞬間だった。




「っ……ぅん!?」

　強引に引き寄せられて、重ねられた唇。

　あまりに冷たいその感触に、驚いて開いた口。その隙間から強引に舌がねじ込まれた。

「っん！　ぅ……っ！」

　激しい。苦しい。上手うまく息ができない。

　がっしりと後頭部を抱えられていて逃げられないロゼの口内を、男の舌が好き勝手に蹂じゅう躙りんしている。

　ぐっと反射的に押し返した身体はビクともせず、かえって彼の劣情を煽あおっただけだった。

　逃げまどう舌を強引に絡め吸われ、まるで自分を擦すり込むかのように口内のいたるところをなぞられて、ざわりと肌が粟あわ立だつ。

「っはぁ、は……！」

　こんなキスは知らない。記憶のどこを探っても出てこない。嫌だと思うのに、身体に上手く力が入らず、されるがままにただ翻弄される。

　長かったのか、短かったのか。

　触れた唇に痺しびれだけを残して、ふっと離れていった唇。大きく肩で息をしながら見上げた男の瞳の奥に、一瞬ひどく切ない何かを見た気がしたが、それも瞬く間に消えてしまった。

「くれぐれも、逃げようだなんて愚かなことは考えるな」

　こちらの返事など待たず、これで話は仕し舞まいだとばかりに身を翻した男。大きなその背が部屋の中から消えてもしばらく、ロゼはその場から動けなかった。

　決まって、しまった。

　抗あらがう権利すら与えられずに。

　私が、氷の王の新しい『夜の教育係』に。

　そう。曲がりなりにも一応は名家の出であり──未だ処女である私が。

　一体どうしてこんなことになったのか。

　生まれ変わってもコレだなんて、自分は一体どこまで男運がないのだろう。

『スミレは女っていうより、母さんみたいなんだよな』

　前世の記憶の中で一番強く覚えているその言葉が、またロゼの中で蘇よみがえる。

　今度こそ、異性とは関わりのない人生を歩みたい。

　確かにそう決めて、ここまで頑張ってきたはずだったのに。

「お部屋へご案内致しましょう、三十七番目の教育係殿」

「さんじゅ……」

　しばしの後、叩たたかれた扉。

　ロゼの全身を上から下まで嘗なめ回まわすように眺め、あからさまな侮蔑の笑みを浮かべた壮年の男。先刻出会ったばかりであるこの国の宰相の言葉に、ロゼはただただ言葉を失い、立ちつくした。

　本当にもう、どうしてこんなことになってしまったのか。

　いくら考えてみても、その答えが出ることはなかった。











一、凍てつく風は発芽の条件












　事の発端は、三日前に遡る。

「は……？　今なんと仰おっしゃられたのですか、お父様」

「スティード・ベル伯とおまえの結婚が決まった。三か月後だ」

　年季の入ったジャカード織のカーテン。値打ちがつきそうなものといえばそれくらいだと断言できるほどに、閑散とした食堂の中。まるで今日の天気でも語るかのような口調で切り出された父の言葉に、ロゼは手にしていたカップを危うく落としそうになった。

　満腹にはほど遠いお腹なかをどうにか落ち着けるために、ちびちびと飲んでいたお茶。薔薇ばらの香り漂うそれも、ロゼが定期的に通っている貴族のお屋敷で報酬のついでに恵んで貰もらったものだ。バレッタ家の困窮した現状を、この辺りで知らぬ者など一人もいない。

「本気で仰っているのですか。スティード・ベル伯はつい先日も」

「とうに嫁ぎ遅れのおまえを貰ってくれるという方だ。心して支度をしておきなさい」

　あえてロゼの言葉の先を遮った父は、もちろん知っているはずだ。

　色狂いの上に、いたぶられることに快楽を覚える性質たちのスティード・ベル伯は、先日も娼しょう館かんで騒動を起こした。四人もの妻に離縁されている彼のその行為は齢よわい六十歳も目前にして、さらに加熱していると噂だ。

　話に聞くそんな行為のあれこれを思えば、ぞっと背筋が凍えた。

「嫌です」

「何？」

「嫌だと申し上げたのです。ベル家の財だって、彼がほとんど色街で使い果たしていると聞き及んでおります。とても婚家に継続的な支援をできるような状態ではないはずです。どうか、もうしばし時間をください。きっと私が」

「またその話か！　いい加減にしろ！　いいか、受け取るものはすでに一部受け取っているのだ。もう決定は覆らない。おまえは三か月後スティード・ベル伯に嫁ぐ。以上だ」

「受け取った……って、何を考えてらっしゃるのですか!?」

　あまりのことに、ロゼは思わずその場で立ち上がった。オロオロとこのやりとりを見守っている母や弟が、この父に何も言えないことは最初からわかっている。

「今すぐにお返しください！　今月の生活費と返済分は、昨日お父様にお渡ししているはずです！」

　ぎりぎり家族四人が生活できるだけのお金と、その倍はある月々の返済金。それを稼ぐために、ロゼがどれだけ方々に頭を下げ、早朝から夜まで休みなく働いているのか。

　スティード・ベルのような変態でも、もし月々の支援をきちんとしてくれるというのなら、ロゼにだって我慢はできたかもしれない。けれど、ベル家の庭がどんな状況なのか、ロゼはよく知っている。あれを見れば、かの家の家計の傾きなど火を見るより明らかだ。

「ないものを返せるわけがないだろう。いい加減諦めて」

「ない？　まさか、もう何かに使ってしまわれたのですか」

　オロオロと泳いだ父の目。何よりも雄弁なそれを前に、握りしめた拳がひどく震えた。

　──どうして。

　どうして、そんなことができるのだろう。

　ロゼはただ母と幼い弟を、そして生まれ育ったこの家を守りたいだけだ。だからこそ毎日金策に奔走し、朝から晩までくたくたになるまで働いているのだし、この家にとって何が一番いいのか常々考え続けてきた。

　そんな娘を、父は悪評も承知の上で、自分よりも年上の男へと売りつけた。

　そして、その金を躊躇いなくまた、湯水のように使いきってしまった。

　歳としの離れた弟は、来年ようやく学校へ上がる。けれど、そのための入学金すら今のこの家にはない。だというのに、一体何にそれほどのお金を使ってしまったというのか。

　自分の身は、家族の将来は、父にとって一体なんなのだろう。考えるだけで、腹の底から震えるほどの怒りがこみ上げる。

「煩うるさい！　だいたいな、おまえがとっとと嫁いでいればこんなことにはならなかったのだ。なのに、毎度毎度グダグダと」

「本当にこの家のためになる結婚であれば、どんなに嫌でもお受けしています！　お父様は、全くわかっていらっしゃらない！　こんなことならあの時……」

　──彼の手を取っていれば良かった。

　口から零こぼれかけたその言葉をぐっと呑のみ込こんで、ロゼは踵きびすを返した。くだらない泣き言を言っている場合ではない。例えこの結婚で、一時的にわずかな金を手に入れたところで、父はそれをまた、ロクでもないことに使ってしまうだろう。何か手立てを考えなければならない。それも早急に。

「姉さま！」

　がらんとした廊下をパタパタと駆けてくる音。母によく似た面立ちの弟は、目の縁に涙を滲にじませている。その姿を見れば、強こわ張ばっていた肩から自然と力が抜けた。

「シリル」

「僕ももう十二歳です。どこかに働き先を見つけてきてください」

「ありがとう。でも心配しないで。姉さまにいい考えがあるの」

　嘘うそだ。婚約に際して父が一体いくら受け取ったのかはわからないが、それなりにまとまった金額なのは確かだろう。もうこの家に、売れるような物は何も残っていない。それこそ、せいぜい自分のこの身体くらいしか。

　暗鬱な気分を吹き払うように、そっと弟の栗くり色いろの髪を撫なでて。今ついてしまった嘘をどうにか真実に変えるために、ロゼはがらんと静まり返った屋敷を後にした。







　その日の昼。

　家という家。店という店が真っ白に塗られ、色鮮やかな花々が壁や軒先を彩る、花の国アンガスの中心都市ヒリアナ。世界一美しいと称されるその街の中央広場では、今日もいつものように白壁に反射した強い日差しがキラキラと煌きらめき、中央の巨大な花時計を照らしている。

　そんな美しい広場の掲示板の前。深々とかぶった帽子のつばを、白い手袋で覆われた手でわずかに上へと上げた──そんな恰かっ好こうのまま、ロゼは茫ぼう然ぜんとその紙を見つめていた。

「うそ……」

　幼い頃からずっとこの日を待っていた。

　自力で家計を助けられるだけの給金が貰える職業。そして何より、この世界に生まれ落ちたからには、絶対に挑戦してみたいと思っていたその仕事。

　ロゼにとって、まさに今回の人生の全てを賭けた夢。

　それを叶かなえる機会がなんの因果か、こんなタイミングで巡ってきた。

　目の前には分厚い上質な紙。アンガスの国花である赤のヴェール・リリー──花芯から花弁の先へ向かうにつれ、濃赤から透明へと色を変える神秘的なその花の模様に縁取られたこの紙は、国王陛下直々の通達であることを意味する。そこに刻まれた秀麗な文字を、何度も繰り返し読み返す。

『宮廷庭師の募集要項』

　年齢は三十五歳まで。選考は筆記試験と実技にて厳正に行うとあり、募集人数は一人。性別や学歴に関する規制はどこを探しても見当たらない。

いける。

これなら、いけるかもしれない。

選考は厳正に。これさえ真実であれば、少なくとも試験は受けさせてもらえるはずだ。そして試験さえ受けさせてもらえたなら、可能性はゼロではない。こちらでの専門学校にこそ行けなかったが、それでもロゼには長年積み重ねた経験と──前世の記憶がある。

そう。名家の長女として生まれたロゼには、幼い頃から前世の記憶というものがあった。

『またそんな作り話を』

　唐突に不思議なことを言いだすロゼに、両親はいつも気味悪そうに『外では決して言ってはいけないよ』と繰り返した。だから、物心ついてからはもう両親の前ですらその話をしたことはない。

　日本という小さな島国のごく平凡な家庭に生まれ、庭に携わる仕事をし、晩年は気のおけない友人たちと旅行を楽しむ。ごくごくありふれた平凡で幸せな人生。取り立てて面白いような記憶でもないが、生まれ変わった先がこの国であったことはきっと幸運だった。

　花の国アンガスの中心都市ヒリアナ。花の都と呼ばれるこの場所において、庭師の地位はすこぶる高い。宮廷庭師ともなれば、下手な貧乏貴族よりもずっと裕福な暮らしと確固たる地位が約束されている。

　貧乏な貴族の子女が、上級メイドなどとして働くことはこの国でも珍しくはない。けれど、基本的に女性は慎つつましく、家庭の中で男性を支えることが美徳とされている国だ。女人を受け入れる学校すらほとんどない状況で、働き先といえばたかが知れている。おまけにそれらの給金程度ではとうてい立て直せないほどに、ロゼの生家は困窮していた。

　父が取り付けてくる結婚話はどれもこれもがロクなものではなかった。けれど、自分でいい人を見つけて結婚を、という気にもなれなかった。

　──男なんてもう前世でこりごり。

　ずっとそんな思いがロゼの胸の中で巣食っていた。

『スミレは女っていうより、母さんみたいなんだよな』

　一体何度そのセリフを聞いたのか。

『ごめん、もう女として見られなくなった』

　誤ご魔ま化かすような薄ら笑いと共に続けられる、そんな言葉と一緒に。

　甘えられるのも、頼られるのも、昔から好きな性分だったのだと思う。それが、愛する人ならなおのこと。けれど、それはいつしか彼らの中であたり前になって。守るべきもの、という括くくりからそっと外されていく。それでも、離れていく男たちに素直に泣いてすがれるような可か愛わいげのある女には、いつもなれなかった。相手の男たちの、顔や名前まで全てを覚えているわけじゃない。けれど、痛かった。そのことだけは生まれ変わった今でも痛烈に覚えている。

　もう、あんな思いはごめんだ。一度与えられた温もりを『おまえなら一人で大丈夫だ』と奪われるくらいなら、最初から一人で生きていくほうがずっといい。

　──それに。

『俺と一緒に逃げないか』

　生まれ変わったこの世界で、一度だけ差し出された手。

　本気で、共に全てを捨てようとしてくれていたのだと思う。そんな小さくも優しい手を、ロゼはあの時取ることができなかった。彼の未来や、自分の将来、残された母と弟のこと──そういったいろいろなことが脳裏をよぎって。




　甘え下手で、気ばかり強くて、無駄に現実的で。衝動的な恋には生きられない、可愛げのない女。

　生まれ変わった先でも、変わらない自分に絶望したあの時から、ロゼはもう恋などしないと決めていた。




「明後日、か」

　宮廷庭師の賃金がふた月分。それに、その職に就くことで自分にお金を貸してくれるところもあるだろう。それらを掻き集めれば、この結婚を反ほ故ごにすることも不可能ではない。月々に得られる金額だって今とは比べものにもならないし、宮廷には宿舎があるから、ロゼの分の食くい扶ぶ持ちだって当然減る。

　もう、これに賭けるより他に手立てはない。

　下手な庭師を呼ぶくらいなら、バレッタ家のロゼ嬢を呼べ。貴族たちの間ではそんなことが公然と言われるようになるほどには、生まれ変わってもまた植物ばかり弄いじっていた。そもそも女子には門戸が開かれていない上に、ロゼの家の状態ではとうてい専門の学校には行けなかった。けれど、何年かに一度。こうして誰かの退任によって成される公示。そこに性別や学歴における規制がないことを知って以来、この時をずっと待っていたのだ。そのための勉強だって、ない時間を捻ひねり出して独学でずっと続けてきた。

　これが、最初で最後の機会。

　宮廷庭師の募集なんて、そうあることではない。現にロゼだって、十六歳で成人してからこの歳までかれこれ十年近くこの時を待っていた。

　全ては、明後日。

　私は、私の人生を自分で切り拓ひらいてみせる──

　最後にもう一度だけその通達をしっかりと目に焼きつけ、ロゼ・バレッタはその場から身を翻した。真っ白な手袋で覆われたその手で、帽子を深くかぶり直しながら。











二、芽ぐみは危険な香りと共に












「はぁぁ……！　素敵だわ……！」

　煌びやかな衣服も、宝飾品も買えない現状。当然ながら宮殿で開かれる夜会の類には、いつもどうにか言い訳をつけて欠席で通してきた。そんなロゼにとって、初めて足を踏み入れた宮殿の敷地はまるで別世界だった。

　樹高三十メートルを優に越える、見事な円えん錐すい形けいのメタセコイア。新緑の美しい巨木がずらりと等間隔で並ぶその様は、まさに圧巻だ。この国において針葉樹の王様と呼ばれているその木は、前世でもその名前で呼ばれていた。けれどこの世界でのそれは、夏になれば葉先が全て金色に染まり、冬になれば全てが真っ白に染まる特異な生態を持っている。まさに針葉樹の王様とも呼ぶべき美しい樹木だ。青々しい芝生の敷き詰められた巨大な並木道は細部まで手入れが行き届いていて、この世のものとは思えないほどに美しい。

　良い緑の育つところには小さな精霊が集まる。小さな光の玉のような存在である彼らが、緑の上を煌めきながら飛び交う姿はまるで夢のようだ。時間を忘れてその道を歩いていけば、一つの湖ではないかと思うほどに巨大な水庭を挟んで、純白の宮殿が悠然と聳そびえていた。

　この国の街並みを象徴するかのように、白一色で統一された宮殿。白壁を彩るゼラニウムとのコントラストに、溜ため息いきが零こぼれる。

「本当に見事だわ」

　そちらへと足を向けながら、感心のあまりひとりでに声が漏れた。

　今しがた歩いて来た並木道の芝の美しさといい、ゴミ一つ浮いていない水庭といい、これだけのものを管理するには途方に暮れるような労力と計画性、それに技術が必要だ。

やっぱりここで働いてみたい。

　家のこと、結婚のこと、そんなことを抜きにしても。

　前世のほうが遥はるかに文明の進んだ世界だった。けれどこんな規模の庭園には、もちろん携わったことがない。こんな物を前にして、そこにまだ見ぬ技術が沢山秘められていることを知っていて、生来の庭好きの気分が高揚しないわけがない。

　──庭園は、この裏よね。

　花時計を仰ぎ見れば、時間はまだある。

　世界一と称されるこの宮殿裏の庭園。ここまで来てそれを見ないで帰るだなんて、自分にはとうていできない。そわそわとした気持ちに押されるようにして、ロゼは宮殿へと向かう歩みを速めた。







「わぁ……！」

　おそらく同じ宮廷庭師志願者だろう人々でごった返した宮殿のホール。そこから大きな門を抜けて、中庭までは一直線だった。きっとロゼと似たようなことを考えたのだろう庭師たちの波についていけば、自然と開けた視界。眼前に広がった光景に、一瞬息をすることすら忘れてしまった。

　ヴェール・リリーを守るように絡みつく鷹たか。そんなこの国の紋章通りに綺き麗れいに刈り込まれた緑。その輪郭をなぞるように精緻に植栽されたチューリップやスミレ、ヒヤシンスなどの花々。バランスよく見事に纏まとめられた巨大なその刺し繍しゅう花壇を引き立てるように、左右対称に刈り込まれた低木。

　おそらく土地自体に傾斜がつけられているのだろう。ここからでも見渡せる広大な大地はまさに一つの絵画のようで。

　上から見たら、一体どんなに綺麗なのだろう。

　羨望と共に大きく振りかぶって見上げた城の上部。ロゼのいるその位置からまっすぐ見上げたその位置には思った通り、他のどれよりもひときわ大きなバルコニーが見えた。

　──あら？

　その位置から眺めた庭園の絶景を想像しながらバルコニーを見つめていると、不意に中から人が出てきた。

　綺麗だ、と。とっさにそんなことを思う。

　初めて目にする銀色の髪。日差しを浴びてキラキラと輝くそれは、まるで季節外れの雪のようで。まっすぐ伸びた背筋に、独特な雰囲気を醸し出す褐色の肌。顔立ちの詳細まではよくわからない。ただ、遠目にもその姿には、どこか寒々しく厳かなものを感じた。

　噂に聞く氷の王。

　外見の特徴から見て、おそらくあれがその人なのだろう。

　いくら宮殿の敷地内とはいえ、まさかこんなふうにお目にかかれるとは思わなかった。

　ぼんやりとそんなことを考えながらも、何故だかその人から目が逸そらせない。

「……！」
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　ふと、ロゼのそんな視線に気がついたかのように、ゆるりとその人がこちらへ顔を向けて。

　──目が、合った気がした。

　遠目にも、確かに。

　一瞬湧いた感情は、自分でもなんなのかよくわからなかった。

「あっ……!?」

　止まっていた時が動きだすかのように、唐突に吹いた強い風。

　かぶっていた帽子が、風にさらわれ空を舞う。

　軽く纏めて帽子の中に押し込んでいた髪の毛がはらりと零れ、ロゼは慌てて帽子を追いかけるためにその場から駆けだした。
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「はぁ……」

　困ったことに、完全に見失ってしまった。

　もうこんな恰好じゃなくて、いっそデニムとスニーカーならいいのに！

　内心そう叫びたくなるほど前世のあれは、本当に機能的で楽だった。

　この国で一般的に着られる丈の長いワンピースが、そう動きづらい訳ではない。けれど、何メートルもある長いスカーフを肩からかけて反対の腰で結ぶしきたりがあるせいで、大きな動きはとりづらい。おかげで全く早く追いかけられず、すっかり帽子を見失ってしまった。

　あれはとても大切なものなのに。

「……あら。そこの貴女あなた」

　唐突に耳を打った艶なまめかしい声。つられるようにロゼが顔を上げると、少し離れた場所に若い女性たちが集まっているのが見えた。

　一体なんの集まりだろう。

　庭園の一画。ぐるりと全体がオレンジの木で取り囲まれ、純白の列柱が円形に建ち並ぶその中。赤や金の派手なワンピースドレスに、美麗なスカーフ。しっかりと化粧を施し、沢山の宝飾品を身に着けた女性たちが、所狭しとひしめき合っている。

　美女が着飾って集まっているその光景は思わず息を呑むほどに、煌びやかで美しい。けれど、その表情は一様に明るいとは言いがたく、まるで何かに怯おびえているようにも見えた。

　そんな美女たちの群れの中の一人が、どうやら声の主らしい。眩まばゆいプラチナブロンドの髪を綺麗に結い上げた若く美しい女性が、ロゼのほうを見つめている。

　その手に握られた自分の帽子へと目を留とめ、ロゼは慌てて彼女のもとへと駆け寄った。

「っ……ごめんなさい！　その帽子」

「あら、やっぱり貴女のものだったのね。こちらへ飛んできたものだから」

「ありがとうございます。風で飛んでいってしまって……とても助かりました」

　長年かぶり続けているがために、ちょっとくたびれた帽子。でもこれは大切なものだ。この決して綺麗とは言いがたい赤毛を隠すためにも、これ以上肌を焼いてしまわないためにも。

　そして──もう随分と前の淡い思い出に、時折勇気を貰うためにも。

　帽子を渡す彼女の手は真っ白で、とても美しい。真っ白な手袋で覆った自分の手を思い出せば、自然と小さな溜息が漏れた。

「私はシンシアよ。シンシア・ハドリー。貴女も今日の選考会に？」

　選考会？　庭師の選考会場は宮殿内だったはずだが、今日になって変更があったのだろうか。

「私はロゼです。ロゼ・バレッタ。それでは、ここが選考会場なのですか？」

「えぇ、そうよ。たぶんもうじき……あぁ、ほら。ベフロワ宰相がいらっしゃったわ」

　彼女の目線を追って目を向けた先には、数人の護衛を引き連れた壮年の男性がいた。ピシリと撫でつけられた金髪に、品のいい礼装。佇たたずまいやその出いで立たちは、いかにも生粋の貴族らしい。

現宰相は数年前に、父からその位を譲り受けたのだと聞いた。

　庭師の選考に宰相自ら加わるとは、さすが花の都の宮廷庭師試験には気合が入っている。そんな呑のん気きなことを考えていたロゼは、次の瞬間その場に凍りついた。

「諸君。それではこれより我が国王陛下の、夜の教育係の選考を始める」

いかにも偉ぶった高圧的な声。その言葉は、ロゼをその場で凍りつかせるには十分すぎるものだった。

　教育係。

　国王陛下の……夜の教育係？

　口にされた言葉を一度自分の中で反はん芻すうし、遅れてその意味を理解して、一気に全身から血の気が引く。

　それが何を意味しているのか、この国に生まれた以上ロゼにだってよくわかっている。

　夜の教育係──それはこの国において年若い王太子に、男女の営みや女性の扱い方を教える者を意味する。原則、身元の確かな高級娼婦の中から厳正な審査の末に選ばれ、通常は国王の即位をもって任を解かれる。

　それは、この国の国民であれば誰もが知る事実だ。

　この国の若き国王が、元はそんな教育係だった女性の子であることも。

　現国王ギャザラ・デ・ヘザー。彼は、前国王ならびに異母兄である二人の王子の死去により、十五歳の時突如として王位を継ぐことになった。あれから五年。いい噂など一つも聞いたことのないそんな国王が、夜の教育係として無理やり集めた女性たちを、ただ気にくわないという理由で翌日には殺してしまうのだと。そんな噂がまことしやかに囁ささやかれているのを、ロゼもまた耳にしている。

　冗談じゃない。

　とっさにサッと周囲を窺うかがい、音を立てないようにジリジリと後ろへさがる。だが、ことはやはりそう簡単にはいかなかった。

「……？　おい。そこの赤毛の女！　貴様、何をしている」

　腹に響くような怒鳴り声に、反射的にびくりと身体が震える。

　赤毛とは、どう考えても自分のことだろう。

　跳ね上がる心臓をどうにか鎮めて、宰相のほうへと向き直る。せっかく巡ってきた好機を、こんなところで逃すわけにはいかない。失礼がないようにと、ロゼはできるだけ丁寧に腰を折って頭を下げた。

「申し訳ありません、宰相閣下。私は庭師の選考会場へ向かうところだったのですが、どうやら場所を間違えてしまったようなのです」

　一言一言努めてハッキリと口にした言葉。

「庭師だと？　何を寝ぼけている。宮廷庭師が、女なんぞに務まるはずがないだろう」

　嘲るような響きを孕はらんだ返答に、一瞬理解が遅れた。

　なんぞ？　今、女なんぞとこの人は言ったのだろうか。

「……ですが要項に、性別の制限はありませんでした。厳正な審査を行うとあったように存じますが、あれは偽りなのですか」

　ダメだとわかっていても、生来の負けん気の強さはここへ来ていきなり治るようなものではない。思わずカチンときて問い返してしまった。そんなロゼの言葉に、宰相が薄く笑う。人を見下したような、小ばかにしたような不快な顔だ。

「童子とてわきまえているような常識だ。あえて書き記すまでもない」

「何故ですか」

「なに？」

「何故、女には務まらないとお考えなのでしょう。試験もせずに、それだけの先入観から志願者を弾くその理由は？」

「赤毛。貴様、私に盾突く気か！」

　いけない。

　相手はこの国の宰相だ。盾突けばどうなるかわからない。わかってはいても、よく回る口は勝手に言葉を紡いでしまう。

「明記していないとお認めになるのであれば、せめて試験をしてみてから判断しても良いのではありませんか」

　わかっている。この国において、こんなことを言う女はたぶん自分くらいだ。

　女性は慎ましやかに家庭で男性を支える。国民に染みついたそんな概念に素直に従えないのも、きっと前世での記憶の影響が大きい。

　ただ、こんな自分は変えられないし、そんな環境の中でもここまでずっと頑張って来た。状況を鑑みても、この機会を逃すわけにはいかないのだ。こんなところで簡単には諦められない。

「そんなもの、受けさせるだけ時間の無駄だ！　おい、その赤毛を連れていけ！　どこの娼婦だか知らないが、館主もろとも処分してやる」

「っ……見もしないで、何がわかるというのですか!?　離してください！　だいたい、私の名前は赤毛ではありません！　ロゼです、ロゼ・バレッタ！」

　悔しい。鍛え上げられた兵士たちにがっしりと掴つかまれてしまっては、さすがにどうしようもない。ずるずると引きずられながら叫んだところで、これでは負け犬の遠とお吠ぼえだ。

　ぎりりと噛みしめた歯。どうせ処分されるのなら、いっそこの場で兵士に嚙みついて逃亡を図るくらいのことはしてみようか。

　ロゼがそんなことを考えたその時。突如何かに気がついたかのように兵士たちの足が止まった。

　一体何事だろうと、瞬いた目。

　驚いたように見開かれた宰相の視線は、まっすぐにロゼの後ろへと向けられていて。

　不意に耳を打ったその声は、静かながらもとてもよく響いた。

「離してやれ」

「は……はっ！」

　弾かれるように解かれた腕。声の主を振り返って、思わずはっと大きく息を呑む。

「陛下」

　宰相が呼んだその呼称に、驚きはなかった。ただ、やはりそうだったのかと思っただけで。

　氷の民ツヴァイの血を引く証あかしである、銀色の髪に褐色の肌。無機質な彫刻を思わせる、端正な面立ち。鋭いその目はこうして近くで見ると、凍えるほどに冷え冷えとした紫だ。

　その独特な身体的特徴もあるだろう。けれどそれ以上に、彼の纏う空気は他者とは一線を画す異質さを持っていた。

『氷の王』

　陰でそう揶や揄ゆされるのも仕方がない。いろいろな噂の真相はわからないが、それでなくとも一目会えばそれ以上に彼に相ふ応さわしい言葉などない気がしてしまう。

「ロゼ・バレッタ」

「は、はい」

　今しがたロゼが自身で口にしたその名を聞いていたのだろう。独特な寒声で呼ばれた名前。

　もしかして、助けてくれるのだろうか。

　脳裏をよぎったロゼのそんな期待を込めた思いは、次の瞬間いともたやすく打ち砕かれた。

「おまえが今回の教育係だ」

「は？」

　なんだか理解のできない言葉が聞こえた気がするのだが、今のは聞き間違いだろうか。

「僭越ながら」

「拒否権は与えていない」

　状況を説明しようと開いた口。皆まで言うまでもなく、鋭い声がそれを遮って。

「逃げないように、しっかりと抱えて連れてこい」

「は……、はっ！」

「……ッ!?」

　一体何が起こったのか、ロゼにもよくわからなかった。

　国王が、自分を指名した。

　自らの夜の教育係に。これだけの美女たちをさしおいて、こんなみすぼらしい嫁ぎ遅れの女を。

　──一体、どうして。

　今しがた離してくれたばかりの屈強な兵士たちに、再びがっしりと抱え直されて。

　こちらを振り向くこともなく、遠ざかっていく背中。

　あまりにも自分の理解の範囲を超えた現状に、ロゼはただ声もなく茫然とそれを見つめることしかできなかった。
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　なんだかおかしな女がいる。

　見慣れた庭園を見下ろして、最初に思ったのはそんなことだった。

　書類の読みすぎで霞かすんだ目。少しばかり休めたほうがいいかと、立ち上がって窓の外を眺めれば、すぐさまそれが目に留まった。

　なにせ、恰好からしてどうにもおかしい。

　特段着飾ったふうもないベージュのワンピースに、揃そろいの長いスカーフ。だいぶ昔に貴族の女性たちの間で流行はやったつばの大きな帽子に、年配の女性がよく着けているような白い手袋。年とし嵩かさの夫人かと思いきや、スカーフは未婚の女性である事を示すように左の腰で結ばれている。だが、若い未婚の貴婦人にしてはあまりに装いが地味すぎるし、装飾品の代わりが白い手袋とは、なんとも華やかさに乏しい。

　見れば見るほど、何もかもがちぐはぐな女だった。

　宮殿の門には門番が常駐している。観光客も多く訪れる宮殿とはいえ、不審者であれば門で止められているだろう。

　今日は例のくだらない『夜の教育係』選びの日だから、その志願者だろうか。

　一瞬脳裏をよぎったそんな考えを、バカバカしいとすぐに一蹴した。

　選考会場に来られるのは国の高級娼婦の中でも、身元が確かな者。それも５か月以上客を取っておらず、妊娠の兆候はないと医師が判断した者だけだ。あんなみすぼらしい恰好の女が、高級娼婦であるはずがない。

　一体なんなのだろうと思って眺めていると、女はますます不審な行動をとり始めた。

　花壇の脇にかがんでしばらく土を眺めていたり、中の花々をひとつひとつ確認していったり。ワンピースの裾が思いきり地面についたりしてもまるで気にした様子はなく、むしろ植物の観察に夢中な様子だ。

　とっととつまみ出すよう兵士らに言おうか。そんなことを考えているうちに女が移動を始めたので、なんとなくそれを追う形でギャザラもバルコニーへと向かった。







　この宮殿一大きなバルコニー。庭園を俯ふ瞰かんするために設けられたその場所へと下り立てば、先ほどの女がこちらを見上げていた。

「……！」

　遠目ではよくわからない。けれど、一瞬確かに視線が重なった。

　思っていたよりは若く、そして思っていた通り凡庸な容姿の女。

　だというのに、その瞬間まるで時が止まったかのように、ギャザラはその場から動けなくなった。

　ぶわっと勢いよく突風が吹く。女の帽子が空を舞って、彼女の髪がパッと零れ落ちた。

　鮮やかな赤の、クセのある髪の毛。

　ふわりと舞った篝かがり火びのようなその色が、強烈に目に焼きついた。

　風に乗って、帽子はどんどん飛ばされていく。

　ワンピースの裾をこれでもかと持ち上げた女が駆けていく先に、例の教育係の会場が見えた。

　長いこと冷えきっていた身体に、ジワジワとせり上がる熱。こみ上げる感情に突き動かされるようにして、ギャザラは衝動的にバルコニーから身を翻していた。

　鬱屈としていて何もかもが寒々しい。そんな日々にいい加減辟へき易えきしていたのだろう。

　国王ギャザラ・デ・ヘザーは自身の行動をそう結論づけた。
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　庭園の一画。いつも面接会場に使われている新緑の柱廊へと足を向ければ、探すまでもなく彼女はすぐに見つかった。

　鮮やかな緑の木々に彩られた純白の列柱の合間から、『赤毛』を連呼する宰相の怒声が響いている。

　彼の怒鳴り声は、いつも部下を軒並み黙らせる力がある。だというのに、それが彼女にはまるで効かないらしい。負けじと張られた彼女の声はとても澄んでいて、耳に馴な染じみが良かった。

　──なかなか面白いことを言う。

　必然的に耳に飛び込んでくる二人の会話に、ギャザラは思わず小さくうなった。

　宰相の言うことは真実だ。この国において庭師といえば男の職業だと決まっている。そのための教育機関の門戸も女性には開かれていないし、第一いくら地位が高く高給だとはいえ、かなりの肉体労働であることに違いはない。女性が職に就くことすら好ましくはないとされるこの国において、よもや宮廷庭師の選考会に女性が来るなど誰も思いはしない。

　それを受けに来たのだと主張する彼女は、見た目通りだいぶ変わっている。けれど、募集要項に明記していないのだから、試験を受ける資格はあるはずだと──少なくともその主張は道理だった。

　よもや自分がこんな小娘に盾突かれるとは、思ってもみなかったのだろう。ただただ憤慨して怒鳴るだけの宰相の姿がひどく滑稽で、たまらなく面白い。

「そんなもの、受けさせるだけ時間の無駄だ！　おい、その赤毛を連れていけ！　どこの娼婦だか知らないが、館主もろとも処分してやる」

「っ……見もしないで何がわかるというのですか!?　離してください！　だいたい、私の名前は赤毛ではありません！　ロゼです、ロゼ・バレッタ！」

　兵士ら二人に引きずられながらも、ひときわ大きな声で彼女が叫ぶ。

　飛んでいった帽子はどうやら無事に回収できたらしい。それを片手に持ったままであるために、燃えるような赤毛が日の光を浴びて、痛いくらいに目に焼きつく。

「離してやれ」

　ゆっくりとそう口にすれば、宰相の青い目が大きく見開かれて。兵士たちの手を逃れた彼女が、こちらを振り返りハッと大きく息を呑んだ。

　明るい鳶とび色いろの瞳が、まん丸に丸められている。ひどく間の抜けた、女としての艶を一切感じられない表情。だというのに、たまらなく背筋がぞくりとした。

「ロゼ・バレッタ」

　今しがた知ったばかりのその名を、確かめるように口にする。

　とりあえず手元に置いてみる。

　それは、ここへと足を向けた時にはもう決めていたことだった。そのための手段は選ばない。

「おまえが今回の教育係だ」

　告げたその言葉に、一瞬彼女が浮かべた表情。

　絶望的なまでに色気のないそんな顔を一いち瞥べつし、こみ上げるひどい劣情から逃れるように、ギャザラはその場から足を遠ざけた。
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「お前たちは出ていろ。何かあれば呼ぶ」

「はっ」

　適当に足を踏み入れた客室の中。改めて間近に目にした彼女は、やはり取り立てて褒めるべきところもない凡庸な容姿をしていた。それでも、ピンと伸びた背筋、気の強そうな眼差しにはひどく惹ひきつけられるものがある。

　先ほど庭園で顔を合わせた時から変わらず、ただまっすぐにギャザラを見据えた鳶色の瞳。怯えたように目を伏せられるか、あからさまな侮蔑の目を向けられるか。その二択しか知らないギャザラにとって、彼女の今の反応はとても新鮮だった。

「ロゼ・バレッタ。今この時よりおまえが夜の教育係だ。意味は、わかるな？」

「……嫌です」

「なに？」

「嫌だ、と申し上げたのです」

　誰かの発言に問い返したのなんて、一体何年ぶりだったのか。

　凛とした強い声。ハッキリと告げられた言葉を、すぐには呑み込めなかったのも。

「私は陛下の慰みものになるために、ここへ参ったのではありません」

　言われたことを一瞬遅れて理解して、再び嗤わらいが漏れそうになった。

　わかっていない。

　彼女はたぶん、何もわかっていない。

　いっそここで泣なき喚わめいて許しを乞うような女だったら。怯えきった表情で、つらつらと自分の不遇を語るような女だったら、まだ逃がしてやれた。いつものように適当な理由をつけて翌日には解放してやれたのに。彼女は自分で、その機会を逸した。

「おまえは大きな勘違いをしている」

「……っ!?」

「最初に言ったはずだ。拒否権は与えていない、と」

　躊躇いなく抜いた剣を喉元に突き付ければ、息を呑んだ彼女の顔に初めて明確な怯えが浮かんだ。

　当然だ。剣を突きつけられることに慣れている女なんていない。

「俺を愉しませてみろ。まだ死にたくなければな」

　大きく見開かれた目。怖いのだろう。先ほどまで赤みが差していた頬ほおは一気に青ざめ、白い手袋に覆われたその手はカタカタと震えている。

　それでもこちらをまっすぐに睨にらみつけたまま、彼女はその場から微動だにしなかった。

　さすがに泣くだろうか。

　泣いてすがって許しを乞うのだろうか。

　そんなことを思いながらも、そうはならないことを期待していたのだろう。

　意を決したように、ゆっくりと開かれた口。

「僭越ながら申し上げます、陛下。先ほど宰相閣下にも申し上げました通り、私は」

　耳を打つ凛とした声を、遮ったのは衝動だった。

「黙れ」

「え？」

「自発的な発言は許可していない。頷くか、今ここで斬り捨てられるか。おまえに残された道は二つに一つだ」

　刺すような強い視線。

　たまらなく欲しいと思う。それと同時に、どうやったらこれは手折れるのかと考えるだけで、背筋がゾクゾクする。そんな感覚は初めてだった。

　束つかの間まの沈黙。

　まっすぐにこちらを睨みつけていた目を、やがて彼女はそっと伏せた。

「……わかりました」

　笑えるほどに不服さを滲ませた、悔しげな声。

「っ……ぅん!?」

　衝動的に手を伸ばして触れた、ひどく頼りない身体。

　夢中で奪った唇は火傷やけどしそうなほどに熱く、止められなくなりそうなほどに心地がよかった。











三、夜のとばりと、強引な芽ざし












　なんで。なんでこんなことに……！

　いくら考えてみてもよくわからない。自分は今日確かに、宮廷庭師の試験を受けに来た。だというのに、何故今こんな恰好でこんな場所にいるのか。

　寝台の横に置かれた、愛らしい鈴すず蘭らん形のランプ。柔らかな暖色の光に照らされた室内を見回して、ロゼは眉間の皺しわを深めた。

　必要最低限の家具だけが備え付けられた部屋の中。中央の壁際にドンと置かれた寝台の端に腰をかけながら、しきりに首を捻る。

　ここは離宮の中の一室──ロゼに与えられた私室だ。

　そう、国王陛下の三十七番目の『夜の教育係』であるロゼに。

　全くもって理解の追いつかない現状に、頭を抱えたくなる。

　三十六人もの教育係の女性たちがこれまでどうなったのか。あの憎たらしい宰相には聞く気にもなれなかった。

　突き付けられた刃の感触が、脳裏に蘇る。翌日には殺されたなんて噂も、あながち嘘ではないのかもしれない。あれだけの手練れの美女たちですらダメなのなら、どう考えたところで自分が生き残れるわけがない。

　──そもそも、一体何を求めて私なんて。

　淡い光に照らされた白い手袋を眺めれば、自然と溜息が零れた。

　ロゼは今年で二十五歳。この世界においては、もう完全なる嫁ぎ遅れだ。あんな若々しく美しい娼婦たちに女として勝る部分など、悲しいけれど一つもない。前世ではそれなりに経験をしてきたとは思うが、それにしたって、これまでに十分いろいろと教わってきたであろう彼に、今更教えられることがあるとも思えない。

　一夜の性欲処理？

　そもそも、最初から私を殺す気だったとか？

　一瞬そこまで考えて、そんな自分にげんなりした。

　バカバカしい。一夜の相手ならもっとマシな女を選ぶだろうし、一体なんのメリットがあってわざわざロゼを手にかけるというのか。

　あれよあれよという間にあの憎たらしい宰相に離宮へと連れてこられて。抵抗する間もなく侍女たちに裸に剥むかれて洗われ、こんなものを着せられてしまったが、全くもって似合っているとも思えない。

　冷静になって考えてみれば、ロゼだって一応は貴族の端くれ。

　触れれば切れそうなほど殺伐とした空気に気け圧おされて、そんな簡単な弁明すら忘れていた。夜の教育係を貴族令嬢が拝命した例がない訳ではないが、その場合は必ず然しかるべき手続きを踏むし、家長の同意だって必要なはずだ。そんな面倒な手続き諸もろ々もろを済ましてまで、あの国王がわざわざ自分を欲するとは思えない。

　とりあえず着替えて、自分が娼婦だという誤解を解くのが先決だ。そう考えてロゼが立ち上がった、その時だった。

　カチリと小さな音がして、ゆっくりと扉が開く。

　一瞬侍女が戻ってきたのかと思ったが、それならノックくらいはするだろう。睨みつけるように凝視した先で、当然のように部屋の中へと入ってきたのは、予想通りのその人だった。

　長いシャツの上からかけられた、豪ごう奢しゃな金色のスカーフ。昼間のような堅苦しい上着こそ脱いでいるものの、その腰には昼間ロゼに突きつけたのと同じ剣が下げられている。

　ロゼを捉えて、わずかに細められた紫色の瞳。

　鋭いその目からは、なんの感情も読み取れない。

　普通は人が増えれば場は温まるものだ。だというのに、何故だか彼が入ってくるだけで部屋が冷え冷えする気がするのは、恐ろしいほどに整った顔立ちだけのせいではないだろう。

　改めて冷静に眺めてみれば、ロゼよりは遥かに大きい。とはいえ、身長はそこまで高いほうではない。それでも彼の纏う空気にはやはり、これまで出会ったどんな人間とも違う重々しい威圧感がある。オーラなんて言葉は前世で聞いたことがあるが、それを実際目の当たりにしたのは初めてだ。

「出迎えもまともにできないのか」

　扉を閉めた後、しばらく黙ってこちらを見つめていた彼の、第一声はそれだった。

　とてもではないが、強引に人をこの場に押し込んで、ノックもなく上がり込んできた男の言葉とは思えない。夜の教育係ではなく、昼の教育係をきちんとつけるべきだ。そんなことを思いながら、ロゼはその人をまっすぐに睨みつけた。

「発言は許可されていなかったのでは？」

　あくまで静かに返した言葉に、すっとその目が細められる。

「そうだな。それじゃあ、そのまま黙っていろ」

　クセのある独特な寒声に、何を言い返すような間もなかった。

　不意に近づいたその顔。慌てて引こうとした身を、躊躇いなく大きな手が掴む。

「逃げることも許可していない」

　嘲あざ笑わらうようなその言葉が囁かれたのは、唇の上だった。

「ん！」

　抗議の声を上げようにも、塞がれた唇。再び潜り込んできた舌がそれを許してはくれない。

「んぅ……！　っん!!　んんぅ……っ！」

　二度目の口づけは一度目ほど荒々しくない分、執しつ拗ようだった。

　唇をこじ開けて、遠慮なく潜り込んで来た舌。思うままに歯列をなぞり、ロゼの舌を求めてくるその動きは、唇の冷たさとは対照的にひどく情熱的で、記憶にあるどれよりも巧みだ。

　逃れたいと思うのに、腰が戦慄おののいて上手く力が入らない。そんなロゼのことなど全てお見通しであるかのように、腰を抱えるその腕の力はとても強く、揺らぎがない。

「んっ、っは、……っ！」

　角度を変えて深く口づけられるたび耳を打つ、ぴちゃぴちゃとした唾液の混ざり合う音。

　頭に回された大きな手。その指先が耳の輪郭をなぞり、くるくると弄ぶ。むず痒がゆいその刺激に身を捩よじるも、余計に強い力で引き寄せられた。

「ふっ、……っん！　っ……っ」

　包み込むような大きな身体の感触。鼻孔をくすぐるにおいは、紛まぎれもなく異性のものだ。

　絡まり合う舌の、その先にある快楽を、ロゼはぼんやりと覚えている。この身体で経験したことはないけれど、それでも。今だけは決して思い起こしたくないそんな感覚を追い払うように、ドンッと強く彼の胸を押す。きっと、大した力はこもっていなかっただろう。ロゼのそんな弱々しい抵抗に、意外にも素直に唇が離された。

「は……」

　恥ずかしいのか悔しいのか、自分でもよくわからない。乱れた呼吸に上気する体温のせいで、頬が熱い。

　息一つ乱すことなくこちらを見つめる彼の目は、相変わらずとても冷ややかで。それがまたとても腹立たしい。

「陛下。いろいろと誤解があったようなので申し上げますが、私は娼婦ではなくて」

「見ればわかる」

「は……、っ!?」

　言葉の先を遮るように上げられた声。驚いて目を瞬くと同時に、ふわりと身体が地から離れて。その腕に抱え上げられたのだと、ようやく気がついた時には既に、広い寝台の上だった。

　痛くはなかった。

　怖くもなかった。

　意外とがっしりとした腕はとても安定感があって、しかも優しかった。慣れている──そうなのだろう。お姫様抱っこなんてものをこんなにも自然にできる男は、ロゼの記憶の中にはやはりいない。

「こんなに貧相な身体の娼婦が、あの場にいるワケがない」

「なっ……！」

　人を押し倒しておきながら、こんなに腹立たしい言葉を吐く男もまた。

　貧相。その言葉が何を見て言われたのかは明らかだ。今更ながら今の自分の恰好を思い出して、火を噴きそうなほどに頬が熱くなる。

　ほとんど透けているような薄い夜着は、足りない愛らしさを足そうとするかのような甘いピンク色だ。下着は一切着けさせてもらえなかったが、その平らな胸がピンク色の薄衣を押し上げて存在を主張するようなこともない。

「わ、わかっているのなら、もう解放していただけませんか!?　こう見えても私は一応貴族の」

「残念だが、パトリック・バレッタ公なら二つ返事でこの件を承諾した」

「は……？」

　パトリック・バレッタ公が──父が？

　父が、この件を承諾した？

　信じられない。信じたくなかった。

　氷の民ツヴァイへは決して近づくなと、そうロゼに教えたのは父だったはずだ。あの人が、夜の教育係のその役目を知らないわけがない。

「それでなくとも、先に了承したのはおまえ自身だ。勝手にいなくなることは許さない」

「は……待ってください。理解ができません！　何もそんな手続きを踏んでまで、こんな貧相な女を選ばなくたって、大勢の美女があの会場にはいたじゃありませんか」

「あぁ、まったくだ」

　まったくだ？

　まったくだ……!?

「しかもなんだ、その似合わない恰好は。ひどい。目も当てられない。萎えるから、とっとと脱げ」

「っ!!」

　ぷちっと、自分の中で何かが切れる音を、ロゼは確かに聞いた。

　これでも我慢しなくては、と思っていた。さすがにこんな歳では、まだ死にたくはないから。けれど、もう限界だ。

「お断りします」

「なに？」

「私は陛下に触れて頂きたくありませんので。このままだとその気にならないと仰るのであれば、好都合ですわ。どうぞ、お引き取りくださいませ」

「……」

　じろりとこちらを見下ろした顔には、寒々しいほどに変化がない。正直に言えば怖い。けれど、こんな男の好きにはされたくない。その一心で、ロゼは彼のその目を睨み返した。

「殺したいのであれば、どうぞご自由に。私は陛下の一時の慰みものになるために生きてきたわけではありませんの。このような貧相な身体、わざわざ抱いて頂かなくて結構ですわ」

　言い終えると同時に、その場に下りた沈黙。

　目を逸らせば負けな気がして、ひたすらその目を睨みつけていると、不意に彼が口元を歪ゆがめた。

　……もしかして笑った？

　そう思った次の瞬間には、吐息が触れそうなほど近くにその顔が寄せられていた。

「残念ながら、おまえは既に俺のものだ。触れる、触れないは俺が決める」

「っ……！」

　ぬるりとした舌が、耳の縁を這はう。

　愉しげに耳を食はみながら囁く声は、笑っていた。

「報酬の一部を先払いで求められた。対価分の務めはきちんと果たして頂こうか、教育係殿？」

　それは、自分にはもう逃げ場など残されていないのだと、そう思い知らされた瞬間だった。







　柔らかなオレンジ色の灯あかり。

　これだけは、と侍女たちに頼んで外さないでもらった手袋。その白い布地をぼんやりと照らす、光のたもと。握りしめた手で口元を押さえながら、ロゼは掠れる声を絞り出した。

「ま、まずは先ほどのようにキスから始められて、上から下に触れられていけばいいかと」

　どんどん尻すぼみになる言葉。

　こちらを見下ろしているその顔は、とてもじゃないが直視できない。

「上から下？　上とは、どこのことだ？」

「ひゃっ」

　薄い夜着の中にするりと潜り込んできた手。その冷たさに、身体が震える。
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　これは一体どんな辱はずかしめなのだろう。

　しどろもどろなロゼを見て、ギャザラが愉しんでいることは確かだ。貧相だと自分でなじったばかりの胸をまさぐる手が、思ったよりずっと優しく丁寧で、それもまた腹立たしいことこの上ない。

「……っん！」

　絶対に声なんか出すものか。

　そう思うのに、彼のその手が胸の頂きに触れた瞬間、思わず口からは吐息が漏れた。この身ではない。それでも厄介なことに、前世で知った快楽はきちんと身体が覚えているらしい。

　やんわりと乳輪の際をなぞる指が時折、不意にその中心を探り当てるたび、ぴくんと身体が勝手に反応してしまう。

「敏感だな。これは気持ちいいか」

「っ……こんなの、なんの意味があるのですか!?　陛下はもう講師など要らないほどお上手だと思いますが!?」

　世辞じゃない。

　不遜な態度や冷ややかな物言いとは裏腹に、彼の手の動きはとても的確で優しい。それだけでも経験値の差は簡単に推し量れる。

　泣きそうな気持ちで吐き出したロゼの言葉に、ギャザラはまたわずかに唇の端を歪めた。

「少なくとも、おまえの身体のことはまだ知らない」

「んっ！」

　耳をなぶっていた唇がその場を離れ、今度はロゼの唇をついばみ始めた。

　冷たい指が、固くなってきた乳首をやんわりこねて。焦らすようにゆっくりと、内うち腿ももの柔らかい部分を大きな手が這う。

　じれったいその動き。口を開かれる前にいっそ、とその手を掴んで自ら秘所へと導けば、フッと吐息だけで彼が笑う気配がした。

「ここは？　どう触れれば気持ちいい？　教育係殿」

　──本当に性格が悪いったら！

　甘やかな口づけの合間で、それを問う声が脳を侵食する。

　触れるか触れないかくらいの力加減で、秘裂の上を撫でる手。いっそくすぐったいくらいのそれがもどかしい。

「こ、ここが女性の一番気持ちいいところです」

　意を決して再びその手を掴み、襞ひだを割って中へと導く。これ以上はきっと恥ずかしくて死んでしまう。

　自分でも情けないほど、今にも消え入りそうな声。真っ赤になっているであろう顔を逸らせば、内側から襞を指で擦こすられて、びくりと身体が跳ねた。

「ここか？　それともこっち？」

　あえて口にして愉しんでいるのだろう彼の指が、そっとロゼの花芯に触れる。

「あっ！　ぁっ……っ！」

　指の腹で膨らみ始めた肉芽を押し潰し、こねて。

　一番敏感なそこに触れる、その指の動きは的確だった。もどかしいでもなく、痛いでもなく。ロゼの反応をよく見ながら、繰り返される刺激に腰が揺れる。

「はっ、っや、っあ、そのまま擦って、くださ……っあ、っ！」

　はしたない。恥ずかしい。そう思っても、口から零れる声は甘さを増す。

　こちらを見つめて細められる、紫水晶のような美しい瞳。

　なんの感情も読み取れないその目をただ見ていたくなくて、手を伸ばし引き寄せた顔に、自ら唇を合わせた。

　わずかな身じろぎ一つ。それでも彼は、素直にキスに応じてくれた。

「っは、っあ……ぁっ」

　余計なことを考えるのが怖くて、夢中で絡ませた舌。

　息継ぎの合間に、漏れる声。

　すっかり充血して膨らんだ肉芽を執拗に攻められて、身体は素直に与えられる快楽を受け入れた。

「あ、やっ、っん！　んんん……っ!!」

　びくん、と大きく跳ねた身体。頭が真っ白になって、身体中を甘い痺れが駆けめぐる。

　そういえば、こういう感覚だったかもしれない。

　深い絶頂の片隅で、そんなことをぼんやりと思う。こんな感覚は、なんだかすっかり忘れていた。

「っん」

　離れていく舌を追うかのように、互いの間につっと透明な糸が引く。そんな淫いん猥わいな光景を目の片隅に捉えながらも乱れた呼吸を整えていると、小さな吐息が耳を打った。

「っ！」

　くぷりと湿った音がして、入口のほんの浅い部分を弄っていた指が、ゆっくりと膣ちつ内に潜り込んでくる。快楽はきちんと覚えていても、この身体が誰にも拓かれていないのは事実だ。確かめるようにそっと差し込まれる指は優しい。それでももたらされる痛みと違和感に、自然と身体が強張った。

「っふ……っ」

　ダメだ。そうは思っても、思わず眉間に皺が寄る。

　とたん、中を侵食していた指が驚いたように引き抜かれた。

「……まさか、初めてなのか」

　わずかに動揺を滲ませた彼の声が耳を打って、伏せていた目をそっと開く。いっそ羨ましいほどに整ったその顔を前に、なんだかとても空むなしい気持ちがこみ上げて、たまらず口元が歪んだ。

「最後まではしないでくださいって言ったら……聞いてくださいます？」

　初めてくらいは好きな人としたいので。

　そんな陳腐な言葉を付け加えて、自分で笑いそうになった。無理だとわかってる。この国では、処女性なんてものはそこまで重視されていない。処女だなんだと騒ぐのは、それこそそれが必須条件になる王族の婚姻においてのみだ。

　もういい歳の、こんな地味で平凡な女の初めてなんて、彼にとっては大した価値のあるものでもない。それでなくとも、父が同意した時点でロゼの身の全ては、本来彼のものだというのに。

「すみません、戯たわ言ごとです。かまいませんから、続けて……」




「手袋を取れ」

　短いその言葉は、静かながらもよく響いた。

「は？」

「二度言わせるな。手袋越しはさすがに良い気がしない」

　それが、一体どういう意味なのか。

　一拍遅れて理解して、みるみる頬が熱くなる。

　まさか、本気で聞いてくれるつもりなのだろうか。

　処女を抱くのは面倒だから？

　それとも、興がそがれたから？

　いずれにしても、それで済むのなら確かにありがたい。

　──けれど。

　思わずキュッと握った手。いつも手袋に覆われたコレを、人前に晒さらすのはとても苦手だ。

「あっ」

　ロゼがオロオロと逡しゅん巡じゅんしている間に手が掴まれ、あっさり手袋が引き抜かれた。

　手首を捕らえたまま、眇すがめられた目。

　美しい紫水晶のようなそれが、じっとロゼの手を眺めている──そんな光景を見ていられなくて、思わず背けた顔。

　汚い手だと、自分でもそう思う。

　関節の節々にはあかぎれができているし、指先には湿しっ疹しんが浮いていて細かな擦り傷もたくさんある。

　これでも今はまだいいほうだ。そう言いきれるほど、普段からロゼの手荒れはひどい。たぶん、体質もあるのだろう。だが、四六時中暇さえあれば土や水や植物に触れているのが一番の原因だ。

　そのこと自体を、恥じる気はない。けれど、曲がりなりにも一応は女である以上、他人の前でこの手を恥ずかしいと思う気持ちぐらいは、まだ持ち合わせている。

「痛むか」

「え？」

「痛いのか」

　気持ちが悪いとか汚いとか、そんな言葉が返ってくると思っていた。

　だというのに、彼が口にしたのはそんな言葉だった。

「少しだけ、ですが」

　恐る恐る窺った顔。美しいその顔からは、何も読み取れない。

「わがままだな」

　呟つぶやく声は、呆あきれている。

　そのセリフは貴方あなたにだけは言われたくないと、思わず眉をしかめれば、ふわりと掴まれていた手が解放された。

「陛下？」

　耳に届いた小さな衣きぬ擦ずれの音。衣服を纏ったままの彼がそこで何をしているのかを悟って、オロオロと視線を逸らす。

　結局するのだろうか。それとも手で？

　困惑した頭でロゼがそんなことを考えていると不意に、秘所へと生温かいものが押し当てられる感覚がして、びくりと大きく身体が震えた。

「っや……！」

　生々しい肉の感触に、本能的な恐怖が走る。

　慌てて逃げようとした身体は、容た易やすく捕らえられ引き戻された。

　無理だ。いくら濡ぬれていたとしても、まだこれでは絶対に入らない。

　訪れる痛みを思って、反射的に身体が強張る。けれど、どういうわけか彼がそのままロゼの中へは入ってくることはなく。

　代わりに、ロゼが吐き出した蜜を纏った肉茎が、ずるりと襞の間をなぞった。

「っあ、あっ、やっ、ん……っ!!」

　クチクチと音を立てて擦りつけられる熱い楔くさびが、膨れた蕾つぼみを擦るたびにたまらず声が漏れる。

　慌てて口元を覆おうとした手は、そのまま寝台の上へと押しつけられた。

「勝手に声を抑えるな」

「っ！」

　吐き出された声が、掠れている。これまでとは違うその雰囲気に彼を見上げれば、こちらを見下ろしたその顔には、出会って以来初めて感情のようなものが見てとれた。

　──否。

　むしろ感情と呼ぶにはあまりに剥き出しの本能のようなものが。

「ひ、貧相だとか、目も当てられないとか仰られていたのに！」

　欲しがられている。今この瞬間、確かに自分が彼に。

　否いや応おうなく気づかされてしまった事実が恥ずかしくて、いたたまれなくて。せめてもの反撃とばかりにそう叫べば『黙れ』と低い声で一蹴されて唇を塞がれた。

「んっ！　う、はっ……ぁ！」

　口内を貪る舌が激しすぎて、上手く息継ぎができない。

　滴る蜜を塗り込ませるかのように肉襞を先端で突かれ、蕾を蹂躙されて、中がキュンと締まるのが自分でもわかる。気持ちがいい。けれどもどかしいと思うのは、たぶんその先を知っているからだ。

「っや、っあ、っあ、あぁぁ!!」

　唇を解放されると同時に脚を掴まれ、彼のモノを挟み込むように閉じさせられて。秘裂にこすりつけられるスピードが上がる。

　二度目の絶頂に頤あごをそらせば、ぐっとロゼの手を掴んでいた彼の手に力が入った。

「っぅ……！」

　小さなうめき声と共に、お腹の上に吐き出された熱い飛沫しぶき。

　──こんなにどこもかしこも冷たい人でも、これはやっぱり温かいんだ。

　互いの荒い呼吸だけが響く部屋の中で、ぼんやりとロゼはそんなことを思っていた。
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　情事の後の微妙な空気には、前世でも耐えられなかった。

　互いに無言で後始末を終え、ほとんど乱れてもいない服を正しているその背を見つめる。

　結局、最後までしないでというロゼの頼みを彼は聞いてくれた。手が痛むと言えば、文句を言いながらも無理強いはしなかった。

　父が既に報酬を受け取っている以上、ロゼの頼みを聞く道理なんてなかったはずなのに。

「どうして最後までしなかったのですか」

　ぽつりと呟いた声。

　ゆるり、とこちらを振り向いた彼はしかし、それには答えなかった。

「その手」

「え？」

「何故、そこまでして自力であの家を守ろうとする？　おまえの好きな男とやらは、助けてはくれないのか」

　バレッタ家の現状も、ロゼが日々庭仕事で金を稼いで家計を助けていることも、市街ではもはや有名な事実だ。父に会ったのが彼本人なのか使者なのかはわからないが、一度会えばきっと諸々の事情も察せられることだろう。

　一瞬また皮肉だろうかと考えて、こちらを見つめる彼の顔が存外にとても真剣なことに気がつく。どうやら本気で聞いているらしいと悟って、思わず目を瞬いた。

「私の家のことですから。他の方に迷惑をかけるわけには参りません」

「それで、宮廷庭師なのか」

　なんだ。そんなこともきちんと聞いていたのか。

　少しだけ意外に思いながらも、素直に頭を縦に振る。

「それもあります。けれどそれ以前に、幼少期からの夢でもありましたので」

「わからないな。仮に宮廷庭師になれたところで、男社会で一人やっていくのには相当な苦労があるだろう。俺に媚こびて気に入られておけば、楽に稼げるとは思わないのか」

　本気で言っているのだろうか。

　いくら目を凝らしたところで、相変わらずなんの感情も見てとれないその顔からは、何も窺い知ることができない。少しだけ考えてから、ロゼは再び口を開いた。

「思いません。庭仕事は好きですが、率直に申し上げて陛下のことは嫌いです。一時の報酬のために誰かに取り入る苦労をするくらいなら、どんなに辛くても好きな仕事をしていたほうが、よほど実りがあります」

「それに」

　呟いて、一瞬躊躇う。

「そもそも、媚こびる……というものの、やり方がよくわかりません」

　そんな生き方はしてこなかった。

　甘え上手な人たちを心の底から羨ましいとは思う。けれど、ロゼにはそのやり方がわからない。自分でも呆れるほどに、可愛げのない女だった。前世でも、生まれ変わった今の世でも。

　きっとまた馬鹿にされる。

　口にしてしまってからそんなことを思ったが、目の前の男はまたほんの少し口の端を歪めただけだった。

　これは、彼なりに笑っているのだろうか。せっかく整った面立ちをしているのに、あまりに表情に乏しくて、何を考えているのかさっぱりわからない。

「庭師の試験を受けたいか」

「っ……受けさせて頂けるのですか!?」

　唐突な言葉に飛びつくように身を乗り出せば、彼は小さく──だが確かに頷いた。

「夜の教育係の仕事もきちんと務めるのであれば、庭師の試験を受けさせてやってもいい」

「え……」

「ただし、試験は厳正に。使えないようなら即刻、夜の教育係に専念してもらう」

それは、とりあえず今すぐに命を奪われるようなことはない、ということだろうか。

　結局、この役目からは逃げられない。

　それでも気がついた時には、既に頭を縦に振ってしまっていた。

　もう届く可能性すらないと思っていた。そんな夢に、思いがけないところから芽が出た。

　いちいち腹立たしい最低な男だと思っていたけれど、意外といいところもあるのかもしれない。

「ならば、明日には話をつけておくが……くれぐれも食事はしっかり摂とれよ」

「食事、ですか？」

「その貧相な身体が更に貧相になったら、もはや絶望的だろう」

　……。

　前言撤回。こんなにもいちいち腹立たしい男は、どこの世を探しても多分そういない。











四、芽吹きは甘く軽やかに












　春の夜半はそれなりに冷え込む。

「明日からアレには普通の夜着を着せろ」

　ほっそりとしたその身。二の腕をさすっていた小さな手を思い起こしながら、控えていた部屋付きの侍女を見下ろす。怯えた表情でギャザラを見上げたその少女は、国王からのそんな言葉に、元から強張っていた顔をいっそう強張らせて固く唇を結んだ。

　当然だ。通常、それはもう二度と彼女のもとへは渡らないということを意味する。

　けれど、あえてその誤解を解く気もなかった。何かを自分の傍そばに置くということがどういうことなのかは、嫌というほど知っている。宮殿内でやっていくのに、彼女の味方は一人でも多いほうがいい。

「あんな年増の薄衣姿は、目に余る」

　付け加えた言葉。一瞬衝撃を受けたように唇を戦慄かせた彼女は、服の裾をぎゅっと掴みながらも、かしこまりましたと丁寧に腰を折って頭を下げた。その姿を最後まで見届けることなく、ギャザラはその場から足を遠ざけた。







　心が浮き立つようなことと、苛いら立だたしい気持ちが掻かき立たてられるようなことが同時にあった夜。腕の中に抱いた温もりを何度も反芻する。

　バレッタ家の一人娘。調べてすぐにわかったその事実に、部屋を訪れる前のギャザラはいろいろと納得すると同時に、ひどく落胆もしていた。

　落ちぶれた名家の、嫁ぎ遅れの娘。そんな彼女があんな姿であの会場にいたのは、もしかしたら自分の気を引くためだったのではないだろうか、と。考えてみれば、そちらのほうがよほど筋が通った。たとえ落ちぶれていようとも、バレッタ家は名のある旧家だ。そこの娘であるなら、一度手をつけた以上、せめて妾めかけにと両親から乞われることは目に見えている。

　イチかバチかの方法とはいえ、あれだけ人目につくことをやってのけたのだ。まんまと自分の目に留まって教育係に収まったなら、今度は逆に媚びて寵ちょうを得ようとするのかもしれない。万が一それで上手くいかなかったとしても『夜の教育係』の報酬は高額だし、任を解かれたあとの身の振りも優遇されている。

　庭園でのアレはどう転んでも利になると、それを狙った上での芝居だったのでは。

　そんな考えを裏付けるかのように、初めて対面した彼女の父親は、何を言う前からギャザラに媚びへつらい、はした金で娘を売りつけた。

　権力に群がる女とは、関わりたくない。やはり今からでも解雇するべきか。

　そんなことを考えながら彼女の部屋を訪れれば、のっけから噛みつかれてさすがに面食らった。

　華きゃ奢しゃな身体だ。壊してしまいそうで不安になるほど。でも元々体温が高いのか、それとも怒っていたからか──腕に抱いてみればその身はとても温かった。

　あれだけ気の強い女が、声を出すまいと必死に耐える姿には想像以上に煽られるものがある。こらえきれずに漏れてしまう声が普段よりも艶めいていて、余計に。

　いささか性急になってしまったのは否めない。この国は基本的に、性に対して奔放で大らかだ。あまり手て馴なれた感じはなかったが、全く無知な感じもなかった。誰かしらがもうこの身に触れたことがあるのだろう。そう思えば、自分でも抑えようのない焦燥感に駆られた。

　──だから、その瞬間の衝撃は相当なものだった。

『最後まではしないでくださいって言ったら……聞いてくださいますか？』

　気丈に振る舞ってはいても、どこか泣き出しそうに見える鳶色の瞳。

　その瞬間の彼女は、いっそ腹立たしいほどにちゃんと女の顔をしていた。

　面白い、と思う。

　一つ一つの反応も、物事に対する考え方も。

　何もかもが面白くて、目が離せない。

　それだけに、つまらない男に心を寄せているらしいという事実だけが、ひどく腹立たしかった。

「ずっとお待ちしておりましたのよ、陛下」

　離宮内の別の扉。丁寧に腰を折って出迎えたその女が、首に腕を回して熱っぽく囁く。

　煽せん情じょう的な薄衣がよく似合う、美麗で豊満で若々しい身体。すらりとした真っ白なその手は、シミ一つなくとても美しい。

　それを目に留めて、ギャザラは静かに口を開いた。





＊＊＊






「陛下。バレッタ嬢のことで、少々お時間よろしいでしょうか」

　翌日の夕刻。執務室を訪れたのは、そこらの貴族よりもよほど貴族然とした佇まいの宮廷庭師長だった。

　兵士たちと並んでも遜色のないほどに、逞たくましい身体。怜れい悧りな面立ちそのままに、三十半ばでこの地位まで登り詰めた彼には、それだけの実力がある。めったなことではこちらの手を煩わせることもない彼──ダリル・メイシーが、何か相談を持ちかけてくることなど珍しい。

「試験の結果が出たのか」

「その件で、陛下にご相談がございまして。こちらをご覧になっていただけますか」

「かまわないが……なんだ？」

　差し出された紙は、どうやら筆記試験の解答用紙のようだ。点数は付けられていないが、紙面を一瞥しただけでも及第点にはほど遠いことは見てとれる。

「試験は厳正に、と言った通りだ。及第点に達しなければかまわず落とせ」

「仰られる通り、とうてい及第点には届いておりません。ただ、解答が誤っているというよりは、視点がまるで違っているのです」

「どういうことだ」

「例えばですね、こちらの問題。現在の宮廷菜園における鑑賞上の問題と解決策。他の解答者がほぼ彩りの欠如や左右対称性の崩壊などを挙げて、花壇での区画や作物自体の入れ替えを提案しているのに対して、彼女だけは……あぁ、ここです。ご覧になってください」

　トンッと彼が指さした先には、思いのほか美しく女性らしい文字がびっしりと細かく書き連ねられていた。
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　枠からはみ出る勢いで熱心に刻まれた内容を読み解けば、問題点は作物の実りの悪さにあると。だから、菜園全体に傾斜をつけ、各畑を低木による壁で区画し直すべきだと──そういうことらしい。壁を作ることで日射量や気候を微妙に調整する方法や、ガラス板を使用して果実や野菜の品質を向上させる手法など。事細かにそのやり方を記した解答用紙は真っ黒に染まっていて、心なしかよれている。

「随分と大胆なことを言う」

　もしもこれを実行するとなれば、それこそ大規模な庭園の改修が求められるのだろう。

「はい。しかし、作物の生産性やバルコニーからの眺めの美しさでいえば、なるほど理に適かなっているとうなってしまう部分ばかりで」

「だが、華はないな」

「そこなのです、陛下」

　きっと無意識の仕草なのだろう。ぐいと大きく身を乗り出した、そんなダリルの黒い瞳は、まるで何か宝物を見つけた子どものようにキラキラと輝いていた。

　いつも冷静沈着な彼の、こんな姿は長い付き合いでも初めて目にする。

「面接時に私もそれを尋ねたのです。そうしたら、彼女は逆に不思議そうに首を傾かしげたのですよ。作物がたわわに実る瞬間──これ以上の〝華〟などないのではないかと。芳ほう醇じゅんな香りを放つメロンや真っ赤に色づいたトマトの前には、他のものなど全て色いろ褪あせるほどの美しさがあることに、ぜひ気がついてほしいと」

「……なるほど。その発想はなかったな」

「着眼点がほぼ全ての解答において斬新で、大胆です。かと言って机上の空論で片づけるには、細部まで丁寧な設計が練られていて、技法にも新しいものが目につきます」

「これらの誤解答は？」

「あぁ……それは、ほとんどが植物の正式な学名が絡むものなのです。昨年大幅な改訂が行われたのですが、新しい専門書は本当に希少で高額ですから、彼女の手には渡らなかったのでしょう。改訂前の名称に誤りはありません。よくぞここまで独学で進められたものだと感心するばかりで」

「要するに、おまえはぜひとも雇ってみたいんだな？　ダリル」

　平素にはないほど饒じょう舌ぜつに熱弁を振るう彼の言葉の先を遮って、答案用紙を置く。

　ようやく我に返ったのか。ハッと息を呑んで、彼は佇まいを直した。

「実技における剪せん定てい技術も確かなものでした。宮廷庭師に女性が、となれば様々な問題が生じることはわかっています。けれど、それを理由に手放すにはあまりに惜しいかと存じます」

　この男にこれだけ言わせるのだから、きっとそれだけのものを彼女は持っているのだろう。

　茶褐色の解答用紙が真っ黒に染まるほど、びっしりと刻まれた文字。昨夜見たマメやあかぎれだらけのその手を思い出せば、自然と口から吐息が零れた。

「ダリル。例の庭のほうは、どうせ志願者がいないのだろう」

　すぐにこちらの言わんとしていることを理解したのか、ダリルの瞳が大きく揺れる。

「試験はあくまで厳正に。この筆記試験の結果ではとうてい、合格にはできない。だが技巧が確かだというのなら、そちらで雇ってみればいい。おまえが責任を持って指導しろ」

「はっ！　それでは、庭師の宿舎に急ぎ部屋を用意させましょう」

「その必要はない。彼女は兼任だ。離宮の部屋から通わせる。最初からそういう契約だ」

「兼任？　本気で仰られているのですか。庭師は男所帯ですから、下世話な目線にも晒されますし、身体を使って陛下に取り入ったのだと噂が立つことも必至です」

「そうだな。だが、強引な手に出ようという者は現れない」

　そちらのほうがよほど肝心だ。女に庭師だなんて。そうやって彼女を目障りに思う人間は少なからず出てくるだろう。ダリルの見込み通りその腕が本物ならば、なおのこと。男だらけの宿舎などへ押し込めば、そこで何が起こるのかは想像に難くない。

　苦難も承知で彼女自身が望んだことだ。必要以上に手を貸す気はない。とはいえ、性別を理由に排除するなと主張した──彼女が自らで拓くものを、つくるものをギャザラもまた素直に見てみたい。

「仰る通りです。そうですね……私の思慮が浅すぎました。どうにか、同じ立場にしてやりたいと、そればかりで」

「たかだか噂程度で心折れるなら、捨て置いてかまわない。だが、その辺はおまえも気をつけて見ていてやれ」

「かしこまりました。ですが、本当によろしいのですか。あの庭を、夜の教育係でもある彼女が手がけるというのはいささか」

「あぁ、問題ない」

　彼の言わんとしていることを悟って、短くその先を遮る。

『陛下のことは率直に申し上げて嫌いです』

　まっすぐにこちらを見据えた鳶色の瞳。キッパリとそう言い放った彼女の顔を思い出した。

「アレはそんなことを気には留めないだろう」

　彼の危惧していることは、彼女が自分に好意を寄せていることが前提にある。そして、それは天地がひっくり返ってもあり得ないことだ。

「陛下……」

「なんだ」

　一瞬複雑そうな表情をした彼はしかし、それ以上に言及はしなかった。

「……いえ。それでは、明日からそのようにできるよう、手配致します」

「あぁ。当人には今夜俺から話をしておく」

「かしこまりました。お手数をおかけして申し訳ありません」

何かを言いかけて、結局口を噤んだ。そんなダリルの姿に一瞬疑問が湧くｓ。

　けれどそれも、視界の端を埋める書類の山。気が遠くなりそうなほど高く積まれたその紙束を前に、すぐに頭の片隅へと追いやられた。





＊＊＊






「ふぁあ」

「やはりお疲れですか？　ロゼさま」

　いけない。思わず漏れてしまったあくびに、湯ゆ浴あみの手伝いをしてくれていたアリスが、その手を止めて心配そうにこちらを見ている。短い付き合いでもわかるほど、心優しくできた侍女に心配そうな顔をさせてしまったことが、申し訳ない。

「ごめんなさい。大丈夫よ」

　疲れていないとは言わない。けれど、とても充実した疲れだった。

　試験は午前と午後に分かれ、午前中いっぱいが筆記、午後からが実技だった。正直に言って筆記は散々な結果だ。いくら独学で勉強をしていたとはいえ、この国の学校を出たワケではない。よくわからないところは前世の記憶を頼りに書いたから、きっと珍解答続出に違いない。

　けれど、実技は大丈夫だったはずだ。課題はイチイの剪定と薔薇の手入れだった。樹勢のいいイチイを丸く仕立て、これから一番大切な時期を迎える薔薇にとって不要な枝の整理をする──初歩的なことだが、やはり実際の植物に触れるほうがよほど楽しい。最後には、何かあればすぐにでも試験を中止させようと待ちかまえていた試験官の強烈な視線もすっかり忘れ去っていた。

　悔いなら山ほど残っているが、やれるだけはやった。その機会を与えてもらえたことに関しては、あの腹立たしい国王にいくら感謝しても足りない。

　──悔しいけれど。

『浴室』とはいっても。ここには温かな湯船も、蛇口を捻るだけでお湯が出てくる便利なシステムもない。日中は強い日差しが降り注ぐアンガスはそれでも、夜のとばりが下りれば一気に冷え込む。冷えきった石床の上。アリスが桶おけ一杯に用意してくれたお湯に布を浸し、必要最低限に身体を清めて上がる。差し出されたのはとても着心地の良さそうな厚手の夜着だった。

「アリス。これ？」

「昨夜陛下より、普通の夜着にするようにと仰せつかりましたので。暖かく着心地の良さそうなものをお持ちいたしました」

「……そう」

「力足らずで申し訳ありません」

「え？」

　ぎゅっと唇を嚙みしめて悲しげに目を伏せた彼女の姿に、大きく首を傾げる。

　確かに実用性だけを重視した装いは、女としての何かを求められたものではない。上品な黒の夜着に袖を通しながらも、なるほどとロゼは小さくうなった。

　ここではきっと、こんな物を着せられること自体が屈辱的なことなのだろう。

　昨夜は教育係もちゃんと務めるのなら、なんて言っていた気がしたのだが、少し時間を置いて頭も冷えたのかもしれない。ロゼにとってはもう関わらないで済むのならそれに越したことはないのだが、心優しい侍女はそれを自身の力不足だと責めているらしい。

「ねぇ、アリス」

　どうやったら彼女を気遣わせずに済むだろう。少しだけ考えてから、ロゼは口を開いた。

「これで私たちは夜もゆっくり休めるわね」

　もちろんこんな発言が誰かの耳に入れば大問題だ。唇に指を当ててしーっと静かに囁けば、彼女は一瞬大きく目を見開いた後、くしゃりと破顔した。

「それに、実を言うと昨日は寒くて寒くて。これで気持ち良く眠れるわ。ありがとう」

　誰かの専属になるというのは名誉なことであると同時に、失敗が許されないということでもある。きっと、彼女は彼女なりに昨夜は気を張り詰めていたに違いない。







「あら？　何かしら、これ」

　与えられた私室の中。入り口の横に備え付けられた台の上に、一冊の本とコロンとした丸い陶器が置いてある。

　陶器のほうはどうやら、誰かからの贈り物らしい。贈り物には花を一輪のせてリボンで留める──そんなこの国の慣習に則のっとって、小さな白い陶器には一輪の花がのせられ、その上からサテンのリボンがかけられていた。

　ただし。

「まぁ……陛下から、でしょうか」

　こんな場所に物を届けさせる人物なんておよそ一人しかいない。それを承知の上で、一瞬言いい淀よどんだアリスの気持ちもわかる。なんせ陶器の上にのせられた花は、まるでその辺から適当に切ってきましたと言わんばかりにびっしりと葉のついた百合ゆりで。陶器の何倍も大きなそれを無理やり留めるためにかけられていたリボンは、まるで蝶ちょう々ちょう結びを覚えたての子どもの仕業としか思えないほどに下手くそだ。

　──まさか、これをあの男が？

　昨夜見たギャザラの怜悧な横顔を思い出して、ロゼは内心でそれを一蹴した。

　誰かに優しくする姿などまるで想像できない男だが、こんな贈り物一つに四苦八苦している姿はもっと想像がつかない。

「誰か別の方と間違って届けられたのでは」

　言いながら置いてあった本をパラパラとめくり、ロゼはすぐさまそれを勢いよく閉じた。きっと一緒に中身を見てしまったのだろう。顔を真っ赤に染めたアリスが、隣で絶句している。

　どうやら、少なくともこの本を届けさせたのはギャザラで間違いないらしい。何を考えているんだかサッパリわからないが、やっぱり腹立たしい男だ。

『性の手ほどき』なる挿絵だらけのその本を前に溜息を漏らすと、アリスが横から気遣わしげにこちらを見上げて来た。

「ロゼさま。こちらは薬入れではないでしょうか」

「薬入れ？」

　つるりとした乳白色の陶器には、なんの模様も描かれていない。斜めにひん曲がった蝶々結びを解いてそっとその蓋を取ってみれば、中にはびっしりと乳白色の軟なん膏こうのようなものが詰まっていた。

　ふわりと甘い薔薇の香りが鼻孔をくすぐる。

「まぁ、いい香り！　これは、肌荒れのお薬じゃないでしょうか」

「そうみたいね」

　触れてみるまでもなくわかる。たぶんコレは彼女の言う通り、手につける軟膏なのだろう。存在こそ知ってはいても、軽々と手を出せるような安価な代物ではなかった。

　だとするなら。

　……もしかして本当に私に？

『痛むか』とかけられたその声が脳裏に蘇る。

　目を逸らすでも、隠せと言うでもなく問われたそれが、少しだけ──ほんの少しだけ嬉うれしかっただなんてことは、口が裂けても言いたくはない。自分の手を眺めていたその顔を思い起こして、胸の内にこみ上げた得体の知れない感情を、ロゼはぐっと呑み込んだ。

　たぶん、これはロゼが今一瞬考えたような意味ではない。

　あの男のことだ。これが本当に自分への贈り物だったとしても、手が汚いと萎えるからとかなんとか、そんな理由なのだろうと思う。

「他の方と間違えてらしたら大変だから、陛下に確認を取ってから使わせていただくわ」

　それ以前に、そんなことを尋ねる機会がもしあれば、なのだが。

　温かく分厚い己の夜着を見下ろして、ロゼは小さく息をついた。

　本当に、彼は一体何を考えているのか、さっぱりわからない。







　茎の部分を掴んで上から下へと手を滑らせれば、プチプチと軽快な音を立てて葉が取れる。適当な長さに切って、花瓶へと挿し込んだ百合。

　──普通こういうものは、一輪くらい咲いたものを贈ると思うのだけど。

　いかにも素っ気なく、義務だからしたまででこちらを喜ばせる気はない。そんな意図がありありと窺えるこれは、やはり彼からの贈り物なのだろう。

　一輪も咲いていない百合には、それでも４つの蕾が付いている。そのうち一つはふっくらと膨らみを帯びて赤く色づいているから、明日にでも咲くかもしれない。

やっぱり、花はいい。こんな蕾だけのものでも、一輪あるだけで気持ちがガラリと変わる。

　寝台の横に備え付けられた小さなテーブル。先ほどの陶器の横にそっと花瓶を置いて、そのくびれた部分に解いたリボンをかけ直す。

　この慣習のために、アンガスの花瓶はほとんどが白一色か透明で、どこかしらにリボンがかけられるようになっている。

　そのかけ直したリボンを見て、ロゼは思わず眉をしかめた。

　元の結び目がひどかったせいで、リボンには変な折り目がついている。一体誰に頼めばこんなに下手な結び方になるのだろう。ロゼの知る限り、ギャザラにはまだ子どもはいないはずなのだが。

　もぞもぞと潜り込んだリネンの中。

　重たい瞼まぶたをこすりながら、枕元に適当に置いておいた本へと手を伸ばす。

　役立つ機会があるとも思えないが、読まないでいて契約違反だから庭師の仕事の件もナシだなんて言われたら困る。手触りのいい綺麗な表紙のその本は、どうやら女性向けの簡単な指南書らしい。そう厚くもない本には、わかりやすく一般的な性の営みのあれこれが図解で示されていた。

　思えばこちらの世界では、完全にこういうものとは無縁に生きてきただけに、ロゼの中にある性の知識はほとんどが前世で培ったものだけだ。あくまで男性主体でしか行われない行為は、それはそれでいろいろと悩みがあるらしい。『痛いと思った時の対処法』なんて項目を前に、そんなことも言ってはいけないのかと思わずうなる。挿絵こそ生々しいものの、それは読みだしてみればそれなりに面白くて。

「勉強熱心なことで何よりだ」

「っ!?」

　気がつけば夢中になって本を読み進めていたらしい。突然頭上から降ってきたその声に、ロゼは文字通り飛び上がった。

「陛下!?」

　慌てて飛び起きた拍子に、寝台が大きくきしむ。昨夜と同様、上着だけを脱いだ姿で、ギャザラがこちらを見下ろしていた。

　相変わらず冷え冷えとした眼まな差ざしは、見つめられるだけで不安が煽られる。

「どうして」

「何度か声はかけたが、気がつかなかった」

　昔から、何かに夢中になっていると周りが見えなくなるのは、ロゼの悪いクセだ。それこそ咎とがめられてしかるべきだと思うのだが、彼がそのことに怒っている様子はなかった。

「それは、申し訳ありませんでした。けれど、今のはそういうことではなくて……もう、いらっしゃらないと思っていたので」

　なんとなく伏せがちになった目。その視界に、焦って飛び起きたせいで意図せずはだけてしまった夜着の合わせ部分が目に入って、慌ててそれを正す。彼はこんな身体には興味などない。わかっているのに、じっとこちらを見下ろすその目線に落ち着かなくなる。

「それはだいぶ頭に入ったか」

「っ……！」

　からかうかのような響きを孕んだ言葉。思わず漏れそうになる罵声をぐっとこらえてその顔を睨みつければ、また唇の端を歪められた。

「手袋を外して、髪をほどけ」

「は？」

「二度言わせるな。夜の務めは全うしてもらう」

『そういう約束だ』──そう続けられては、抗うことはできない。

　本当に、なんて嫌な男なのだろう。

　この赤毛と荒れた手は、ロゼが自分の身体の中で最も嫌いな部分だ。

　単純に衣服を脱がせればそれで事は済むことなのに、彼はあえてそれを先に外せという。ロゼが嫌がっているのは当然わかっているだろうに、そんなにも人を辱めて楽しいのだろうか。

「これでよろしいでしょうか」

　髪もほどき手袋も外し、盛大に恨みがましい気持ちを込めて、堂々と寝台の上に腰を下ろしていた男を睨みつける。そんなロゼの視線をまっすぐに受け止めた彼が、躊躇いなく大きなその手でロゼの手を引き寄せた。

「っ……!?」

　──なに？

　汚いだとか、醜いだとか、てっきりそんな嘲りを漏らすと思っていた唇が、掌てのひらに押しつけられている。ロゼの腕を掴んだその手も、押し当てられた唇も、驚くほどに冷たい。けれど、びくりと大きく身体が震えてしまったのは、その冷たさが原因ではなかった。

　これは一体なんの嫌がらせなのだろう。

　マメやあかぎれだらけの手。

　誰が見たって醜いであろうその掌や、手の甲、指先にまで何度も唇が押し当てられる。

　辱めることが目的なのかと身構えるも、それも違うらしい。飽くことなく何度も口づけるその動作は、何か大切なものを慈しんでいるかのようだ。

　繊細な氷細工のような長いまつげが揺れる。

　銀糸のような髪が、はらりと褐色の肌の上を流れて。

　やんわりと食まれた指先が、熱い。

　心臓の鼓動が跳ね上がって。息が詰まるそんな光景から、目の前のその人から、逸らしたくても目が逸らせない。

　蛮族の血を引く、粗野で尊大で冷酷無慈悲な暴君。噂はその通りだとロゼも思う。けれどこうして見下ろしたその人はとても美しく──そして若かった。

　前国王が北域の国へ赴いた際に連れ帰り、教育係として迎えた氷の民ツヴァイの娘。

　アンガスの国民にとって、得体の知れない氷の民ツヴァイは畏怖と嫌悪の対象だ。前国王が彼女を妾妃きさきに召し上げると宣言した際には、暴動すら起きたと聞いている。

　そんな女性が第二王子誕生の翌年、産み落とした子ども。彼らがまるで王族の恥であるかのように虐げられてきたことは、ロゼですら聞き及んでいるくらいだ。きっと事実なのだろう。それが突然表舞台へと引っ張り出されて、国王としての職務を課された。その時の彼は十五歳だ。

　当時の彼の心情なんて、ロゼには推し量ることもできない。

　自然と、囚とらわれていないほうの手が伸びる。思っていたよりも硬い感触が指先に触れて、驚いたのは彼だけではなかった。

　深い海をそのままガラスに閉じ込めたかのような、仄ほの暗ぐらい輝きを放つ瞳。

鋭い眼光に射られて、まるで本当に凍りついてしまったかのように、彼の頭へと手をのせたまま動けない。

　──どうしよう。

　いくら今は教育係の任に就いているとはいえ、本来はロゼごときが許可もなく触れていいような相手ではない。ましてや軽々しく頭を撫でるだなんて。それこそ下手をしたら、この場で斬り殺されてもおかしくはない振る舞いだった。

　今すぐ弁明をするべきだ。

　そんなことはわかっているのに、自分でも何故こんなことをしてしまったのか全く理解ができず、言うべき言葉が何も思いつかない。

「おい」

「はっ、はい！」

「勝手に黙るな。おまえが黙っていると、気味が悪い」

「なっ」

「いいから続けろ。一体いつまで待たせる気だ」

　──元はといえば、貴方が先におかしなことをするから！

　思わず口から零れそうになった言葉は、すんでのところで呑み込んだ。目の前の男が信じられないくらい腹立たしいのは事実だが、今のこれはきっと自分を助けてくれたのだ。どういう風の吹き回しかはわからないが。

「……失礼します」

　渦巻く感情をぐっと吞み込んで、髪を梳すくようにそっと頭を撫でてみる。

　前世ではたぶんなんの気なしに恋人にしていたようなこと。

　それがこんなにも緊張するのは、やはり相手が相手だからだろうか。今自分が手を触れているこの人は、本来ならば雲の上のような立場の人だ。

「これにはなんの意味がある？」

「え？」

　存外に穏やかな口調。相変わらず冷え冷えとしたその顔を見つめて、少しだけ首を捻る。

「そうですね……陛下はいずれ、お妃様をお迎えになるでしょう」

「あぁ、だろうな」

「その方と初夜を迎える際には、まず優しく抱き寄せて、こうやって頭を撫でて緊張をほぐして差し上げると良いかと。その……行為が終わった後も。その時には、愛情を示すような言葉を口にされるとなお良いかもしれません」

「愛情？」

　まるで初めて聞いた言葉だと言わんばかりに、しかめられた顔。

　そんな反応に、思わずくすりと笑みが零れた。

「まぁ……それは無理でも、抱き寄せられて頭を撫でられているだけでも、女性は嬉しいものです。特にお妃様は初めてのことでとても緊張されているでしょうから、目一杯褒めて、慈しんで差し上げてください」

「……」

「いけません、陛下。そのように面倒だな、という顔をされては。一番初めのことというのは、後々の関係にも響くものです。私共とは違って、お妃様は生涯陛下のお傍にいらっしゃる方なのですから」

　なんだか今初めて、この人の前で穏やかな気持ちでいられている気がする。

　銀細工のように美しいその髪を梳きながらそんなことを考えていた矢先、だった。

　すっと伸びてきた指。

　骨張っていて、すらりと長く美しいそれが先ほどほどいたロゼの髪を掬すくって。

　髪に、感覚なんてない。

　だというのに、その一掬いの髪の毛に口づけられた瞬間、一気に全身に熱が回ったような気がした。

　──何か言わなきゃ。

　そう思うのに、何も言えず固まっている内にそのまま抱き寄せられて、先ほど自分がしたように頭を撫でられた。

　それは、とうてい丁寧な仕草とは言えない動き。それでも、息が止まりそうになるくらいロゼを動揺させるには十分だった。

「……」

「……」

　お互いに何も言わない。

　気まずいけれど、決して嫌でもない──奇妙な沈黙がその場に落ちていて。

　何度も撫でられる頭。冷たいその手は、今の火照った身体にはとても心地がよかった。

　これは、一体なんなのだろう。

　身じろぎ一つできずに息を詰めていると、ピタリと頭を撫でていたその手が止まった。

「おい」

「はっ、はい！」

「次は」

「はい？」

「まさかこれで終わり、なんて言うんじゃないだろうな」

　そうだ。

　これは、あくまで手ほどきの一環だ。彼がいずれ迎える伴侶と、上手く関係を築くための。

　恐る恐るその顔を見上げれば、心底呆れているかのような表情で、彼はこちらを見下ろしていた。まるで心の内を全て見透かされてしまいそうなその瞳から、慌てて視線を外す。

「後は……昨夜のようにお進めになられればよろしいかと。その辺に関しては、もう十分できていらしたように思いますし、私よりも適任な方が沢山いらっしゃるでしょう」

「昨夜のように、とは？」

「ですから、口づけから始めて」

　わかっているクセに。

　本当に嫌な男だとしかめた顔。フッと吐息だけで笑う気配がして、覗のぞき込むように顔を寄せたギャザラがそのままついばむように唇を重ねてきた。

　相変わらず冷たい唇。これ以上ないほど近くで、視線がぶつかる。

「もう少し強く？　それとも舌を入れたほうがいいか」

「っ！」

　唇の上で囁く声は、嗤っている。小憎らしいその口を黙らせるために、ロゼは噛みつくようにして自ら唇を押し当てた。

　ロゼと比べれば遥かに体温の低い身体。

　冷ややかな舌先を温めるように擦り合わせれば、同じように彼も舌を絡めてくる。舌先で歯列をなぞれば、それもまた同様に。

「はっ……っん、っ」

　これまでの全てを強引に奪われてしまいそうな激しいキスとはまた別の、穏やかながら深い口づけ。唇を少し離して甘く噛めば、すぐ近くで長いまつげが揺れて、紫色の瞳が挑発的な目線をよこした。

　どちらからともなく口づけては、伏し目がちに視線が絡んで、身体の奥深くが熱を持つ。

「っふ、あ、は……んっ」

　同じような動作をしているはずなのに、彼のほうがよっぽど上手なのはやはり経験値の差なのだろう。合わせた唇の角度を変えるたびに吐息を漏らすのは自分ばかりで、それがまた悔しい。

　それでも、ロクな言葉を吐かないその唇を塞いだまま、彼の手を取って己の胸元へと押しつければ、吐息の隙間で再び彼は嗤った。

「っん！」

　冷たい指先が夜着の合わせの部分を割って、素肌の上を這ってくる。

　感触を確かめるように乳房の輪郭をなぞり、手で掬ってはやわやわとこねて。いっそ申し訳ないほどに小さな膨らみを撫でる手つきは、何か壊れ物にでも触れるかのように優しい。

「っぁ、……ん、ふっ」

　片方の手がするりとお腹から腿へと滑っていって、じれったいほどに何度も腿の上を這う。もどかしいその動きに、思わず横へと流していた足をわずかに開けば、重なり合っていた唇が離れて。混ざり合った互いの唾液が糸を引いた。

　しゅるりとほどかれた夜着の腰こし紐ひも。

　露あらわになった身体を静かに見下ろす紫色の瞳。彼が今何を思っているのかはなんとなく察せられて、ロゼはそっと視線を逸らした。

「貧相だと言われて喜ぶ女性はいないかと思いますので、お妃様には仰りませんよう」

「こんなに貧相な身体つきの王族などいないだろう」

　迷う間すらなく返された言葉はもっともだ。きっと彼が生涯を共にするその相手は、自分とは比べられないほどに美しい。言うべき言葉が何も思い浮かばずただ口を噤つぐんでいると、太腿に再びその手が触れた。

「貧相だと言われるのは嫌か」

「そんなの、んっ！」

　当然だ。続けるはずだった言葉は、柔襞を割って潜り込んで来た指の感触に遮られた。探るようにそっと肉芽を押し潰されて、びくりと自然に身体が跳ねる。

「なら、もっとしっかりと食事を摂れ。こんなに華奢だと、子を産む時に困る」

「え？　っあ……、あっ、やっ」

　そんな予定はないから困らない。

　そう言ってやりたいのに、口から零れたのは自分でも恥ずかしいくらいに甘ったるい声だけだった。ロゼ自身の蜜で濡れた敏感な肉芽を擦られれば、せり上がる快楽に息が上がる。

「んんっ、この恰好は、い、やです……っ」

　まるでロゼが自分で彼を誘っているみたいだ。自重を支えるために手をついて、脚を開いて。そこに触れる彼の手の動きも、ロゼの痴態を眺めるその目も全て丸見えで、恥ずかしい。

「そっちじゃなくて、こっちだ」

　逃げるように後ろへ倒そうとした身体は引き寄せられて、座ったまま抱きつく形にされた。

「っや……！」

　これでは余計に恥ずかしい。脚を閉じようにも、その間に彼の身体があって閉じられない。

　耳を食む唇。ぬるりとした舌がその輪郭をなぞり、背筋が震える。

　くちくちと音を立てて、蜜口を弄っていた指がゆっくりと中に潜り込んで来て。隘あい路ろを少しずつ侵食してくるその感覚に思わず眉をしかめれば、そっと掠めるような口づけが降って来た。

　こういうことも、誰かから教わったのだろうか。

　だとしたら本当に、気遣いや思いやり以外の面でロゼが教えられることなんて何もない。

「あっ、っん……っは、陛下っ」

　浅く繰り返される抜き差し。蕾をこねる指の動きが徐々に早まって、頭が上手く回らない。

「お妃様と、される時には……っ、陛下もお召し物を解かれたほうが。良いか、と。お名前も、きちんと呼んで、っん、差し上げたほうが。そ……れからっ、んんんっ！」

　どうにか思いつく限りのことを口にしようと、途切れ途切れに言葉を紡ぐ。けれど、そんなロゼの声は、奪うように重ねられたギャザラの口の中へと消えた。

「んうぅ……っ!!」

　何もわからなくなるくらいに激しく唇を求められ、最後はたまらずその大きな背にしがみつくようにして、ロゼは達した。

　全身が痺れるような快楽に、身体が震えて目が開けていられない。

　深い余韻に、目をつむったまま肩で息を整えていると、汗ばんだ髪がそっと梳かれた。自分で言ったことなのだが、思った以上にとても心地がいい。

　冷酷無慈悲な氷の王。けれど、そんな彼に嫁ぐ妃は存外に幸せなのかもしれない。

　それが、その夜ロゼの覚えている全てだった。
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「ごじ……五時!?」

　色とりどりのビオラが押し込められたガラス製の壁時計。跳ね起きてすぐ目に飛び込んできたその時計が指している時刻を前に、サァッと音を立てて血の気が引いていく。

　眠って、しまった。

それも最後の記憶を辿たどる限り、一方的に彼にだけ愛あい撫ぶをさせて。

　とんだ大失態だ。いくら疲れていたとはいえ、当然ながら許されることとは思えない。

「……あ」

　慌てて寝台から飛び降りて真っ先に目に留まったのは、燃えるような深紅の百合だった。小ぶりながらもピンと伸びた花弁。まっすぐに前を向いて花開くその姿には、目を奪われるような清白さが漂っている。

「綺麗」

　初めて目にしたが、なんていう品種なのだろう。

　ブラックアウトに似ている気がするが、それにしては随分と大ぶりで、芳香も強い。

　──ん？

　思わず手を触れようとしてふと感じた違和感に、持ち上げた手をその場で止める。

　あかぎれで割れた指の関節。見慣れたその光景に変わりはない。けれど、いつもよりは格段に痛みが和らいでいた。

　もしかして、と恐る恐る白い陶器の蓋を開ければ、綺麗に整えられた表面にはわずかに掬ったような形跡があって。ロゼは、思わずへなへなとその場にうずくまった。

　もしも。

　もしもここまでが先の三十六人の教育係たちの指導によるものだとしたら、本当にもううなるしかない。余計な口さえ開かなければ──そして意地悪な部分さえ出さなければ、少なくとも閨ねやでの彼はほぼ完璧だ。







「おはようございます、ロゼさま」

「おはよう、アリス。ごめんなさいね、朝早くに」

　時刻はまだようやく五時を回ったところだ。ロゼの朝は早い。きっと先ほど水を汲くみに行った時にすれ違った兵士が彼女を呼んでくれたのだろうが、申し訳ないことをした。離宮にはロゼの他にもう一人教育係の女性が残されていると聞いたのは昨日。静まり返った離宮の様子を見る限り、どう考えてもその女性はまだ気持ち良く眠っている時刻なのだろう。

「滅相もございません。私も朝はとても早……っくしゅ。すみま、くしゅっ」

「あら、風邪？」

「いえ、なんだか鼻がムズムズして。すみません」

　たぶん彼女の朝が早いというのは、本当だろう。栗色の髪をきっちりと編み上げ、皺一つない制服に身を包んだアリスのその姿は、どう見ても起き抜けの人間のそれではない。ふっくらとした頬がほんのりと赤く色づいていて、とても愛らしい。

「支度ができたら来るようにと、陛下より言付けられております。お手伝いさせていただきますね」

　──やっぱり、そうなるわよね。

　予測していたこととはいえ、溜息が漏れる。

　もちろん何もないとは思っていなかった。昨夜の失態は咎められてしかるべきだ。場合によっては解雇でも仕方がないような状況だと、今回ばかりは自覚している。

「ありがとう。陛下はお怒りだったでしょう？　貴女にも嫌な思いをさせてしまったのではないかしら」

「いいえ。お怒りではなかったようにお見受けいたしましたが……」

　ゆるゆると首を横に振った彼女が一輪だけ咲いた百合へと目を留めて、先の言葉を言い淀む。

「せっかく朝から陛下にお目通りになられるのですから、腕によりをかけてお支度いたしますね！」

　何かとても不快なものでも追い払うように、ギュッと握られた拳。引き締められた愛らしい侍女のその顔に、なるほどとロゼは頬を緩めた。

　どうやら怒ってはいなかったが、何かロゼに対して失礼な発言はあったらしい。

　それくらいはもう想定済みなのだが、まるで自分のことのように憤ってくれる彼女の姿は、朝から目に優しい。







　アリスが手際よく結い上げてくれた髪。用意された物の中で一番汚れにくそうなワンピースとスカーフを選べば、それでもこれまでにはない上質な肌触りに、背筋が伸びた。

　時刻も時刻だ。まだ私室で眠っているのでは。

　そんなロゼの予想に反して、扉の外に控えていた兵士が案内してくれた場所。それは、国王の私室でも他の教育係の部屋でもなく──離宮の片隅にある図書室の中だった。

「失礼致します。陛下。ロゼ・バレッタにございます」

　こんな朝っぱらから、何でこんなところに。

　首を傾げつつも、丁寧に叩いた扉。ややあって返ってきた声には、明瞭な不機嫌さが滲んでいる。

　──正直に言えば、怖い。

　けれど、ここでウダウダしていたところで、昨夜の失態がなかったことになるわけでもない。

　覚悟を決めて、押し開いた扉。

　歳月を経た古紙独特の香りがふわりと鼻をついて、相変わらず一分の隙もない恰好で長椅子に腰をかけているギャザラの姿が目に留まった。

　普段通りの、無表情で冷ややかな顔。けれどいつも以上に血色が悪く見えるのは気のせいだろうか。

「陛下。昨夜は、本当に申し訳ございませんでした。弁明のしようもありません」

　上手い言葉など思いつかない。あれは確実に自分の失態だった。

　どんな叱責も覚悟の上で、深々と腰を折って下げた頭。低く掠れた、冷ややかな声が耳を打つ。

「全くだ。こちらへ来い」

「え？」

　もしかして今から、この場で続きをしようと思っているのだろうか。

「別の方のところへ行かれたのでは」

　思わず口から零れた言葉に、じろりとこちらを睨みつける眼光が鋭くなる。

「いいから、早くしろ。職務怠慢で解雇にされたいか」

「は、はい」

　まさかあんな中途半端で投げ出されたのに、他の女性のところへは渡らなかったのだろうか。

　そんなことを考えて、何故か安あん堵どしている自分に思わず眉をしかめる。仏頂面のまま素直にそちらへと足を向ければ、躊躇いなくロゼを引き寄せたその手はいつもより一層冷たかった。

「もしかして、一晩中こちらにいらっしゃったのですか」

　隠すようにして追いやられた書籍の山が、視界の片隅に映る。

　吐息が触れるほど近くで、彼は大きく眉をひそめた。

「お喋しゃべりは後にしろ」

「でも……それなら、少しお部屋で休まれたほうが」

　クッションこそ置いてあるものの長椅子は木製だし、彼が身を横たえるには小さい。そう広くもない空間にびっしりと押し込められた書架。掛布すらないこんな場所で眠ったところで、疲れなんてとれはしないだろう。

「必要ない。夜は大概ここにいる」

「ここに？」

　こんな場所に？　それも毎晩？

「私室にはお戻りになられないのですか。他の方の部屋にお泊りにも？」

「……おまえには関係のないことだ」

　わずかに開いた間は、おそらく肯定なのだろう。

「いけません、陛下。それではいつか身体を壊してしまいます。お忙しいのは承知しておりますが、せめて数時間でもきちんと寝台に身を横たえるべきです」

　呆れたように細められた目。

　お節介だとは自覚している。こういうところが災いして、前世でも『お母さんみたい』だなんて言われてしまっていたことも、わかっている。

「そのようなお顔をされても、ダメです。どうしても時間がないと仰るのなら、私が本を読んで差し上げますから、横になって目を瞑つぶっていてください」

　けれど、やっぱり見過ごせない。眠ってしまったロゼを叩き起こすことだってできたはずなのに、彼はそうしなかった。ならば、こちらにだって少しくらいその身を案じさせてくれたっていいではないか。

　無言の睨み合いの末、吐き出された長い溜息。

「膝を貸せ」

　短い言葉と同時に、白い手袋に覆われたロゼの手を彼が引いた。

　慌てて座った木製の長椅子の上。ロゼの膝の上に頭をのせて、ギャザラがそのまま身を横たえる。

　自分で口にしたこと。けれど、実際にその状況になってみれば、動揺のあまり息が詰まった。

　──どうしよう。

　指示がなければ、どの本を読めばいいかもわからない。

　けれど、本当に目を瞑ってしまったギャザラが何を考えているのかわからなくて、話しかけるのも躊躇われる。仕方なしに、銀糸のようなその髪をそっと梳いていれば、ややあってクセのあるその声が再び耳を打った。

「何を考えている？」

「はい？」
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　閉ざされていた瞼が開き、紫色の瞳が何かを探るようにこちらを見上げた。

「寝首を掻けば、解放されると思ったか。……誰かとそのような取引でもしたか」

　一瞬、返すべき言葉が何も思いつかなかった。

　彼にとっては恐らく、ごく普通の発想なのだろう。それが当たり前の世界で、彼はずっと生きてきたのだろうし、それが当たり前と思うほどの何かが常に彼の傍にはあった。だから、誰も信用していないし、無防備な姿を晒すようなこともない。

　ロゼには全く想像の及ばない世界だが、それも仕方がないのかもしれないと思う。

　けれど、だとしたら。

だとしたら、常に誰かが傍にいるこの宮殿内で、彼が心底安らげることなどあるのだろうか。

「口を開かなければ、とても素敵なのに」

「……は？」

「容姿だけでいえばとても魅力的な方なのになぁ、と残念に思っておりました」

　驚いたように瞠みはられた目。それを見返せば、自然と頬が緩む。

　別に信じてもらいたいとも思わないし、彼の安らげる場所でありたいとも思わない。けれど、下手に取り繕うようなこともしたくはない。

「陛下は？　陛下は何を考えていらっしゃるのですか」

「……絶壁」

「え？」

「随分と見事な絶壁だな、と思っている」

「……少しはお元気になられたようで何よりです」

　下から見上げた彼の目線は、ロゼの胸元にある。思わず半眼になりつつも、もうだいぶ慣れたそんな反応に小さく息をついた。ピリピリと気を張られているよりは、こんな軽口を叩かれているほうがまだマシだ。

「そこの本」

「本、ですか？」

「そこの一番上にある本。続きから読んでくれ。７時まででいい」

「は、はい！」

　それは、とりあえず休んでくれる気にはなったということだろうか。

　言われた通り、一番上に置かれていた本を手に取り栞しおりの挟まれていたページをめくれば、それはどうやら隣国の歴史書のようだった。小難しい文字がびっしりと並んだそれに一瞬気が遠くなりかけたものの、何度か目をしばたたき気合を入れて口を開く。

　完全に目を瞑ってしまったその顔は、普段のような険を孕んでいない分とても美しい。

　──よく考えてみればこれは普通、恋人だとかにすることでは。

　今更ながらにそんなことに気がついて、早くなる鼓動。それを誤魔化すように、ロゼは夢中で文字を追うことに専念した。







「陛下」

「っ！」

　図書室の中に響いたノックの音。続いた声に、飛び上がったのは恐らく同時だった。

　どうやら夢中になりすぎてしまったらしい。驚いて時計を見上げれば、時刻は７時を少し回ったところだった。

「も、申し訳ありません。７時までと仰られていたのに」

　自分で言いだしたくせになんて失態だろう。失態に失態を重ねるだなんて、自分でも信じられない。慌てて頭を下げるも、彼の反応はひどく鈍かった。

　恐る恐る顔を上げてその顔を窺う。けれど、何か信じられないものでも目にしたかのように、その目はロゼを凝視していた。

「陛下？」

　無表情、というよりは無防備な表情だった。

　初めて目にする柔らかな表情。けれど目を瞬いている間に、それは消えてしまった。

「いや……手を出せ」

「手？」

　出せといいつつも、自分で掴んだロゼの手の内に、ギャザラが何かを落とす。チャリ、と手袋を嵌はめた手の内に何かの重みを感じて。何事かと見下ろせば、真しん鍮ちゅう製の鍵が一つ握らされていた。円の中にヴェール・リリーが収められている形の、ちょっとくすんだ鍵。

「おまえが今日から手がける庭園の鍵だ。鋭意努めろ。詳細は庭師長のダリル・メイシーに聞くように」

　おまえが今日から手がける庭園。

　一瞬遅れてその言葉を理解して、上げた声は驚きのあまり見事に裏返った。

「わっ、わた、私が手がける庭園……!?　それでは、試験には合格ということですか」

「だから、二度言わせるな。詳細はダリルに聞け」

　心底驚き、慌てふためくロゼを前に、ギャザラの返答は端的で実にそっけない。

　事情はよく呑み込めないが、それでも彼は確かに今『おまえの手がける庭園』と言った。ということは、ここで庭師として働かせて貰えるということに違いはないだろう。

「ありがとうございます……!!」

　ぎゅっと握りしめた鍵。噛みしめるようにその言葉を吐き出せば、自然と顔が綻んだ。

　信じられない。どんな形であれ心底嬉しいし、その機会を与えてくれた彼には感謝をしなければならない。

　けれど、一瞬大きく目を見開いたギャザラは、不機嫌そうにロゼから視線を逸らした。

「おまえを雇いたいと申し出てきたのはダリルだし、その庭は誰も手をかけたがらない場所だ。おまえは面倒事を押し付けられたに過ぎない」

　誰も手をかけたがらない、とはどういうことだろう。

　脳裏をよぎったそんな疑問は、結局訊きくことができなかった。それを拒むかのように唐突に伸びて来た手。大きなその手が、ぐしゃりと髪を乱して。

「きゃっ!?」

「数日おまえのもとへは行かない。その間にそのくたびれた顔をなんとかしろ」

「くた……っ」

　一体なんだというのか。貧相な身体の次は、くたびれた顔。アリスがせっかく結ってくれた髪もこれでは台無しだ。

　睨みつけるロゼの視線などおかまいなしに、飄々ひょうひょうと部屋を出て行く。その背中を目一杯睨みつけながら、乱された髪へ手を触れる。

　手袋越しに触れた頭。

　ほんのりと頬が火照るのはきっと、徐々に気温が高くなってきているからだ。

　そう自身に言い聞かせて、ロゼも図書室の扉をくぐった。

　乱れたその髪を見て、アリスや通りすがりの侍女たちが一瞬顔を青ざめさせたことに、その時俯うつむいていたロゼが気がつくことはなかった。











五、綻ぶ蕾に、色は香る












「本当に彼でいいのか」

　彼。口にされた庭師長の言葉に、そうか雄だったのかと、ロゼは足元の茶色い毛玉を見下ろした。

　ロゼの膝丈ほどのモフモフとした生き物。短い手足にちょこんと生えた耳と尻しっ尾ぽ。円つぶらな黒の瞳が、雑に紐で束ねた前髪の下からこちらを窺っている。

「えぇ。これから彼と一緒に作業をするのですよね？」

「そうだ。宮廷庭師は沢山の精霊を従えて仕事をする。見習いはとりあえず下級精霊を一匹従えるところからだ」

　庭師長ダリル・メイシーの説明は、実にハキハキとしていて聞きやすい。綺麗に整えられた金髪。がっしりとした体たい躯くに、隙のない着こなし。彼が平民の出なんて、何かの間違いではないだろうか。そう思えるほどに、堂々とした立ち振る舞いが板についた男。

　明らかに侮蔑の眼差しを向けながらも、どう扱ってよいものかを迷っている。そんな他の宮廷庭師たちとは違って、ダリルだけは最初からロゼをただの新人の一人として扱ってくれていた。

「言葉は通じるのですよね？　名前はあるのでしょうか」

　この中から一匹選べ、と先ほど連れていかれた精霊たちの小屋。ロゼの目を真っ先に引いたのは、美麗な鳥形の精霊でも、愛らしい子猫のような精霊でもなく、この茶色い毛玉の精霊だった。

「名はネッドだ。言葉はそのままでも通じるだろうが、力が強いこと以外にはあまり役に立たないかもしれない」

「何はなくても、手を貸してくれるだけでありがたいです。これからよろしくね、ネッド」

　その場に屈かがんで差し出した手は、ぷいっと呆あっ気けなく無視された。収めどころを失って空に浮いたままの手が、なんとも空しい。

「まぁ……見ての通り力は強いが、あまり協力的ではないと思う。言葉は通じているから、気が向いたら手伝ってくれるかもしれないが」

　気が向いたら手伝ってくれるかもしれない。それはなんとも心強いパートナーだ。

　零れそうになる溜息を呑み込んで、再び立ち上がる。

「ダリル庭師長。私のような見習いが庭園の一画を手がけるとは、どういうことでしょう。通常は雑草の掃除ですとか、枯葉集めですとか、そういうところから始めるものでは」

「結局は同じようなことだからね」

「同じようなこと？」

「実際目にしたほうが早いだろう。ついてきなさい。陛下から鍵は預かっているね？」

「はい」

　万が一にでも失くさないようにと、用意してもらった鎖に通し、首から下げていた鍵。それを引っ張り出した瞬間、ギョッとしたようにダリルが目を見開いた。

　けれど、なんだろうとこちらが目を瞬いている間に、それも消え失うせていて。

「それは……とても大切な物だ。くれぐれも失くさないように」

　今のあからさまな動揺は一体なんだったのか。なにごともなかったかのように、先に歩き始めてしまったダリルの背を追おうと足を踏み出せば、不意にぐいと強い力で手が引っ張られた。

「っ、……きゃっ!?」

　ロゼの手を掴んだ、毛むくじゃらの小さな手。そのまま軽快な身のこなしで腕にしがみつき、アッという間にロゼの肩へと登ったネッドは、茫然と己を見つめるロゼの視線からぷいっと顔を逸らした。早く行けと言わんばかりにふんぞり返った、実に尊大な態度がまるで誰かとそっくりだ。

　そんなことに初めて気がついて、思わず笑ってしまいそうになった。







「それで、こちらが七代目国王妃マデリーヌ様の庭園で」

「わぁ、素敵ですね……！」

　先ほどの六代目国王妃の庭が、柘植つげをボックス状に区画した中に花を埋め込んだ毛もう氈せん花壇をメインに構成された庭なら、こちらは満開に咲き誇る色とりどりの薔薇と水鏡を組み合わせて作られた庭園だ。中央に置かれた巨大な大理石造りのガゼポには、テーブルや椅子も備え付けてある。水面に映る薔薇を楽しみながら飲むお茶は、それは美味おいしいに違いない。

「そしてここが、同七代目国王妾妃ヴァレンティナ様の庭園。君が担当する場所だ」

「え……」

　足早に通り抜けた道。ようやく足を止めたダリルが告げた言葉に、ロゼは突如として現れたその白壁を茫然と見上げた。

「ここ、ですか？」

　そんな言葉が口をついて出るのも、仕方がない。

　これまでの庭園に比べれば明らかに小さなその区画は、全面が白壁で囲われていて中が窺えない。

「鍵を貸してくれ」

　見事な景観の中に突然現れた異質な光景。言われた通りに首から下げていた鍵をダリルへ手渡すと彼は真鍮の錠を外し、そう大きくもない木製の扉を押し開いた。

「これは」

　眼前に広がったのは、確かに庭園だ。ただし、植えられたオレンジの木は樹勢が悪く、葉と葉の間はスカスカ。申し訳程度に置かれた木製の椅子とテーブルは、最も日陰になる部分に置かれているがためにじっとりと湿り、カビている。とって付けたように植えられた薔薇。その葉は真っ白な斑点で覆われていて、わずかについた蕾も花開く様子はない。

　等間隔に設けられた窓から吹き込む風はカラリと心地いいのに、真っ白な壁に日差しを遮られているせいか気温は外よりもぐっと低く、なんだか全体的に寒々しい。

「これは、どういうことですか」

　王族のプライベートガーデンだというのなら、外界を遮断するこの壁も、ごく小さな区画も理解できるが、それにしても状態が良くない。他の王妃様の庭園とは雲泥の差だ。

「王妃の庭というのは本来、同代の妾妃様も共有するものなんだ。だが、先代国王妃マデリーヌ様は、ヴァレンティナ様が自分の庭に立ち入ることをとても強く拒まれてね」

「それは……ヴァレンティナ様が氷の民ツヴァイだから、ですか」

　先代国王の妾妃様といえば、現国王ギャザラの産みの母だ。氷の民ツヴァイで初めて、国王の教育係を仰せつかった女性。そして相当な反対を押し切る形で、国王が妾妃にと据えた女性。

「そうだ。それを憐あわれんだ先代の陛下がヴァレンティナ様のために、ささやかながら造らせたのがこの庭でね。けれど、それも陛下と二人の殿下が相次いでご逝去された際に、氷の民ツヴァイの呪いだと憤ったマデリーヌ様の命によって、こうして封じられることになった」

「ギャザラ様は、その時には既に王位を継ぐことが決まっていたのですよね？　何も仰らなかったのですか」

「そうだな。ヴァレンティナ様も、事を荒立てる必要はないと仰っていたし、何せ突然表舞台に引きずり出された陛下には、あまりに敵が多かったからね。マデリーヌ様のご存命中は特にそれが激しかったから、それどころではなかったのだろう」

　──なるほど。

　完全に忘れ去られたようなその庭を見渡せば、たまらず溜息が零れる。おまえは面倒事を押し付けられただけ。そう吐き捨てたあの、不愛想な顔が頭を掠めた。

「誰も手がけたがらないと陛下は仰っていました。それも、同じような理由なのですか」

「そうだ。それでも、国王の母君の庭を管理するのも、この国の王室へ嫁いだ方へ課せられた仕事の一つだ。ここはいずれ陛下の王妃様が管理する場所。観光の面からしても手を入れねばならないと、マデリーヌ様が亡くなられて以来そういう話はずっと挙がっていた」

「そうでしょうね」

　この光景は、ひいては庭園全体の景観を損なう恐れのあるものだ。

　王室に迎えられる女性だって、とうていいい気はしないだろう。その管理が義務であるというならなおのこと。

「嫌か」

「え？」

「君が嫌がるようなら、無理にとは言わない。陛下からも、当人の意思を尊重するようにと言われている」

「陛下が？　そう仰ったのですか」

「まぁ、かなり婉えん曲きょくにな」

　苦笑交じりに笑うその人の姿を見る限り、相当婉曲な表現だったに違いない。いっそ能面のようなその顔を思い出せば、ロゼも自然と口元が緩んだ。きっとそんなことを口にする時の彼は、普段以上に冷めた目をしていたに違いない。

　ゆっくりと、目の前に広がる庭へと目を向ける。心なしひんやりとしていて、荒すさんだ庭。誰にも開かれていない、この場所はまるで彼そのもののようだ。

　それでも。ちんまりと咲いたパンジーや、勢いよく地を覆うアジュガの愛らしい紫色の花。ここにも、草木はまだ息づいているし、ちゃんと花だって咲いている。

「ダリル庭師長」

　自らの中で、答えはとっくに出ている。手の内に戻された真鍮の鍵を握りしめて、ロゼは丁寧に頭を下げた。

　どこまでできるのかは正直自分でもよくわからない。けれど、せっかく与えられた機会だからというものとは別の、強い気持ちがロゼの中には確かにあった。

「私に、やらせてください。未熟者で、ご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、精一杯務めさせて頂きます。どうか、ご指導よろしくお願いいたします」

　一息に続けた言葉。返ってきたその声は、とても力強く頼もしかった。







　まずは現存の植物の整理をしつつ、施工図を起こして必要なものの請求書を庭師長へ上げなければならない。先ほどダリルから貰った施工時の図面を片手に、現存する植物の状態を細かくチェックしては書き込んでいく。

「薔薇は……これ、全部枝を整理してまず水で洗い落とさないと。オレンジの木は……もう全部外壁沿いに移すしかないわよね。ベンチも、こんな状態じゃ座れないし一旦外で干して」

　なんだか自分で口にしながら、気が遠くなりそうだ。ここまでくると庭師の仕事というよりは、大工や左官の出番である気がする。何もないところに一から造るよりも、ダメになったものを再生するほうがより骨が折れると、ロゼはよく知っている。

　雑草ばかりが隆々と生い茂る庭の中。手を貸してくれる庭師はダリルくらいしかいないだろうが、多忙な彼を捕まえること自体がそもそも難しい。必然的に力仕事となれば頼みの綱は、相棒の精霊のみなのだが。

「ねぇ、ネッド。このベンチを運び出すの、手伝ってくれないかしら」

　アジュガの辺りをわずかに飛び交う、ほんの小さな光の粒。飽きることなくその光を見つめていた彼を振り返り、かけた声。円らな黒の瞳がこちらを一瞥して、次の瞬間にはぷいっと逸らされた。

　偉そうに張られた胸。束ねられた前髪がぴょこんと揺れるのを見て、そっと肩をすくめる。

　どうやら状況は、思った以上に前途多難だ。

　どう考えても自分の力ではビクともしないベンチに手を置いて、さてどうしたものかとロゼは大きく首を捻った。
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「とても頑張っておられるようですわよ」

「なんのことだ」

　こちらを見上げる美しい青の瞳。ささいな仕草一つをとっても漂う色香は、やはりさすがだと素直に思う。

　けれど。

「陛下の愛しの姫君ですわ。この間、滑車をいくつも使ってベンチを運び出しているところを、ちょうど見ましたのよ。台の上にベンチを倒す時に、慌てたように精霊が駆け寄っていく姿がとても面白くて」

「アレはそんなんじゃない」

　これだから彼女は苦手なのだ。

　クスクスと楽しそうに笑うその姿を見下ろして、溜息が漏れる。利害が一致するからこそ、こうして共に時間を過ごすこともある相手だが、会うたびに疲労感が増すのも否めない。

「あのお庭は離宮の図書室から一望できますものね。私も毎日楽しく拝見させて頂いておりますわ」

「何が言いたい」

　回りくどい物言いにうんざりと声を返せば、艶やかに彼女が笑う。

「全てお話しになられればよろしいのに」

「帰る。無駄話に付き合う時間はない」

　手の内に纏めた紙を丁寧に小さく折り畳んで、寝台の縁から立ち上がればクスクスとした笑い声が後を追ってきた。

「その気になられたら、いつでもいらっしゃって下さってかまいませんのよ」

　──本当に。全くもって疲れることこの上ない。

　再度零れそうになる溜息を呑み込んで、ギャザラがその部屋の扉をそっと閉じた、その時だった。

「陛……下？」

　耳なじみの良い、凛と澄んだ声。

　弾かれるようにそちらへと目を向ければ、山のように大量の本を抱えたその人もまた、驚いたように目を丸めていた。

「こんな夜半に何をしている」

　およそ一月ぶりに間近に目にした彼女の顔色は、以前よりはだいぶマシになっている。けれど、また痩せたように見えるのはきっと気のせいではない。

　嫌なところを見られたと咄とっ嗟さに思って、そんなことを考えた自分自身に驚いた。

　先日その膝の上で眠ってしまったことといい、どうも自分は最近少しおかしい。

「見ての通り、本を借りに」

「そのみっともないクマはどうした。よく食べて、よく休めと命じたはずだが」

「はい。けれど鋭意努めろ、とも仰られましたわ」

「……おまえほど可愛げのない女には初めて会う」

「まぁ、それはそれは。陛下の見聞を広めるお手伝いができて、嬉しゅうございます」

　相変わらず、自分を前にしても減らないその口をこの場で塞いでしまえたら、どんなにいいだろう。そんなことを思いながらも、こんなやり取りを愉しんでいる自分がいるのも否めない。

「おい。目ざわりだ。この女を部屋まで連れていけ」

「め……っ!?」

「明日の夜には行く。念入りに準備をしておけ」

　自分の一挙手一投足をも見逃すまいとしているかのように、あちこちに配置されている兵士たち。その内の一人に声をかけて、その場から身を翻す。

　最後に付け加えた一言は、他には聞こえないくらいの声だったが、彼女にはきちんと届いたらしい。驚いたように見開かれた目。恐らく茫然とこちらを見つめているのであろう、その姿を想像するだけで自然と頬が緩む。

　お持ちしますよ、という兵士の声が後ろから聞こえたことに小さく息をついて、ギャザラはそのまま本殿のほうへと足を向けた。

　少し距離をおいてみれば、この不可解な熱も冷めるだろう。

　そう考えていた自分の甘さに、深く溜息をつきながら。
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「っと……あら、ありがとう。ネッド。手伝ってくれるの？」

　雑草として大量に捨てられる苔こけをもらってくるのは、とても簡単だ。

　他の庭師たちのところを回り、せっせと集めて育てた苔。それを通路に沿って植え込んでいると、横へやってきたネッドがおもむろに屈んで同じことを始めた。

　この間ロゼが結んでやった青いリボンが、前髪の動きに合わせてぴょこぴょこと揺れている。

　相変わらずつれない相棒はそれでも、こうして気が向いた時には手伝ってくれたりするようになってきた。短い手を一生懸命動かして、せっせと苔の塊を圧着させてくれているその姿が、なんとも愛らしい。

「助かるわ。一つ一つの間隔は１センチ以下で……そう。ありがとう。この列が終わって土と水をかけたら、一緒に昼食にしましょう。貴方の大好きなココの実をたくさん貰ってきたの」

　そんなことを口にしても、ネッドはこちらを見はしない。ただ、前髪の揺れが一層大きくなるだけだ。もしかしてあれは前髪じゃないのかも。彼が喜んでいる時にひときわ大きく揺れる毛束を見て、最近ロゼはよくそんなことを思う。

「ん？」

　開け放っていた扉の入り口をくぐるとき、必ず下の木材がきしむ。

　例に漏れず聞こえてきたその音。ダリルが様子を見に来てくれたのだろうか、とその場から腰を上げて。後ろを振り返ったその恰好のまま、ロゼはその場に立ち尽くした。

　つばの大きな帽子をかぶった女性が一人、ロゼと同じようにその場に立ち尽くしている。

　横に流された白銀色の髪に、大きな紫の瞳。独特な雰囲気を醸し出す褐色のその肌。年齢を重ねても損なわれることのない美貌。

「ごめんなさい。お仕事の邪魔をするつもりではなかったの」

「っ……待って！　お待ちください！」

　パッと身を翻してまった彼女が一体どこの誰なのかなんて、誰に聞かずともわかる。

「ヴァレンティナ様！　ここは、貴女のお庭ですから」

　精一杯声を上げて引き留めれば、彼女はピタリと足を止めて、そろそろとこちらを振り返った。

　こうしてみると、母子だけあってギャザラによく似た面立ちをしている。けれどギャザラに抱くような冷え冷えとした印象は、彼女にはない。ただ、今にも消えてしまいそうな、美しくも儚はかなげな雰囲気の漂う女性だった。

「……私がここにいても？」

「もちろんです。ぜひ、お話をさせて頂けたらとずっと思っていたのです」

　力強く頷けば、彼女はホッとしたようにその頬を緩めた。

「ロゼさん、でしたね。ギャザラから、話は聞いていましたの」

「陛下から、ですか？」

　昨夜、偶然離宮内で出会ったその人を思い出して、反射的に身が強張る。

　あの時。別の教育係の部屋から出て来た彼を見た瞬間、胸の内に湧いたモヤのようなものを、未だにロゼは自分の中で持て余していた。

「えぇ。それにね。私の部屋からも、このお庭が見えるの。今日は何をするのかしらって、毎日とても楽しみに眺めていたのよ。今は何を？」

「今は、苔を植えていたのです」

「苔？　そのモコモコしたものが？　それを植えるの？　苔は雑草だと思っていたのだけれど」

　興味深そうにキラキラと輝く瞳は、まるで少女のようだ。手元を覗き込まれたネッドが、慌てたようにロゼの後ろへと隠れた。

「はい。確かにこの国では雑草として剥はがされてしまう物ですが、丁寧に管理すればとても美しい濃緑の世界を創り出してくれます。もしお嫌でなければ──」

　言葉の途中でグイッと後ろから手を引っ張られて振り向けば、ネッドが丸い苔玉をロゼのほうへと差し出していた。

　丸めた土に苔をくっつけて糸でグルグル巻きにした苔玉。この間ネッドのために作ってあげたそれには、ぴょこんと小さな菫すみれが植えられている。変な位置に咲いてしまった菫を植えただけなのだが、ネッドはそれをとても気に入っていた。

「まぁ、なんて愛らしい！　そう、こういうことなのね。楽しみだわ」

　わざわざ自分の庭に雑草を植え込むなんて。

　そう言われる危惧をしていなかったわけではない。なにせ頭を抱えたくなるほど、少ない予算。本来捨てられるはずの苔を庭に取り入れてしまおう、なんて考えたのは確実に前世の記憶の影響だ。

　他の庭師たちから、自分がなんて言われているのかくらいは知っている。それでも、どう頑張っても足りない予算は増えないし、でき上がりを見てもらえればきっとわかってもらえるはず。そう思ってここまでやってきたが、彼女が不快に思うのであれば話は別だ。

　実際そんなことをずっと悩んできたのだが、どうやら思った以上に優秀な相棒に助けられたらしい。

「よろしければお部屋に飾れるように、何かお作りしましょうか」

「まぁ！　頂いてもいいの？」

「えぇ、もちろん。ヴァレンティナ様はどのような植物がお好きですか」

「そうねぇ……お花では百合が一番好きだけれど、植物全般なら果樹が好きなのよね」

「果樹、ですか？」

「えぇ。この国を初めて訪れた時にね、林りん檎ごという食べ物を初めて目にしたの。私の故国は木もほとんど生えないような凍てつく土地だから……真っ赤な艶々の実をつけたあの木を見た時、本当に感動して」

　言いながらもみるみる縮こまっていってしまう彼女の姿に、思わず眦まなじりが下がる。初めて対面した彼女は、噂に聞いていたのとはまるで違ってとても温かい。

「でしたら、姫林檎の木を植えたものをお贈りしましょうか」

「姫林檎？」

「はい。小さくてもきちんと林檎の形をした赤い実をつけるのです。食べてもあまり美味しくはない実ですが、歌うたいの小鳥セレナ・ティアマトたちがよく寄ってくるんですよ」

　歌うたいの小鳥セレナ・ティアマトは、掌にすっぽりと収まるほど小さな鳥だ。

　金色の雄と銀色の雌。つがいで飛んでくることの多い彼らは、精霊たちがたくさん集まるような植物によく寄ってくる。

　真っ赤に色づいた艶やかな林檎の実をつつきながら、仲睦むつまじく綺麗な歌声を披露する彼らの姿は何度見ても癒いやされる光景だ。

「まぁ、歌うたいの小鳥セレナ・ティアマト!?　それはぜひギャザラにも見せてあげたいわ」

「陛下に、ですか？」

「えぇ。ギャザラは昔からあの鳥が好きなの。この庭に先代の陛下がヴェール・リリーを植えてくれた時、一輪だけ、咲かせることができたのよね。その一輪に寄って来た歌うたいの小鳥セレナ・ティアマトを一晩中ずっと眺めていたくらいでね」

　燃え上がる炎のような濃赤から、先端に行くにつれて透明になっていくヴェール・リリーの花。その不思議な花の周りを金銀の小鳥が舞う──そんな光景を目にした時、あの凍えるような冷たい顔も綻んだりするのだろうか。

　ふと、そんな考えが脳裏をよぎって、ロゼはわずかに首を傾げた。

「その時のヴェール・リリーの球根はその後どうされたのでしょう。掘り上げてしまったのでしょうか」

「あら、どうだったかしら」

「全部そのまま埋まっている」

「え？」

　一体いつからそこにいたのだろう。

　突然響いたその声に、飛び上がるようにして扉のほうを仰ぎ見れば、なんだか眩まぶしげに目を細めているギャザラの姿があった。

「あら」

「母君。侍女や警護兵たちが貴女のことを探し回っています。独りで出歩くのはやめて頂けませんか」

「いけない。すぐに戻るつもりだったのに、けっこう時間が経たっちゃったのね。ロゼさん。またここへ来てもいいかしら」

「もちろんです。姫林檎は、でき上がり次第お届けしますね」

　楽しみにしているわ、と笑ってその場を離れたヴァレンティナに、ギャザラが自分の護衛兵たちをつける。

　庭園の中に彼と二人きり。その事実に気がついたとたん、急に身体が強張った。

「姫林檎を届けるとは？」

　庭園の中を眺めていた彼が、こちらへと向かってくる。その姿を認めて、ロゼは慌ててワンピースの裾についた土を払い、首筋の汗を拭った。

　ほんの少し前までは気にも留めていなかったというのに、ギャザラが来たとたん自分の今の装いが気になるのだから、おかしなものだ。

「ヴァレンティナ様は林檎がお好きだと仰っていたので、苔玉に植えてお部屋にお届けすると約束したのです」

「コケダマ？」

「あぁ……えっと、このように丸めた土に苔を植えつけたもので」

　先ほどネッドが持ってきたものを差し出せば、興味深げにギャザラが上から手の内を覗き込んできた。そんなことだけで、じわりとせり上がる熱が恨めしい。

「面白いな。苔を使うなんて発想はなかったが、こうして見ると存外に悪くない」

「……」

「なんだ？」

「あ、いえ。陛下でも、何かを褒めることがあるのだなと少し驚いてしまって」

皮肉のつもりではなかった。けれど、素直にそう口にすれば、彼は不愉快そうに眉を跳ね上げて小さく息をついた。

「そこに座れ」

「はい？」

「二度言わせるな。なんのためにわざわざ出てきたと思う」

　そんなこと、こちらが知るわけがない。

　久々に会ったと思えば、やはりギャザラはギャザラだった。

　なんでこんな男の挙動に、いちいちドギマギしなくてはならないのか。本当に嫌だと眉をしかめながらも、ロゼは彼が頤で示したベンチのほうへと足を向けた。

　かなり苦心しながらも一度丁寧に洗って干した後、日当たりと風通しの良い場所に移動したベンチ。素直に腰を下ろせば、ぽかぽかとお尻に当たる木の温もりが心地よい。

　一体何をしに来たのだろう。

　半眼になりつつも眺めていれば、どかりとギャザラが隣へ腰を下ろしてきた。こんな至近距離も今更だ。そう思うのに、ここがいつもの私室でないためなのか、やけに緊張してしまう。

　そんなロゼの内心などおかまいなしに、ギャザラが身体の向きを変えた、その時だった。

「きゃっ!?」

　突然、膝の上にトンッと飛び乗ってきた茶色いもの。短い腕をどうにか組んで、ロゼの膝へと座るネッドの姿に、うなるような低い声が横から聞こえて来た。

「おい。なんのつもりだ」

「す、すみません。私のパートナーなのです」

「パートナー？」

　一層不機嫌そうな声が、その場に響く。その身体を掴もうとしたのか、伸ばされたギャザラの手を、はしっと短い手でネッドが止めて。目の前で繰り広げられる無言の攻防に、ロゼは目を細めた。

　──もしかして、妬やいているのかしら。

　一瞬浮かんだそんな考えはバカバカしいと、すぐに一蹴した。嫉妬なんて感情は、そもそも愛情の上に成り立つものだ。

「止めなさい、ネッド。少し一人で遊んでいて。ご飯の時にはまた膝に乗せてあげるから」

　くりくりとした黒の瞳でギャザラを睨みつけている毛玉の精霊。フカフカな毛に覆われたその首を掴んで横へとよければ、不機嫌そうな顔のまま、ギャザラがロゼの膝の上に頭を乗せてきた。

「陛下？」

「このベンチの場所はいいな。上から死角になっていてちょうど見えない」

「はぁ」

　そんなことは聞いてもいないのだが。

　ロゼの横にぴったりとくっついて腕組みをしているネッドといい、唐突にこんなことをしてきたギャザラといい、この状況は一体なんなのだろう。

「あの、陛下？　何かあったのですか」

　腕を組んで目をつむってしまっている彼の顔は、心なしか疲れて見えて。躊躇いつつも、すっかり汚れてしまった手袋を外して頭を撫でてみれば、ふわりと再び瞼が開いた。

「だいぶ良くなったか」

「え？」

「その手。見せてみろ」

　言いながらも既にロゼの手を掴んでいたギャザラが、自身の目の前までその手を引く。

「あ、あの……！　お陰様でだいぶ良くなりましたが、それでも決して綺麗なものでは」

　以前もらった薬は本当によく効く。けれどそれでも、毎日朝から晩まで土や水に触れる手は元々の体質もあって、とうてい美しいなどとは言えない状態だ。

　紫水晶のような美しい瞳に、そんなものが映されている。その事実がいたたまれなくて肩をすくめれば、静かな声と共に捕らわれていた手が解放された。

「そうだな。美しくはないな」

　鼓膜を震わせた、少しクセのある声。

「だが、俺は嫌いじゃない」

　え、と口から零れた間抜けな声は、彼の唇によって遮られた。

　抱え込むように頭を引き寄せられた、その体勢は少しだけ苦しい。けれどそれ以上に、少し前から早鐘を打ち続けている胸がとても苦しかった。

「この髪も、温かそうで悪くない」

「っ！」

　からかわれているのだろうか。

　指先でくるくると弄ばれた髪。何かを問いたくても、一体何を口にすればいいものか考えあぐねている間に、再び唇が重ねられて。今度は、どちらからともなく舌が絡み合った。

「っは……、んっ」

　久しぶりの感覚は、甘く切ないほどに気持ちが良かった。

　ぬるりとした舌が自分のそれと絡むたびに、息が上がってなお苦しい。

「けれど、もう少し肉をつけたほうがいいな。……絶望的すぎる」

　ややあって、名残惜しそうに離れていった唇。こんな体勢でも触れることのない、平らな胸を見て彼が小さく溜息をつく。

「……それも、お嫌いでないのですか」

「自うぬ惚ぼれるな」

　ロゼの首に回していた手を離して目をつむってしまった彼からの返答は、実に素っ気ない。けれど、その声色は普段よりもとても柔らかかった。

「陛下？」

　無視を決め込んでいるのか、眠ってしまっているのか。呼びかけに対する応答はない。再び頭を撫でてみても、それに対する反応はなかった。

『明日の夜には行く。念入りに準備をしておけ』

　昨夜囁かれたその言葉が脳裏をよぎれば、今しがたのキスで火照った身体がやけに疼うずいて。身の内でくすぶるその熱を逃がすように、細く長く息を吐き出す。

きっと、こんな感情は気のせいだ。

　自身にそう言い聞かせながら、ロゼはただその銀糸のような髪を梳き続けた。

　無防備なその顔が、突如響いた騒々しい兵士たちの足音によって普段の冷徹さを取り戻すまで、何度も何度も──
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　宰相が宮殿の敷地内で襲われた。

　相手はまだ年若い平民の少年で、どうやって敷地内に潜入したのかなど、詳細はまだわかっていないらしい。ただ、その場へ駆けつけたギャザラが少年相手に剣を振るったこと、そして少年の幼い兄弟たちを捕らえ投獄したという話が、宮殿中を震わせていた。

「陛下には血が通っていないに違いありません」

　ロゼの私室内にある、こじんまりとした木製の鏡台の前。目の縁を赤くしたアリスが、それでもせっせと丁寧にロゼの髪を梳いてくれている。

　どうやら件くだんの少年の両親は、宰相が市街を訪れた際に不敬な態度を取ったとして、その場で彼に斬り捨てられたらしい。そんな話が一緒に広まっているだけに、容赦なく少年へ刃やいばを向けた国王に対する評価は一層冷え込んでいる。それが同じ平民である使用人たちであればなおのことだ。

「襲ったといっても、少年は宰相閣下に暴言を吐いただけで、なに一つ武器のような物は持っていなかったのですよ。なのに、言い分を聞くまでもなくあのような！」

　その光景は、ロゼも遠巻きに目にしていた。

　相変わらずなんの感情も灯ともさないその顔で、泣き叫ぶ少年に剣を振り下ろしたギャザラの姿に。少年の肩から流れた血に、しばらく震えが止まらなかったのは事実だ。だから、アリスの涙も理解はできる。きっとそれが通常の反応なのだろう。

　ただ、それから仕事に戻り延々と苔を植えつけながら、ロゼはずっと考えていた。

　むしろあんなことでもしなければ、あの少年はあの場で斬り殺されていたのではないだろうか、と。

　誰も覚えてはいないようだがギャザラが駆けつけた時、先に剣を抜いていたのは宰相だった。少年を医務室に運べと口にしたのも宰相ではなく、ギャザラだ。

　あれが正しい選択だったとは思わない。

　けれど、あの時少年はパニックを起こしていたし、宰相は激げき昂こうしていた。冷静に振り下ろされたその剣は確かに少年の肌を傷つけはしたが、そこまで深い傷を残してはいないだろう。一触即発の空気の中、恐らく咄嗟に自らが泥を被ることでギャザラはあの少年の首を繋つないだ。

「だいたい、ロゼ様のことも一体なんだと思われてらっしゃるのか」

「え？」

　唐突に変わった怒りの矛先。驚いて首を傾げれば、鏡越しに彼女が大きく顔を歪めるのが目に入った。

「名家のご子女さまを無理やり昼夜問わず働かせて。先日など、あのような早朝からあんな場所で無体を……幾ら国王陛下といえども、恥を知るべきですわ！」

「え……」

　──違う。

　庭師として働きたいと頼んだのはロゼだし、あの朝ギャザラに無体を強しいられたなんて事実はない。

　あの朝、去り際になって唐突に乱された髪。それを思い出して、ロゼは首を捻った。

「アリス。正直に答えてほしいのだけれど、貴女は本当に嫌がらせを受けたりしていない？　私のことで貴女まで悪く言われたりは」

「そんなこと、あるはずがありませんわ。皆ロゼ様のことは労いたわしく思っておりますもの。女性に剣を突きつけるだなんてあのような非道な方法で、夜の教育係の任を強いる国王など前代未聞ですわ。お労しい！」

　普段は穏やかな侍女が、頭から湯気を立てそうな勢いで怒っている。

　そんな姿を鏡越しに見つめながら、身の内にこみ上げた複雑な感情に、ロゼは戸惑っていた。

　いっそ呆れてしまうくらいにひどく不器用な方法で、どうやら自分も守られていたらしい。今日のあの少年と同じく。たぶん最初から、ずっと。

　──でも、どうして。

　なにを思って、彼はそんなことをしているというのだろう。

　知りたい、と素直に思う。

　ほんの少しでいい。彼の心の内が知りたい。

「アリス。一つお願いがあるのだけれど」

　しばらくじっとその場で悩んだ末に、口にした言葉。

　意を決して上げた顔に、目の縁を真っ赤に染めたアリスが、その愛らしい瞳をまん丸に丸めるのが鏡越しにもよく見えた。
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「お待ちしておりました、陛下」

　夜もだいぶ更けた頃。宣言通り部屋を訪れたその人は、美麗な衣の裾を摘つまんで丁寧に頭を下げた──そんなロゼを前に、珍しく大きく目を見開いたまましばらく口を開かなかった。

　狐きつねに摘ままれた顔、というのはこういうものを言うのだろう。

　ようやく見られた素の顔。思わずクスリと漏れてしまった笑みに、形の良い眉が不愉快そうに跳ね上がる。

「日中の騒動、おまえは見ていなかったのか」

「いえ。あの場におりましたわ。……ですから、剣を置いてきて下さったのでしょう？」

　いつも肌身離さず腰に下げているそれが、今はない。服装もまた、ゆったりとした白のシャツの上から、濃紺のストールを一枚無造作に引っかけただけのラフなものだ。

　時刻も時刻だからというのもあるのだろうが、きっとそれだけでもないだろう。

「汚れたから手入れをさせている。それだけだ」

「私が陛下に害をなさないと、信頼してくださって嬉しゅうございます」

　じろりとこちらを見下ろすその目。まっすぐにそれを見つめ返せば、長い溜息が耳を打つ。

「おまえは、本当に可愛げがない」

「存じ上げております。ですから、少しでも可愛くしてもらえるように侍女に頼んでみたのですが、どうでしょう？」

「どうも何も、内面の問題だ。外見をいじったところで変わらない」

「それは……外見は少しでも可愛いと思って下さっているということですか」

「……」

「やっぱり、似合いませんか。こんな年増の薄衣姿は目に余りますか」

　アリスから聞いた言葉をそのまま口にして、すくめた肩。

　再び長い溜息がその場に落ちて。

「来い」

　そんな短い一言と共に、手が引かれた。

　足を向けた寝台。その縁に腰をかけたギャザラの紫色の瞳が、ロゼを見上げる。

「一体どういうつもりだ？　俺のことは嫌いだと言っていなかったか」

　繋がれたままの手。

　浅黒く大きな手。その冷ややかさとは対照的に、自分を見つめる眼差しはどこか熱を帯びていて。

「陛下こそ、私のことを目障りだと仰っていたではありませんか」

　自分の目も、きっと今同じだけの熱を灯している。

　その事実がいたたまれなくてそっと目を伏せれば、強い力で寝台の上へと引き上げられた。

　二人分の重みできしむ寝台。

　向かい合った体勢で抱き抱えられたせいで、顔は見えない。けれど、そのひんやりとした体温が、今はなんだか心地がいい。

「おまえの言動は意味がわからない」

「陛下にだけは言われたくありません」

「何？」

「あの少年ならまだしも、何故私までかばって下さるのですか。それも自分を悪者に仕立て上げてまで」

「とんだ自惚れだ」

「陛下が、紛らわしいことをされるからです」

「……本当に。どうやったらそこまで可愛げなくなれる」

　溜息交じりのそんな台詞せりふがどこか甘く聞こえるくらいには、自分の耳もおかしくなってきているのかもしれない。

　絡めとられたままの指。ひやりとした身体はそれでも、ロゼの身を包み込んで余るくらいには、大きくて逞しい。

「おまえは氷の民ツヴァイが怖くないのか」

「え？」

「最初から、まっすぐに目を見てきたのはおまえが初めてだった」

　平素にはない、とても穏やかで静かな声。

「よく、わかりません」

　一瞬考え返した言葉は、素直な本音だった。

「わからない？」

「はい。私がお会いしたのは陛下とヴァレンティナ様だけです。だから、民族としてどうなんてことはわかりません。ただ、ヴァレンティナ様はお会いしてみればとても優しい方でしたし、陛下はヒネクレ者でした。それだけです」

「それだけ、か」

「えぇ、それだけです」

　それきり降りた沈黙。

　居心地がいいような、それでいて居場所がないような。そんな微妙な沈黙に、どれだけ待っても次の言葉が返ってくることはなかった。

「……陛下？」

　どうしたのだろうと少しだけ顔を離して、いつになく穏やかなその顔を窺う。

　閉じられたままの瞼に、漏れ聞こえてくる規則的な呼吸。どうやらそれが寝息らしいと気がついて、ロゼは目を瞬いた。

　一体どれほど疲れていたのか。

　ロゼの身じろぎにもまるで目を覚ます気配がないのだから、本気で眠っているのだろう。
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　こうして力の抜けた時だけ、ようやく年齢相応の青年らしさを覗かせる顔。綺麗なその顔を見上げて、小さく息をつく。

　こうして自分の前で身を休めてくれたことを嬉しく思いつつも、何もなかったことを寂しくも思う──そんな自分は、たぶんギャザラに惹かれ始めている。

　そう。本当に、最悪なことに。

　ロゼの気持ちがどう揺れ動こうが、彼が一国を統すべる王である事実は変わらない。この人を好きになった先に残るのは、きっと前世でのどれよりも辛い、行き場のない気持ちだけだ。そんなことは、ロゼにだってよくわかっているのに。

　嫌な男だと、本気で思う。

　けれど、もどかしいくらい不器用で、いちいち腹立たしくて──それでいて意外と優しかったりもするものだから、どうしていいのかわからなくなる。

　そっと指を触れた褐色の肌。しっとりとした冷たいその頬に触れるだけで、わずかに脈打つ心臓が憎らしい。

　恋なんてものは、いつもそうだ。気がついた時にはもう落ちていて、そこから這い出る術が見つからない。そして、もがけばもがくほど深みにはまって抜け出せなくなる。

　せめて、これ以上深みにはまらないように。なかったこととして終われるように、こんな気持ちには蓋をしてしまえたらいいのに。

　そんなことを思いながら、長い溜息をひとつ吐き出して。ロゼはあどけない表情で眠るギャザラのその顔を、飽くことなくただ眺め続けた。











六、そして、花開く












「お願いします！　副庭師長。クリスタルローズの」

「くどい」

　三文字で遮られた言葉。深々と下げていた頭を上げれば、既に遠ざかりつつある広い背中が目に入る。

「ご指導いただけるまで、毎日でも来ますから！」

　去りゆく背中に投げかけたそんな言葉も、毎朝のことともなれば慣れたものだ。

「陛下の次は庭師長。その次は副庭師長。見た目によらず、とんだ好き者だな」

　通りすがりに投げかけられる、こんな嫌いや味みもまた同様に。

　宮殿へと続くメタセコイア並木。王の街道と呼ばれる、その並木道に敷き詰められた芝上のゴミを集め水を撒まく──そこから、宮廷庭師たちの一日が始まる。

　人々が宮殿にやって来る前。宮廷庭師総出で行うその作業には当然、ロゼも毎朝参加をしていた。

　鳥形の精霊たちが見事な舞いを披露しながらゴミを集め、水の精霊たちが空中へと豪快に水を放っていく、そんな圧巻の光景の傍らで。ゴミ拾い用の長いトングを手にしたロゼは、ちらりと声の主を一瞥した。今朝も、つれない相棒はただロゼの肩にのって、前髪をぴょこぴょこと揺らしている。

「貴方も毎日毎日……そんなに私にかまってほしくて？」

「なっ」

　同時期に雇われた同僚の男は、こうしてよく絡んでくる。

　それでもまだ、明瞭なやっかみの類はあしらいやすくていい。ロゼの担当する場所にやたらとゴミが多かったり、ヴァレンティナの庭園の前に枝木がごっそり捨てられていたり。地味で低レベルながらも、対処に時間をくうような嫌がらせのほうがむしろよっぽど厄介だ。

　それでも、ロゼに対する反感がその程度で済んでいること自体、恐らくはギャザラのお陰なのだろう。少なくともロゼは侍女を始めとする宮殿の使用人たちには、同情や憐れん憫びんを込めてかなり温かく受け入れて貰えているし、庭師たちからだって直接的な攻撃を受けたりはしていない。

「悪いけど、貴方にかまっているほど暇でもないの」

「誰が、おまえなんかに……！」

　地団駄を踏んで去っていくその背をいっそ微ほほ笑えましい気分で見送りながら、ロゼはまたゴミ拾いへと戻った。

　──本当に。

　学ぶべきことも、やらなければならないことも山積みで、毎日時は飛ぶように過ぎて行く。

　けれど、それが今は心底ありがたかった。

　一週間前のあの朝。ロゼが目を覚ましたその時には既に、ギャザラの姿は部屋の中にはなかった。代わりにあったのは以前と同じ薬入れと、またもやびっしりと葉がついたままの百合で。

　寝台横のテーブルに無造作に置かれたその贈り物。『しきたりだから仕方なく』という気持ちが透けて見えるような、ひん曲がったリボン。その乱雑な結び目に触れれば、次は一体いつになるのだろう、とひどく寂しいようなホッとするような複雑な感情が胸にこみ上げた。

こんな気持ちは本当に、最悪だ。

　いっそその腕の心地よさも、触れた肌の感触も全て忘れるくらい忙しくあってほしい。

　そんなことを考えて、ロゼはこれで何度目になるかもわからない溜息をまた零した。
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　そんな多忙な日常──苦労はあれど充実した日々の中で、頭の片隅へと追いやられていた問題。

　それが何一つ解決などしていなかった、ということを思い知らされる出来事が起こったのは、その日の夕食後のことだった。

「なんですって……？」

　アリスが部屋に届けてくれた自分宛の手紙。

　広げた二通の手紙を何度も読み返してようやく吞み込めた事態に、思わず吐き出した声は情けないほど震えた。

「ロゼさま？　ロゼさま、どうされました？」

　尋常ではない様子を察したのだろう。心配そうに顔を覗き込んでくるアリスに、笑みを取り繕う気力すら起こらない。

「ごめんなさい、アリス。今夜はもう一人にしてもらえる？」

「ロゼさま……。かしこまりました。けれど、何かありましたらなんなりとお声をかけてくださいね」

　一瞬何か言いたげに顔をしかめた彼女は、けれどそれだけを言い残して部屋を辞してくれた。

見慣れたその背を見送って、フラつく身体でどうにか寝台の縁へと腰を下ろす。

　とたん、どうにか気力で保っていた身体が支えを失ったかのように、ぐらりと大きく傾いだ。

スティード・ベル。

　上質な紙に記されたその名前を見た瞬間から、悪い予感はしていた。

　とうに縁が切れているものと思っていた、元婚約者のその名前。

　彼は怒っていた。当然だ。

　スティード・ベルは昨日になって初めて、ロゼが今宮殿に身を置いていることを他人から聞き及んだらしい。広げた手紙には、その件に対する怒りと共に、彼がこれまでバレッタ家に渡した金銭の詳細が事細かに記されていた。

　そして。

　それと同時に届いた、弟からの手紙。

　バレッタ家に届いたというロゼ宛ての大量の請求書を見れば、何が起こったのかは一目瞭然だった。

「なんで、こんなこと」

　行き場のない怒りに手が震え、つんと瞳の奥が痛む。ダメだと思っても、瞬まばたきをした瞬間零れてしまった涙。一度堰せきを切ったが最後、それは次々と溢あふれて止められなくなった。

あの時、娘の身を国王へと差し出して得た報酬。父はそれを婚約破棄のために使うどころか、何か別のことに全てつぎ込んでしまったらしい。

　婚約者が自分へ贈ったのだという装飾品やドレスも、ロゼは何一つ目にしたことがない。

　ロゼがせっせと送っていた仕送りこそ、どうにか返済に充てていた。けれど、この国における宮廷庭師の地位は高い。そんな職にどうにかありついた娘の名義で、また莫ばく大だいな借財をこしらえた。

首が回らない、というのはまさにこのことだ。

　何故、あの父ならばやりかねないと、そこまで考えなかったのだろう。

　きっとあの金を──娘の身を売ることで得たその金を手にすれば、少しは目が醒さめるのではないか。そんなことを、根の部分で信じてしまっていたのだろう自分が、ひどく情けない。

　今すぐ職を辞して自分のもとへ嫁ぐか、これまで渡した金銭に賠償を上乗せした分を支払うか。スティード・ベルの提示した選択肢はその二つだ。

　彼はこの、ロゼ名義で重ねられた借り入れの件をまだ知らない。当然、こんな借財まみれの身で嫁ぐわけにもいかないが、これまで稼いだお金のほとんどは生家へと送ってしまっているのだ。賠償どころか、渡されていたという金品分だって、返すあてなどどこにもない。

　万が一返せないのであれば母や弟を売れ、だなんて物騒な台詞で手紙は締めくくられている。こんな現状が知られれば、屋敷はおろか本当に母や弟を売られかねない。

　──一体どうしたら。

　途方に暮れている暇なんてない。今すぐにでも、解決策を考えなければ。

　そんなことはわかっているのに、感情がぐちゃぐちゃでただ涙だけが止まらない。







　どれくらい、そうして泣いていたのか。

　コンコンコン。

　突然響いたノックの音。

　一拍おいて開かれた扉に、アリスが戻ってきたのかと顔を上げて、次の瞬間息が止まりそうになった。

一週間ぶりに目にした、その姿。

　紫色の瞳がロゼの姿を捉えて、すぅっと細められる。

「……っ、陛下、あの」

　慌てて涙を拭ったところで、熱を持った瞼がいきなり治まるわけもなく。まさか今夜彼がここへ来るだなんて考えてもみなかったがために、下ろしっぱなしの髪にはまだ櫛くしすら通していない。

ひどい顔だとか、職務怠慢だとかなじられてもこればかりは言い返せない。

迷いなくこちらへ歩いて来たその人に、どうにか礼だけでも取ろうと慌てて立ち上がる。

　けれどロゼが頭を下げるより早く、鋭い声がその場に落とされた。

「おまえの様子がおかしいと、あの侍女から聞いた。見せてみろ」

　最初に出会ったときのような、有無を言わせぬ寒声。抗う気力も湧かずノロノロと手を差し出せば、そこから攫うようにして手紙が奪われた。

　ややあって、耳を打った長い溜息。

「気に食わないな」

　そう吐き捨ててロゼを見下ろしたその目は、ゾッとするほどに冷ややかだった。

「そうして泣いているということは、こんな事態になってもまだ、自力でどうにかしようなんて考えているということだろう。おまえの父親はどうしようもない人間だが、それを諫いさめられない母親や息子も同罪だ。いっそ本当に屋敷ごと売り払おうとは思わないのか」

「そんな……弟はまだ幼いですし、母も父に手を上げられて何も言えないだけなのです」

「その台詞は二度目だ」

「え？」

「何度繰り返せばわかる？　そんな幼い時分からあの家のために奔走してきたのは誰だ？　結局おまえがなんとかしてくれると、そう思っているからつけ上がる。これはもう、おまえ一人の手に負える状況ではない。一度くらい自分たち自身で尻拭いをさせるべきじゃないのか」

　言い返すべき言葉がない。厳しいけれど彼の言っていることは、もっともだ。

　けれど、ロゼがもしここで母や弟を捨てられるような性分であれば、そもそもきっとこんなことにはなっていない。気弱な母はそれでもロゼや弟に自分の分の食事をいつも分け与えてくれたし、弟は弟なりに家をどうにかしたいと必死になって勉強をしている。

　バカだとはわかっている──それでもそんな彼らを、あの家を、やはりロゼは捨てられない。

「陛下の仰る通りです。でも……私には捨てられません。大切な家族なのです。私が守らなければ」

「それで？」

「え？」

「そんなおまえのことは、一体誰が守ってくれるんだ？　躊躇いなくおまえを売った父親か？　おまえがどんな目に遭っているのかわかっていて、一度も会いにも来ない母親や弟か。ばかばかしい。おまえの言う、その大切な家族とやらは、おまえがこうして今泣いていることすら知らないんだぞ」

　息が、詰まりそうになった。

　それは、ロゼが必死に目を伏せて、蓋をしてきた部分だ。

『おまえは一人でも大丈夫』──前世でも散々言われたそんな言葉を、自分自身に言い聞かせながら。

　そうしていないと、踏ん張れなかったから。今にも崩れてしまいそうだと、自分でもわかっていたから。




「助けてほしいか」

　ぐっと押し黙ったままのロゼへ、長い溜息と共に投げかけられた言葉。

　驚いて顔を上げれば、鋭いその視線に絡め取られた。

「助けてやってもいい。アンタが、全てを俺に差し出すのなら」

「すべ、て……？」

「身も心も未来も全てだ。全部、俺に差し出せ」

　──なんてことを言うのだろう。

　淡々とそんなことを告げる彼の表情には、相変わらず感情らしきものは見てとれない。けれど、自分を見下ろす目が熱を孕んで見えるのは、たぶん気のせいではない。

「り、理解できません。これだけの借財の対価になるほど、私に価値があるとは思えませんし、陛下は既にそれをできるだけの権利がおありのはずです」

『最後までしないでと言ったら、聞いてくださいます？』

　そう。むしろあんな言葉を律儀に守ってくれていることのほうがおかしなくらいなのだ。報酬なら、とっくに払われている。こんな莫大な借財の対価になどしなくとも、本来彼にはロゼに全てを差し出させる権利がある。

「くだらないことを言わせるな。同情でこんなことは言わないし、おまえ自身が望まないと意味がない」

　同情でないのなら、それは一体なんなのだろう。

　みるみるせり上がる熱に、身体中が火照りだす。

「もう一度だけ聞く。……助けてほしいか」

　初めて聞くような、優しい声。

　手を差し伸べてくれているのだ、と悟った。なんだかひどくねじ曲がってはいるけれど。こんな形でもなければ助けを求めることすらできないロゼのことを、全てわかった上で手を差し伸べてくれているのだと。

　助けてほしいだなんて。

　守ってほしいだなんて。

　そんなことは思いたくもなかった。今度こそ一人で生きていくのだと、そう決めていたはずだった。くしゃり、と思わず顔が歪む。ぐっ、と一度唇を引きしめた拍子に、涙の残ざん滓しがポロポロと頬を伝った。

「っ……助けて、ください……」

　記憶にある限り初めて口にしたそんな言葉は、情けないくらいに震え掠れて。抱き寄せられた腕の中。

　生まれて初めて人の胸で流した涙は、どうしようもないほどに温かかった。







「へ、陛下！　まだ髪も梳いていませんし、顔ももう少し落ち着いてからで」

「どうせ髪は乱れるし、おまえはまた泣く。いいから黙れ。往生際が悪い」

「そうは仰いますが！」

　確かに寝台に押し倒されておきながら、こんなことを口にするのは、往生際が悪いかもしれない。

　けれど、さっきから心臓が痛いくらいに煩くて、何か喋っていないと落ち着かない。その理由は自覚しているだけに、なおさらだ。

「せ、せめて少しでも可愛いと思われたい……ものなのです」

　自分で口にしながら、一体何を口走っているのかと思う。いろいろなことが一気に起こりすぎて、錯乱しているとしか思えない。

　ごにょごにょと尻すぼみになった言葉に、一拍遅れて苛立ったような声が返ってきた。

「いきなり突っ込まれたくないのなら、もう黙っていろ」

　鼓膜を震わせた、その独特な声が掠れている。

「っ」

　意味を理解して、びくりと震えた身体。

　近づいてきた不機嫌そうな顔に慌てて目を瞑れば、唇に、首筋に、胸元にと音を立てて何度も唇が落とされた。

　いつになく性急な動きで、寝衣の隙間から素肌に触れた手。ひやりと冷たいそれが内腿をなぞり、感触を楽しむかのように下肢の間の茂みを指で弄ぶ。

　触れてほしい場所に、触れそうで触れない意地悪な指。

「陛下」

　催促をするように彼の頬を両手で掴み、こちらからも口づける。ついばむような軽い口づけを何度も繰り返せば、頭を抱え込まれて噛みつくように唇が吸われた。

「あっ、ん……っん、ぁ……ふっ」

　何度も角度を変えて食まれる唇。茂みを掻かき分わけた指が、一度確かめるかのように襞壁をなぞり、ロゼの蕾を捉える。期待と興奮で既に固く膨れていた花芯をぐりと撫でられて、びくんと大きく身体が跳ねた。

「っん、っあ……ぁっ！」

　ロゼの入り口から溢れた蜜を指先で掬っては、わざとらしくクチクチと湿った音を立てて肉芽を転がす指。

　きっとそうやってロゼが恥ずかしがるのを、楽しんでいるのだろう。本当に性格が悪い。

　抗議の意味も込めて、絡みつく舌にやんわりと噛みつけば、一層楽しげに彼の指はロゼを攻め立てた。

「はっ……あっ、あっ、っや、陛下」

　離された唇から漏れた声は、自分でも恥ずかしくなるくらい甘ったるい。

　滑り落ちてきた唇が、ぷくりと膨らんだ胸の頂きを食む。敏感なところを同時に攻められて、ガクガクと脚が震えた。

「おまえは身体のほうがよほど素直だ」

「っんん……!!」

　それは、貴方がいちいち突っかかってくるから。

　皮肉交じりの嘲笑うかのような声にそう言い返そうとしたところで、ふっとロゼの秘所へと埋められていた手が離れた。

　中途半端に放り出されて疼く身体。その熱を鎮めてくれると知っている手を、目が追う。

「陛下？」

　もはやほとんど意味をなしていなかったロゼの寝衣を取り去る手。その手がそのまま自らのストールにかかり、次いで丈の長いシャツを脱ぎ捨てるのを、茫然とした気持ちでロゼは見つめていた。

「へ、陛下!?　あの、どうして」

「おまえが脱げと言ったんだろう」

「それはお妃様との、初めての夜のことで」

　自分で口にしながら、これは想像以上にひどいものだとロゼは眉をしかめた。

「陛下と肌を合わせる権利は、私にはありません」

　アンガスは割と性に奔放な国だ。けれど、そこにはそれなりに独自のルールがある。素肌を合わせるという行為は基本的に、正式な夫婦となった夜からようやく許されることだ。あるいは、それを正式に決めた夜から。

　基本的に身分が高くなればなるほど順守されるそのルール。当然ながら、ロゼにはそんな権利はない。ましてや相手はこの国の国王だ。だというのに、そんなこと百も承知であるはずの彼は、全く聞く耳を持ってはくれなかった。

「問題はない。ほら、少し触ってみろ」

「っ……！」

　止めようもなく、全てを脱ぎ捨ててしまったギャザラの身体はとても美しかった。

　氷の民ツヴァイ特有の褐色の肌。よく締まった綺麗な筋肉を纏った身体は、まるで芸術品のようだ。

　ただひとつその中心で存在を主張している、醜悪なもの。うねうねと太い血管が浮き出たその屹きつ立りつへと手を導かれて、ロゼは息を呑んだ。

　前世では確かに触れたことがある。けれど、民族の差だろうか。こんなにも巨悪なものは記憶にない。一瞬怯ひるんだロゼの表情を見逃さず、ギャザラはロゼの手の上からそれを上下に動かした。手に伝わる生々しい感触に、一気に耳まで熱くなる。

「嫌なら拒否していい」

「嫌……では、ないです」

　口から零れた言葉は、意地ではなく素直な気持ちだった。

　受け入れるのを怖いと思う気持ちがないわけではない。けれど、嫌だとは思えない。

「っ！」

　意を決し、身体を起こして自分の意思で手を動かせば、今度はギャザラが息を詰めた。

　気持ちいいのだろうか。苦しげにしかめられた顔に、胸がとくんと音を立てる。

「は……っ、っ」

　先端に滲んだ透明な液体。指で掬ったそれを擦りつけるように伸ばしていく。大きく張り出た先端の下にある、くびれの部分に手をかければ、更に手の内のものが嵩を増す。

　いつも無愛想な美しい顔が快楽に歪む様は、とても淫いん靡びだ。

　そんな顔がもっと見たくて、張り出た先端に唇を落とせば、突然荒い吐息と共に強い力で身体を引ひき剥はがされた。

「誰にそんなことを教わった？」

「え？」

「アレはあくまで貴族令嬢向けの本だったはずだ」

　低くうなるような声で問われ、遅れて呑み込んだ現状に思わず身が強張る。

　確かにこの国では、そういった行為は娼婦たちのやることという認識だ。だからあの本にも、口を使う方法はおろか手でやる方法だって、書かれてはいなかった。

「おまえの好きな男とやらは、こんなことをおまえに教えたのか」

「え……」

　明らかに誤解されている。だが、前世の記憶を頼りにやってしまったこと。弁明をするなら当然その記憶についても話をしなければならない。

『誰にも言うんじゃないよ』とそう自分を叱りつけた時の両親の顔を思い出す。気持ちの悪いものを見るような、猜さい疑ぎと拒絶に満ちた顔。

　ロゼが最初に口にした『初めては好きな人に』なんて話を、彼が未だに覚えているとは思わなかった。けれど、それを撤回してこの話をしたところで、なんの意味があるだろう。頭がおかしいと思われるか、気味悪がられるか──いずれにしても、良い顛てん末まつなど思い浮かばない。

困り果ててオロオロと口を噤むしかできないでいると、これ以上ないほど不愉快そうな声と共に、再び寝台の上へと押し倒された。

「まぁ、いい。二度と触れ合うことのない相手だ。諦めろ」

「え、あ……？　陛下!?」

　大きく開かれた脚の間に、躊躇いなくその美しい顔が埋められるのを見て、思わずギョッと目を瞠みはる。それこそ国王が妃でもない女相手に、わざわざすべきことではない。

「いけません、陛下！　貴方が私にそんなことをする必要は……っ、んん」

「それは俺の決めることだ」

　ふっと敏感な部分をかすめた熱い吐息。慌てて脚を閉じようにも、彼の身体が邪魔で閉じられない。伸びて来た舌が敏感な蕾を捉えた瞬間、びくりと大きく身体が戦慄いた。

　花芯を唇で甘噛みされて、ぬるりと襞を舐なめ取られて。先に一度火を付けられていた身体が、快楽を拾うのは早かった。

「やっ！　あっぁ、あ、陛下、っあ」

　恥ずかしくて恥ずかしくてたまらない。だというのに、口から零れるのは嬌きょう声せいばかりだ。

　膨れ上がった肉芽を丁寧に舐ねぶりながら、入り口を弄っていた指が少しずつ奥へと進んでくる。ぐずぐずに蕩とろけた隘路を慣らすように、繰り返される抜き差し。それ自体はまだ苦しいのに、じゅるりと花芯を吸われれば、中からとめどなく蜜が零れた。

「ッあぁ……！　っや、んっ、あっ！」

　くぷりと音を立てて、もう一本の指が差し込まれて。その苦しさを紛らわせるかのように、舌先の愛撫は更に執拗になる。

「あっ、やっ……陛下っ、ダメ、ァアッ……ッッ!!」

　花芯や襞をやんわりと吸われて、小刻みに震わされて、膣壁を擦られて、一気に上りつめる。

　興奮や期待も手伝った深い絶頂。

　目元を手で覆い、その余韻に浸りながらも乱れた呼吸を整えていると、内腿に彼の素肌が触れる感触がして。ぬかるんだ蜜口にぐっと堅いものが潜り込んできた。

「んっ！」

　ギャザラが何をしようとしているのかを悟って、うっすらと開けた瞼。その身を抱きしめたくて伸ばした手は、強く絡めとられて、シーツの上に押しつけられた。

「優しくはできないが……、大切にする」

　呟くような声はひどく掠れていたけれど、ちゃんとロゼの耳に届いた。

「へいっ、かっぁ……っ」

「っ……は」

　ドロドロに蕩けて蜜を滴らせていた隘路を、半ばまでゆっくりと押し開いた肉茎。

　ふっと苦しげな溜息がその場に落とされて。

「っは、ぁああっっ……!!」

　一度だけわずかに引かれたそれが自重をかけて、躊躇いなく一気に押し込まれた。

　とうに忘れ去っていたような苦しさと疼とう痛つうに、声にならない声が漏れ、ボロボロと反射的に涙が零れる。

「ロゼ」

「っ……！」

　初めてまともに呼ばれた名前。

　うっすらとその目を開けば、無表情ながらも気遣わしげにこちらを覗き込むその人の顔が目に入った。

　──そんな顔もお妃さまに取っておけばいいのに。

　強引で、口を開けばロクなことを言わないくせに、こんな時ばかり優しいだなんて、本当に嫌だ。

「痛いか」

　痛いし、苦しい。

　けれど、悪くはなかった。痛みに震える自分のその中にいるのが、彼だというだけで。

　理屈ではない。胸が苦しくて、それでいてひどく温かい。

　フルフルと首を横に振れば、つられるように涙が零れる。

「大丈夫、です……っ、からお好きにしてください」

「っ、おまえは」

　言葉の先はなかった。ただ、荒々しく息を吐いた彼が、その指先でロゼの頬の涙を拭って。

　ぐっと引かれた腰。間髪入れずにギャザラの屹立が再び、ロゼの最奥を抉えぐった。

「ぁ、っ……!!」

「っ、ロゼ」

　ずるずると押しては引いて、まるで自分の形を覚えさせるかのようにロゼの膣壁を抉る楔。

　容赦のないその動きとは裏腹に、ロゼのその名を呼ぶギャザラの声は、信じられないほどに甘い。乱れた髪を梳くその手も、頬や額や唇に何度も落ちてくる口づけもまた、同様に。

「っ、あっ、やっ、陛下！　陛下っ……！」

　腰がぶつかるほど強く何度も奥まで貫かれて、鈍痛と苦しさから逃れるように目の前の大きな身体にしがみつく。想像以上に広い背中は激しい行為のせいか、じんわりと汗ばんでいてひどく艶めかしい。

「は……、ロゼ」

　その名を呼ぶ甘やかな声。耳をくすぐる荒々しい吐息。

　これまでのような余裕の一切感じられない行為はけれど、まるでどうしようもないほどに欲されている気がした。

「っあ、ぁあ、んっう！　っは、陛下……っ！」

「っ、くそ……気持ちいいな」

　切羽詰まったような、低く掠れた声。

　ロゼの脚を抱えた彼の律動が一層激しさを増して、必死にその背中へとしがみつく。

「陛下っ！　っ陛下！　やっ、あっ、あぁっ」

「っ、ロゼ。もう、出す……っ」

「ぁっ、ん……っ」

　苦しげにひそめられた眉。

　激しい抽迭に合わせて、揺れる銀色の髪。汗の滲んだ、褐色の肌。

　一際激しくロゼの最奥へと自身を穿うがって、低い呻うめき声ごえと共にギャザラはピタリと動きを止めた。

　苦しいくらいに腰を押しつけられて、吐き出された熱い飛沫。ゆるゆると腰を揺すりながら、二度三度と、全てを出しきった彼が溜息を零す。

　満足げなそれを耳にして、ロゼもそっと瞼を伏せた。

　身体はひどく疲れているし、あちこちが痛い。けれど、なんだかとても満たされた気分だった。

　言葉もなく伸ばされた手が、労わるかのように頭を撫でる。

　額に、唇に、頬にと降ってくる柔らかな口づけを、ロゼはウトウトと心地の良い微ま睡どろみの中受けとめた。





＊＊＊






　──認めたくはない。

　けれどいよいよ認めざるを得ないと、一週間前のあの朝。目を覚ましてすぐにギャザラはそんなことを思った。

　一度のみならず、二度も拒まれた。

　それでも卑ひ怯きょうな手まで使って傍に置いた彼女の、唯一の願いくらいは叶えてやるつもりだった。

　けれど、それも怪しくなってきた。

　もはや誤魔化しようもないほど膨らんだ感情。なけなしの理性で、その離しがたいほどに心地よい温もりから手を離したばかりだった。

　だというのに。

　これで二度目になるロゼの泣き顔。それが、全てを無に帰した。

「痛むか」

　加減なんて、まるでしてやれなかった。

　どんな手を使ってでも手に入れたいと思ったその人を、真実弱みにつけこんで手に入れた。してしまったことを後悔する気持ちはないが、それでもまるで気を遣ってやれなかったことだけは本当に情けない。

「大丈夫です。陛下、あの」

「なんだ」

「このままここにいらっしゃっても、大丈夫なのですか」

「そのひどい腫れ顔をもう少し拝んでから行く」

「明日のほうがきっと面白いことになっていますよ」

「明日も来て欲しいのか」

「明日も、いらっしゃりたいのですか」

　いつも通りの応酬。けれど本気で疲れているのか、泣きはらして腫れた瞼は今にも閉じてしまいそうなほど、重たげだ。

「おまえが眠るまではいる」

　溜息交じりに漏らした言葉は、彼女にとって迷惑以外の何ものでもないと知っている。

　選んだのは彼女だ。けれど、最初から彼女にとって他の選択肢などないにも等しい状況で。あの時、彼女は確かにギャザラの身体を押し返そうと手を伸ばしていた。気がついていながら、止めてやることができなかった。

　できることなら初めては好きな人に──そんな彼女のささやかな願いは、二度と叶うことはない。

　疎まれて当然なのだと思う。それでも、やはりこんな状態の彼女をひとり残しては行けない。

「陛、下……」

「なんだ」

　一体何を言いかけたのか。

　問い返しても、もう彼女からの返答はなかった。ピタリと閉じてしまった瞼。これで二度目になる寝顔に、小さく溜息を零す。

　遮る物なくピタリと重なった身体。素直に身を預けてくれている彼女の小さな身体は、驚くほどに温かく、心地がいい。

　──ずっと、この身を腕に抱いてみたいと思っていた。

『具合が悪いの？』

　こちらを覗き込んだその顔。真っ赤な髪が印象的な、利発そうなあの少女の面影は、今でもロゼの中に強く残っている。あの時、迷いなくギャザラの額に当てられたその手はとても温かく、そしてどこか懐かしい土のにおいがした。







　宮殿という場所は、ギャザラたち母子にとっていつも針の筵むしろだった。

　特に苛烈だったのは、父王の目を盗んで行われる二人の異母兄たちからの攻撃で。その時もギャザラはムニラの粉末を飲まされた上で、『市街の視察』という名目のもと宮殿から締め出されていた。

　ムニラという植物をすり潰して作る粉末は、肌を白く髪を真っ黒に染めてしまう不思議な効果を持っている。ただし、それは本来肌や髪に塗り込めて使うものだ。口から飲み込めばより効果が長いのは確かだが、代わりにひどい眩暈めまいや吐き気、頭痛に苛さいなまれる。

　だが、それすらも当時のギャザラにとっては、さして珍しくもない日常そのものだった。

　ふらふらとした足取りで、ギャザラが向かう場所はいつも決まっていた。

　市街の外れにある、大きな柳の木。なんの華やかさもなく、それ故に人々から忘れ去れたようなその場所に、ぽつんと置かれたベンチ。近くに見える貴族家の大きな庭園から、いつも明るく澄んだ声が風に乗って届く場所。

　その声の主をギャザラは知っていた。

　燃え上がる炎のような髪が印象的な、くるくるとよく働く少女。老齢の庭師につきながら、本当に楽しげに働くその少女。

　初めて彼女を見かけた時は、ただ物珍しさに目を留めただけだった。

　その家の者なのか、それとも庭師の娘なのか。彼女の素性は何一つ知らなかったが、ハッとするほどに明るい笑顔が何故だかとても強く目に焼きついて。気がつけばいつもその姿を探すようになっていた。

　彼女はよく笑う。よく喋る。何を言っているのかまでは聞こえないが、それでもとても綺麗な声をしている。そして、彼女の周りはいつも温かそうに見えた。

　初めて言葉を交わしたその日のことは、今でもよく覚えている。

　目当ての姿がないことに落胆し、身を横たえたベンチ。その日は特段に具合が悪く、閉じた目に、さわさわと葉の揺れる音が耳に心地よかった。

　不意に、人の気配を感じたのはその時だ。

　反射的に見開いた目に、鮮やかな赤色の髪が映る。勝気そうな鳶色の瞳が、驚いたように丸まっていた。

　いつも遠目に眺めていた顔。それが近くにあることに、ガラにもなく動揺した。

「ごめんなさい。人がいるとは思っていなくて」

　初めて自分へと向けられたその声は、これまで聞いていた以上に涼やかで、とても耳に心地がいい。

「いや、かまわない。もう行く」

　他人の気配は苦手だ。早くこの場を離れよう、と身体を起こしかけてクラリと目が眩くらんだ。反射的に覆った瞼。

ふわりと額に手が伸びて来たのは、その時だった。

「具合が悪いの？」

人の体温なんて一体どれくらいぶりだったのか。

「っ……触るな！」

　反射的に怒鳴ってしまってから、後悔した。驚いたように少女が、手を離して瞠どう目もくしている。

「悪い。でも、触らないほうがいい。ただの寝不足だ、もう大丈夫」

　矢継ぎ早に口にして、ふらつく身体を起こす。

　とんっ、と彼女が隣に腰を下ろす気配がして、ぐっと腕が引かれた。突如目の前に再び広がった赤。一瞬、何が起こったのか本気でわからなかった。

「よくわからないけれど、少し休んでいくといいわ。とてもじゃないけど大丈夫そうには見えないもの」

「っ、だから俺に触るなと！」

「いいから寝なさい。こういう時はちゃんとお姉さんの言うことを聞くべきよ」

「なっ」

　こんな物言いをされるのは初めてだ。遠慮なく人の頭にベタベタと触れる手も、ましてやこんな体勢も。

　触るな、いいから寝なさい。そんな攻防を繰り広げている内に、いつの間にか意識が遠くなった。お節介で、減らず口の不愉快な女。けれどその温かな手や、耳に響く声はとても心地が良かった。

　名は名乗れない。そう告げれば、じゃあ私も名乗らないと言い返してきた──その名も知らない少女への気持ちを自覚したのは、何度目かに言葉を交わした時。

　彼女は泣いていた。

　いつものベンチで、いつものように柳の葉がサワサワと心地よい音を立てる中。ただ静かに唇を食んで、声もなく。

　借金まみれの父親が妻子を苦しめるだなんて、よくある話だ。だが、それに自分一人で立ち向かおうとする娘なんてものは、初めて目にした。

　──自分が、不ふ甲が斐いないの。

　自らの不遇を嘆くでもなく、恨み言を漏らすでもなく、ただそう言って独り、泣いていた。そんな彼女はとても強くて、悲しいほどに弱かった。

『俺と一緒に逃げないか』

　そんな愚にもつかないことを口走ったのは、後にも先にもあの時だけだ。

　彼女よりも更に年下の、なんの権力も、財産も持たない男。素性すら明かせず、それどころか目線も彼女よりも低ければ、その手も彼女よりまだ小さい。それでも、あんなにも強く何かを守りたいと思ったのは初めてだった。

　本気で、目の前のその人を守るためならなんでもできると、そんなことを思っていた。若気の至り。まさしくその通りだ。『逃げる』だなんて、そんな幼稚な手段しか持たないくらいには、ギャザラは子どもで。彼女は確かに『お姉さん』だった。情けないことに、当時のギャザラなんかよりも遥かに、身も心も。

『無理よ。貴方を守りながら逃げるだけの力は、私にはないもの』

それは彼女にとって自分が守るべき対象であって、守られるような相手ではないのだと、痛烈に思い知らされた瞬間だった。

　運命なんて、とても残酷なものだ。

　自分の身長が彼女のそれを追い越す時、その手が彼女のそれを包み込めるくらい大きくなった時

　──彼女は既にもう他の誰かのものになっている。

　それは覆しようのない時の流れだった。







「探す気なんてなかったんだがな」

　艶やかな赤髪。頭を撫でる度指先を滑り落ちるそれを眺めて、思わずそんな言葉が漏れる。

『そろそろ妃を』なんて話が出るたびに脳裏をよぎったその人は、もう誰かと人生を共にしているはずだった。誰かに守られ、幸せな家庭を築いているはずだった。

　姿形すら偽りで、素性はおろか名前すら明かしていなかった自分が今更出て行ったところで、どうなる相手でもない。だから、探し出してどうにかしようだなんてことは考えてもいなかった。

　自分の中でも、その気持ちはもうとっくに終わったものだとそう区切りをつけていた、はずだった。

　──だというのに。

　彼女は、現れてしまった。

　ある日、突然。それも、まだ辛うじて誰のものにもなっていない状態で、自分の前に。

　再びこみ上げた気持ちは、明確な男としての欲を纏って、以前よりもより強くギャザラの中へ根を張った。

「ロゼ」

　彼女は自分を恨むだろうか。憎むだろうか。こんな卑怯な手段で奪われたことを。愛する男との未来なんて二度とないと知ったなら、その時はまた口にするのだろうか。貴方なんて嫌いだ、と。二度目に会ったばかりの、その時のように。

　すっかり深い眠りに落ちている彼女の額に口づけて、穏やかなその寝顔を眺める。

　彼女を確実に手に入れるためにこれからやるべきこと。それを自分の中で整理しながら、ギャザラはこみ上げる感情に推されるようにして、小さなその身を強く引き寄せた。
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　ロゼの朝は早い。基本的に植物の水やりは気温が上がる前がベストであるから、もう長年染みついたクセのようなものだ。けれど、普段であれば起きてすぐにテキパキと動き始めるロゼは今、身じろぎどころか瞬きをすることすら忘れて、ただ目の前にあるその顔を凝視していた。

　滑らかな褐色の肌に、眩い銀色の髪。常になく穏やかな顔で、小さな寝息を立てているその人の腕はがっしりとロゼを抱き込んでいて。いつの間に着せられたのか。夜着越しに重なる肌はこれまでにないほどに温かった。

「へ、陛下？」

　そっと呼びかけてみれば、重たげな瞼がわずかに開く。

　けれど、本気で眠いのか。

　繊細な氷細工のようなまつげが揺れて。ウトウトとロゼを捉えたその瞳が、再び隠れたり現れたりを繰り返している。

「あ、あの？」

「ロゼ」

「っ！」

　何が起こったのか、一瞬理解ができなかった。

　とびっきり甘い声で呼ばれた名前。重ねられた唇が離れると、そこには信じられないくらい幸せそうな穏やかな笑みがあって、息が止まりそうになった。

「へ……陛下？」

「行くな」

「え？」

「もうどこにも行くな」

「っ……！」

　これは一体なんなのだろう。

　心臓がバクバク言って煩い。何度も落ちてくる口づけも熱く、頭を撫でる手はまるで宝物を愛めでるかのように優しい。

「おまえは温かくて、気持ちがいい」

　びくりと反射的に震えた身体。

『アンタは温かくて、気持ちがいい』

　全く同じことを、昔言われたことがある。真っ黒な髪。目つきも顔色も悪いが、女の子と見間違うほどに整った顔立ちの少年だった。

　小さな寝息が耳を打って、ロゼは口を噤んだ。完全にまた眠りの世界へ引き込まれてしまっているらしい。ロゼの身体に絡みついた腕からは力が抜けている。

　──そういえば、似ているかもしれない。

　ぼんやりとそんなことを思う。

『これ。……俺は、別に……嫌いじゃないけど』

　ロゼは少年に、一度だけ贈り物を貰った。赤い髪と当時頬に浮いていたそばかす。それをひどくバカにされて落ち込んでいた、その次の週。

　とても質のいい、大人の女性用の帽子だった。半ば押しつけるように渡されたそれは当時の頭ではブカブカだったけれど、ロゼは一日も忘れることなくそれを被り続けた。

　穏やかな表情で眠るギャザラの顔に、手を伸ばす。その顔の中に、あの愛らしい少年の面影はない。だというのに、こうして見れば少しだけ似ている気がするのだから不思議だ。

　口は悪いけれど、とても優しい少年だった。二度目に心惹かれたこの人と同じで。

「ギャザラさま」

　抱えられた腕の中。いつも冷たいその身体をもっと温めてあげたくて、ロゼはその胸に身を寄せた。耳を打つ規則的な鼓動が、なんだかとても心地よかった。











七、舞い散る花は、実りを夢見る












　サクサクサクサク。

　木の剪定では、鋏はさみはなるべく音を立てないように、そして最後まで重ねず刃を滑らすようにして刈っていくほうが、無駄な力がかからなくていい。

　鋏を動かすたびにフワリと漂う葉の香り。耳を打つ小気味よい音。

　外壁沿いに植え直したオレンジの木を丸く刈り揃えていると、不意に後ろから声がかかった。

「ちょっといいかい、ロゼ」

　声の主は、すぐにわかった。

　手を止めて後ろを振り返れば、今日も変わらず完璧な出で立ちの庭師長が立っていた。汗ばむようなポカポカ陽気の中、きっちりとした礼服にストールまで羽織った彼はそれでも、汗一つかいていない。

「ダリル庭師長。もちろんです。中のベンチでいいでしょうか」

「あぁ。だいぶパートナーとして板についてきたじゃないか」

　クスリと笑みを漏らした彼の視線の先には、ロゼの落とした枝葉をせっせと熊手で集めていた精霊ネッドの姿がある。ロゼが鋏を閉じて作業用の分厚い手袋を脱ぐと、彼も熊手を置いてぴょこぴょことロゼの腕にまとわりついてきた。そのまま肩に乗せてやれば、今朝新しいリボンで留めてあげた前髪がふるりと揺れる。

「ダリル庭師長相手だととても素直なのですが」

　庭園の入口へと向かいながらも、そんなことを口にして溜息が漏れる。

「どうも陛下だけは嫌いなようで」

　ヴァレンティナほどではないが、ギャザラもたまに休憩がてらここを訪れる。けれど、その都度ネッドが突然邪魔をしてきて、二人の間で無言の攻防が繰り広げられる。あれは一体なんなのか。困ったものだ。

「嫉妬じゃないかな。お互いに、君を取られたくないのだと思うよ」

「まさか」

　すぐさま否定しながらも、わずかに熱を帯びた頬を隠すためにロゼは帽子を深く被り直した。

　あれからギャザラはほぼ毎日部屋を訪れる。相変わらず口を開ければロクな言葉は出てこないが、ロゼを求める腕はただひたすらに甘やかで、いっそ恨めしい。

『大丈夫だ。約束は必ず守る。おまえの悪いようにはしない』

　ロゼの縁談や借財の件は、全て片づけるまで少し時間がかかると。そう告げて来た彼が、なんでもないことのように淡々と続けた言葉。それにどれだけ安堵し、また泣きたい気持ちになったのか。きっと彼にはわからない。

　それだけに、契約の証しだとわざわざ渡された証文。今のこの関係がただの契約の結果だということを明確に示すそれが、日に日にロゼを苦しくさせていた。







「あぁ……やはり、いいな。とても面白い」

　庭園に足を踏み入れたダリルが漏らした、感嘆の声。

　白い小石を敷き詰めた通路の脇に、そして木々の隙間に植え込んだ濃緑の苔。ピョンピョンと飛び出たアヤメの葉に、ふんわりとした蝶のような小花を満開に咲かせたロベリア。ピンクがかったラベンダーも、薄い紙を重ねて作られたような赤いヒナゲシも、宮廷庭園内ではここにしかないものだ。

　外壁を彩るために外へと出した薔薇などの代わりに入れたそれらの花は、宮廷庭園内の気温の中では育ちにくい。けれど、日当たりが適度にあって風通しがよく、そこまで気温が上がらない──この環境にはとても良く馴染んだ。

　散々悩み、予算表を睨みつけながら考えただけあって、少しずつだが庭園としての形はできてきた。

　──とはいえ。

「まだまだです。クリスタルローズやメリエット等の高価な花はダメにしてしまいました」

　いずれもこちらの世界にしかない、高価な花々だった。同様に、最初から植えられていたものの中には、結局どうにもできなかった樹木も沢山ある。

「あぁ……その辺は、どうだ？　結局ロイズに指導は受けられたのか」

「はい。快く教えて頂けることになりました」

　そう。副庭師長のロイズはそういった花々に詳しい。ダメになりかけた木々を救うことにも。

　だから毎日、ロゼを避け通していた彼のもとへ朝昼夕と押しかけて頼み込むこと二か月。いよいよ鬱陶しくなったのだろう彼は、一日三十分だけという条件付きで指導をすることを約束してくれた。

　当然その経緯は、ダリルも知るところなのだろう。にっこりと笑ったロゼの顔を見て、こらえきれないとばかりに彼は笑みを漏らした。

「まぁ、許してやってくれ。女性の庭師なんて受け入れられないというプライドもあれば、あまり近づきすぎると陛下に殺されるのではという怯えもあってな。皆なかなか君には近づけないんだ」

「わかっています。それでもご指導いただけること、本当に嬉しく思います」

　彼らの知識はとても深い。庭師の仕事は、植物そのものに対する知識はもちろんのこと、地質や気候などの多岐に渡る知識、そしてもはや感覚や勘としか言いようのないものの積み重ねだ。教わることは無限にあって、知りたいこともまた無限にある。

　その一端に触れる機会をくれたのもギャザラだった。そんなことを思い出してまた、なんだか少し切なくなった。

「君には、もしかしたら辛い話かもしれないんだが」

　並んで腰を下ろしたベンチ。珍しく歯切れの悪いダリルに、無理やり笑顔を繕う。

「ラクスのエリアーデ姫が、この国を訪問されるというお話ですか」

「やはり知っていたか」

「今、宮殿はその話で持ち切りですから」

　噂によれば、エリアーデ姫は宰相がずっとギャザラの妃にと推していた相手なのだが、当の本人が渋っていたらしい。けれど先日かの国を訪れた際にエリアーデ姫を見初めたギャザラが、自分から正式な顔合わせを望んだのだそうだ。

　恐らく今回の訪問でそのまま婚約の運びになるのだろうと。宮殿中を賑にぎわせているそんな話は、当然ロゼの耳にも入ってきている。

「そうか。その件でな、当日に花開いたヴェール・リリーを調達するようにと宰相から通達があってな」

　彼の言わんとしていることを悟って、ロゼはそっと庭の一画へと目を向けた。ピンと伸びた茎。艶々とした葉の上には、ようやく膨らみ始めた大きな蕾が見える。

「ここのヴェール・リリーを当日咲かせて、刈るようにと？」

　この国の国花。とはいえ、ヴェール・リリーの育成はとても異質で骨の折れる作業だ。

　夜ごと球根を掘り上げては水に浮かべ月光に当て、それを全て朝日が昇る前にきっちりと同じ場所へ戻す。日中は日中で必ず、全ての葉を木もく酢さく液を沁しみ込ませた布で拭く作業を二時間置きに繰り返し、土が乾かないように常に気を配らなくてはならない。

「カイルが管理しているヴェール・リリーは刈るわけにいかなくてな。他に、今この花を育てているのは君ぐらいしかいないんだ」

　夜半に四苦八苦しているロゼを見かねて声をかけてくれた、壮年の庭師の顔を思い出す。

　彼の手がける場所は宮殿の階段前。ロゼのこれとは別品種の、少し小ぶりなヴェール・リリー。確かにあの見事な群生を乱すことは許されないだろう。

「わかりました。当日に咲かせられるよう、ご指導いただけますか」

「あぁ、もちろんだ。すまないな」

「いいえ……滅相もありません」

　どうにか上手く返そうとして、結局何も言えなかった。

　ヴェール・リリーは球根から花を切り離してしまえば、もうその球根自体がダメになってしまう。そして、この庭園の予算ではとうていもうヴェール・リリーの球根など買えはしないだろう。

　見てみたかったな。

　ダリルが出ていってしまった後の庭園を眺めて、ロゼは長い溜息を吐き出した。

　ヴァレンティナの綻ぶ顔もそうだが、満開に咲き誇るそれを見た時のギャザラの顔も──見てみたかった。

　エリアーデ姫は今年十六歳になったばかりの、とても美しく物静かな少女だという。

　ヴェール・リリーの花束。それを貰って綻ぶ姫君の顔はきっと、誰をも釘くぎ付づけにするほど愛らしい。

　──その場にいられなくて良かった。

　そんなことを、心の底から思った。

　きっと、それを見た時の自分の顔は、誰にも見せられたものではない。

　ベンチにぼんやりと腰かけたままのロゼの頬を、柔らかな毛が掠める。

「ありがとう、ネッド」

　ぽふぽふと頬を撫でてくれる短い手。いつもつれない相棒はそれでも、肝心な時にはとても優しい。

　本当に誰かとそっくりだと、ロゼは頬を緩めた。
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「いいのよ、気にしないでちょうだい」

　あれ以来決まって十五時頃この庭を訪れるヴァレンティナは、ロゼが下げた頭に穏やかな笑みでそう返してくれた。

　彼女付きの侍女がテキパキとお茶の準備を進めているところへ、腕一杯の焼き菓子を抱えたアリスが戻ってくる。

　慣れた手順でロゼがカップへと注いでいくお茶。

　真っ赤に色づいたハイビスカスティーの甘酸っぱい芳香が、その場に広がる。

　自分の持ち場を訪れた貴賓をもてなすのも、宮廷庭師の仕事の一つ。だが、それを抜きにしてもロゼは、彼女と話ができるこの時間がとても好きだった。

「そもそもね、ダリルのあのよく回る口でも止められないのなら、よほど強行な決定なのよ」

　おどけて笑うヴァレンティナが自分を気遣ってくれているのは明らかで、そんな彼女の優しさに思わず頬が緩む。

「ダリル庭師長はとても口がお上手ですからね」

「そう、特に綺麗な貴婦人の前ではね」

　この時刻になると彼の手がける王庭には、若い女性たちの楽しげな声が響く。間違いなく今、宮殿内で一番人気があるのは、彼なのだろう。

「でもね、実はあれで本当に好きな女性を口説くのは、とても下手なのよねぇ」

「え？　誰か心を寄せてらっしゃる方がいるのですか」

　歯の浮くような甘い台詞すら、さらりと口にできてしまうダリルがあの歳まで独り身なのは、特定の女性を作る気がないからだと勝手に思っていた。本命相手に四苦八苦する姿なんて想像もつかないが、あれだけ引く手数あま多たな人が心を寄せている相手というのも気になる。

　わずかに身を乗り出したロゼに、横からアリスの声がかかった。

「ロゼさま。リンジーが忘れ物を取りに戻っておりますので、本日のお毒見は私が」

　ヴァレンティナの口にするものは、必ずお付きの侍女が毒見をしている。

　見れば確かに、先ほどまでテキパキと立ち回っていた侍女の姿は庭園内にはなかった。

「あら、大丈夫よ。ヴァレンティナ様より私が先に頂くわ」

「そうは参りません」

　アリスはいつもそうだ。ロゼには毒見など必要ないし、それは決められた仕事でもない。だというのに、彼女はいつも必ずそれを申し出る。正義感が強く、とても心配性で、心優しい──そんな彼女が、こういう時は絶対に譲らないことを、ロゼももう知っている。

　いつもの流れで、取り分けてあったお茶を彼女が少しだけ口に含む。

「ヴァレンティナ様はご存ぞんじなのですか？　ダリル庭師長の」

　何事もなく置かれたカップに、ロゼが会話へと戻ろうとしたその時、だった。

　げほっと激しくアリスが咽せた気配がして。

「アリス……!?」

　大きく傾いだ彼女の身体を、反射的に受け止めた手。

　げほっ、げほっと何度も激しく咳せき込こむたび飛んでくる彼女の血が、ロゼの頬や胸元に飛び散った。

「きゃっ、きゃぁぁぁぁぁ……!!」

　その場に響いたヴァレンティナの叫び声。

「捕らえろ！　庭師がヴァレンティナ様に毒を盛った！」
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　叫んだ声は、誰のものだったのか。

　──いったい。

　いったい、今何が起こっているのだろう。

　庭園の入り口で待機していた兵士たちがバタバタと駆け寄ってくる中、ロゼは真っ青になったアリスのその身をただ茫然と抱きしめていた。
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「ですから私ではありません！　ヴァレンティナ様に毒を盛るだなんて、そんなこと」

「では何故このような物をわざわざ隣国から取り寄せた？」

　宰相が目の前に突きつけてきた青いボトル。庭園裏の物置に鍵をかけてしまっていたそれは、確かにロゼがダリルに頼んで取り寄せてもらったものだ。

「それは除草のために、かの国では普通に使われているものなのです」

「だが、ダリル以外にはこの薬の存在を知る者はいなかった。何故庭師学校も出ていないおまえが存在を知っている」

「それは……」

　同じような成分の物を前世で使っていて、かなり探し回って見つけたものだから。

　けれど、こんな状況でそんなことを言って誰が信じてくれるというのだろう。

「おまえの言動は常々おかしかった。私は何度も諫かん言げんしたというのに、それをダリルや陛下が毎度……」

「待ってください！　確かにそれを取り寄せたのは私ですが、本来はとても強烈な味と臭いがするはずなのです！　紅茶に入れたところで飲む前に気がつかないはずがありません！　絶対に別の何か」

「黙れ！」

「っ!!」

　振り上げられた手。

　罪人を隔離しておく塔の一室。後ろ手に縄をかけられた状態ではそれを避けることも適わない。

　とっさにギュッと目をつむって歯を食いしばったその時、だった。

「やめろ」

　静かに、その場に降りたクセのある声。

　驚いて見開いた目に思った通りの人が映って、安堵のあまり膝が崩れそうになった。

　振り上げられた宰相の手を掴んだ彼の顔は、相も変わらず冷え冷えとしていてなんの感情も読み取れない。契約を交わしているとはいえ、彼は決して味方ではない。だというのにその姿を見るだけで、ガチガチに強張っていた身体から急速に力が抜けた。

「話は、俺が聞こう」

「は……貴方はこの女に騙だまされているのですよ、陛下」

「それは、話を聞いてから判断する」

「僭越ながら、情にほだされた貴方では冷静に話を聞けるとは思えませんが」

「誰がどう見ても、今一番冷静さを欠いているのは貴方だ。早急に彼女を排除しなければならない理由が、何かあるのか」

　二人の視線が剣けん呑のんな光を帯びて、一瞬揺らめく。

　重苦しい束の間の沈黙ののち、振り払うようにして宰相が先に手を引いた。

「申し訳ありません。ヴァレンティナ様が狙われていたということで、仰る通り少し冷静さを欠いていたかもしれません」

「出ていろ。後で声をかける」

　短い返事と共に頭を下げて、宰相が部屋を出ていく。その間際じろりとこちらを睨んだその目は、ねっとりととても嫌な色を帯びていた。

「お前たちも外に控えていてくれ」

「はっ。ですが」

「この状態の女が、俺に危害を加えられると思うか。大勢の前で萎縮していては話も聞けない。何かあれば呼ぶから、出ていてくれ」

「はっ！」

　ロゼとギャザラを見比べた後、大きく首肯した彼らが出ていってしまうと、部屋の中はとたん水を打ったかのように静かになった。

　鉄格子の嵌められた窓。必要最低限のものだけが置かれたこの部屋は、初夏だというのにとても寒い。

「陛下！　アリスは、アリスはどうなったのでしょう!?」

　先ほどどれだけ宰相に問うても返ってこなかった答え。いても立ってもいられず張り上げた声に、腕を組んだ彼が静かにこちらを見下ろした。

「命に別状はない。しばらくは医務室にいることになるだろうが、後遺症などは残らないだろうというのが、医術師の見立てだ」

　一度目を覚ましたが、今はまた眠っている。

　付け加えられた言葉に、ほぅと心の底から安堵の吐息が零れた。

「そうですか。良かった……」

「このまま容疑が晴れなければ、おまえは斬首だ」

　斬首。

　恐ろしいその響きに、サァッと全身から血の気が引く。

「家族は？　その場合、両親や弟はどうなるのでしょう」

「おまえは……、こんな時にも他人の心配しか出てこないのか」

　呆れたかのようにすくめられた肩。

　長い溜息を一つ吐き出して。ふわりと目の前までやって来たギャザラが、その場へ腰を下ろす。

　同じ目線で、躊躇いなく伸びてきた手。頬に触れたそれはいつもと変わらず冷たいのに、なんだか泣きたい気持ちになった。嫌だな、と思う。この間こらえきれず号泣してしまって以来、この人を前にすると、涙腺がとたん緩くなる気がする。

「何故あの薬剤を知っていた？　それ以前に、おまえの庭園に関する知識には、確かに時折疑問を持たざるを得ない時があった。あれはどういうことだ？」

「それは……お話ししても、信じて頂けるかどうか」

「どういうことだ」

「幼い頃、両親にだけ話したことがあるのです。けれど、二度と口にするなと。絶対に他人の前で話すなと言われたきり、結局信じてはもらえなくて」

　当然このまま死にたくなんてない。けれど目の前のこの人に、あの時両親が自分へ向けたような目を向けられるのも、震えるほどに怖い。

「ロゼ」

　初めて、行為の最中以外で呼ばれた名前。自分を見つめるその目はとても冷ややかながら、ひたすらにまっすぐだった。

「信じる、信じないは話を聞いてから決める。だが、俺はおまえが毒を盛ったとは考えていない」

「陛下……」

「だから、やましいことがないのであれば、きちんと話せ。でないと、俺はおまえを助けてやれない」

　──ズルい。

　ギャザラはいつもこうだ。普段は口を開けばロクなことなど言わないのに、肝心な時には必ず欲しい言葉をくれる。そして、守ってくれるのだ。ひどく不器用な、彼なりの方法で。

　また、信じてはもらえないかもしれない。

　薄気味の悪いものを見るような目を向けられるかもしれない。

　けれど、彼なら。

　彼なら、もしかしたら。

　グッと胸にこみ上げたそんな感情に推されるようにして。

「話は、随分昔にさかのぼります」

　束の間逡巡した後、ロゼは覚悟を決めてぽつりぽつりと話を始めた。

　自分が幼い頃から持つ前世の記憶のこと、そこがどんな世界で、ロゼがどういうふうに生きていたのか。そして、ロゼがそれを話した時の両親の反応も、どうして庭師になろうと思ったのかまで。

　時折質問を投げかけながらも、彼はロゼの話を否定するでも途中で遮るでもなく、最後までただ静かに聞いてくれた。

「私のことを、頭のおかしな女だと思われますか」

　全てを聞き終えると、小さく息をついて腕を組みながら押し黙ってしまった。そんな彼の姿に身を縮こませれば、いつもと変わらぬ調子の声が返ってきた。

「そんなことはいつも思っている」

　淡々とそんなことを口にして、ふっと再び吐き出された溜息。

「だが、これでおまえのこれまでの不可解な言動も、少しは理解ができた気がする」

「信じて、下さるのですか」

「いや。にわかには信じがたい。だが、状況を鑑みればおまえの話は筋が通るし、わざわざ否定する理由もない」

「陛下……」

「いずれにせよ、有効な証言にはなり得ないがな。俺は、その話を聞けて良かった」

　素っ気ない返答。

　けれどこちらを見つめる彼からは、あの時両親が浮かべたような感情は見てとれない。それだけのことが、どうしようもないほどに心を揺さぶった。

　どれほど自分がこの件を他人へ話すことを恐れていたのか。

　そして、どれほどこの人に信じてもらいたかったのか──否が応でも気がつかされる。

「大丈夫だ。おおよその顛末の見当はついている。少しの間は辛いだろうが、耐えて……」

　つと空気が揺れる気配。

　わずかな間ののち、常になく狼う狽ろたえたかのような声が耳を打った。

「ちゃんと助けてやるから泣くな。アンタに泣かれると困る」

　泣き落としなんてしたいわけじゃない。ダメだとわかっていても、心の奥底からこみ上げるどうしようもないような感情を前に、嗚お咽えつが止まらなかった。

「みっともなくて、すみません……っ」

「そんなことは言っていない」

　わしわしと撫で回される頭。苛いら立だったように抱き寄せられた身は、ひやりとしていてとても大きい。

　もう、どうしようもないと──そんなことを、今更ながらに思った。

　逃れようもなく、そして否定のしようもない。じき、離れることになるとわかってはいても、もう自分はこの人が好きで、引き返すなんてきっとできない。

　腕を括られてしがみつけない。それをわかっているのか。ロゼを抱きしめるギャザラの腕の力はいつも以上に強く、いったん溢れ出してしまった涙は、なかなか止まってはくれなかった。
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「お顔が怖いですわ、陛下」

「調べはついたか」

「もちろんですわ。けれど、そのように恐ろしい顔は止めてくださいまし。まぁ……無理もありませんが」

　塔から離れたその足で訪れた部屋の中。すらりと長い指。差し出された紙に刻まれた、ややクセのある文字を目で追えば、眉間の皺が更に濃くなる。

　アリスを、ヴァレンティナを、そして家族を頼むと。何度も頭を下げた彼女の、泣きはらした顔が脳裏をよぎる。

　一体どこまでお人ひと好よしなのか。狙われていたのはヴァレンティナではない。彼女のほうだ。

「この件に関しては陛下が悪いのですよ」

　自らの髪を指でくるくると弄びながら、蠱こ惑わく的てきに笑う彼女には容赦がない。

「せっかくあれだけ愛しの姫君を守るためにいろいろと手を打っていらっしゃったのに、一番最悪なタイミングで真実寵ちょう愛あいが深いことを露見させてしまわれるだなんて」

　痛いところを突かれて押し黙れば、彼女の言葉は更に続いた。

「まぁ、無理もありませんが。ようやく長年の想おもいが叶ったのですものね。これからどうされるおつもりですか」

「こうなった以上、全てを公にするほうが、賢明だろう」

　まだ耳に、彼女の泣き声が残っている。あんなものはもう二度と見たくない。

　長年の想いが叶って浮かれていた。そうなのかもしれない。少し冷静さを欠いていたのは、間違いない。その結果、彼女を危険に晒してしまった。頭を冷ましたほうがいいのは確かだ。

「でしたら、きちんと彼女にお気持ちをお伝えするのですね」

「……」

「そんなお顔をされてもダメですわ。話せることは話しておかねば、彼女を不安にさせます。万が一にもその間に、彼女が陛下への愛情を失ってしまったらどうされるのです」

「その心配はない。彼女には別に好きな男がいて、最初から俺に愛情があるわけではない」

「まぁ」

　自分で口にしながらも、思わず顔をしかめたくなるほど痛いなと思う。

『ヴェール・リリーの管理も、どうかよろしくお願いします。あれは、とても大切なものですから』

　目の縁を真っ赤に染め上げた彼女が、最後に付け加えた言葉。一瞬痛みに耐えるかのように歪んだ表情に、期待をしてしまいそうになった。

　宰相が彼女の育てていたあの花を、エリアーデ姫に差し出すようにと命じた件は聞き及んでいる。だから、もしかしたら嫉妬をしてくれたのでは、と。そんなつまらないことを考えてすぐに自分でうんざりした。

　あれだけ手をかけて大切に育てた花を刈られるのは、誰だって辛いに違いない。

「だとしたら尚なお更さら、ですわ。人の心は変わるものです。一生お傍に置くと決めていらしているのであれば、彼女の心を動かす努力もなさいませ。愛しの姫君を思い出していつも最後まではできなかった、なんてことをわたくしからお伝えされたくなければ」

「あれはそんな理由じゃないし、そもそもおまえに触れた覚えはない」

　本当に、どこからそんな情報までかき集めてくるのか。

　クスクスと婀あ娜だっぽく笑う彼女を前に、肩で大きく息をつく。

「余計なことはするな。前半の言葉は……善処する」

　こちらも不器用で口下手なら、あちらも減らず口で気が強い。だからこそ顔を合わせればいつも言い合いになってしまって、その心を動かすとやらがとても難しいわけなのだが。

　長い溜息を一つ吐き出して、ギャザラは椅子から腰を上げた。

「なにはともあれ、彼女をあそこから出さないことには始まらない。これはもらっていく」

「目撃者は見つけられましたが、毒薬の現物などはまだ。申し訳ありません」

「いや、この短期間でこれだけ調べられたのだから十分だ。……ネッド」

　騒動の後からずっと気配を感じていた精霊の名前を呼ぶ。

　空気が動くわずかな気配。

　それでも、ロゼの件が相当腹に据えかねているのか、姿を現す気はないらしい。

「証拠を探してきてくれ。騒動を聞いてすぐその侍女の身柄は拘束したから、まだどこかにあるは、っ」

　言いかけている最中で、ぽこんと何か小さな物が飛んできて、ギャザラの額へとぶつかった。

　焦げ茶色の硬いその実は、彼の大好物だ。返事の代わりに投げてよこされたそれを拾い上げれば、心の底から溜息が漏れた。

「あいつ……」

「あの子はロゼ様にべったりですものね。陛下のことを、恋敵と思われているのでは」

「どうやらそうらしいな」

　ネッドは元々、ギャザラが生まれた時に付けられた守護精霊だ。

　用がある時以外は好きにしていろと命じておいたのは自分だし、ダリルにも好きにさせろと伝えていたのは自分だ。

　それでも、まさかあんな精霊をパートナーとして選ぶ物好きがいるとは思わなかったし、あの偏屈なヒネクレ者が、彼女にあれだけ好意を寄せるようになるとも思ってもみなかった。

「主人と守護精霊とは、似た者同士だと言いますからね」

　立ち去ろうとした背に追いかけてきたその声に、何を返すでもなく。ギャザラはその部屋を後にした。

　冷え冷えとした部屋。手を後ろ手で括られて床へ座っていた彼女の姿を思い出せば、自然と眉間の皺が濃くなる。

『信じて貰えないと思う』

　そう言いながら、怯えたように彼女がぽつりぽつりと話してくれた内容は、とても不思議なものだった。似て非なる別世界で、前の彼女が歩んだ人生の記憶。全てを聞いたわけではないが、確かに娘のその言動に怯えた両親の気持ちも、自分に話すことを躊躇っていた彼女の気持ちも理解ができる。

　あれはさすがに、弁明として受け入れられるものではない。

　けれどその話は、ギャザラの中では道理の通るものだった。幼い頃から彼女の言動はいつも常識外れで、変わっていた。それでいて、時々何故そんなことを知っているのだろうというようなことも知っている。宮殿にやってきてからの彼女のあれこれも、その話を聞けば腑ふに落ちた。

『信じて、下さるのですか』

　すがるような声。

　それを話すことが、どれだけ彼女にとっては勇気のいることだったのだろう。それを、あんな状況下で仕方がなかったとはいえ、自分に話してくれた。彼女のその気持ちは汲んでやりたい。

　一刻も早く、あの場所から彼女を出さねば。

　こみ上げる気持ちに推されるようにして、ギャザラは静まり返った離宮の廊下を足早に通り抜けた。
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「わ、私のことでしたらもう平気ですから、どうかお顔をお上げください……！」

　騒動から３日後。ヴァレンティナ付きの侍女が捕まったことで拘束を解かれたロゼは、その足で宮殿の医務室を訪れていた。

　平素であれば高官たちが使っている個室の、大きな寝台。下げていた頭を上げれば、クッションにもたれかかるようにして身体を起こしたアリスの青白い頬が目に映る。

　喉だってまだ痛むのだろう。紡がれる声はしわがれていて痛々しい。

「ロゼさまこそ、ひどい目には遭わされませんでしたか？　あのような塔に三日も閉じ込められるだなんて」

「いいえ。むしろ三日で出してもらえるだなんて思ってもみなかったから、驚いたぐらいなの」

「それは……たぶん、陛下が奔走して下さったのです」

　呟くような声。

　窓の外へと視線を流しながら、アリスが何かを思い出すかのように、目を細めた。

「私が意識を取り戻した後に、一度いらっしゃられたのです。ロゼさまをどうか助けてくださいとお願いしたら大丈夫だ、と。安心して身体を癒やせと仰られて」

　そう言ったきり、彼女は言葉を詰まらせた。

　たぶんギャザラのそんな言葉は、その時のアリスを心底安堵させてくれたのだろう。

　彼らしいな、と思う。

　褐色の肌の、美しい人。冷ややかなその指の優しさを思い起こせば、素直に会いたいなという気持ちしか湧いてこなかった。

　もう、自分でも抑えようのないくらいの想いが胸に巣食っていることを、ロゼは知っている。

　けれど、それが大きくなるにつれ強くなる痛みが、同時にロゼを苛んでいた。

　会いたいなと思う人に会った時、今までになかった黒い感情が渦巻くことをロゼはもう知っている。

　早く会いたい。

　そう願う反面、これ以上苦しくなる前に離れてしまいたいとも思う。

　今のロゼはそんな感情の狭はざ間までただ揺れ惑っていた。

「あ」

「アリス？」

　窓の外へと視線を向けていたアリスが何かに目を留め、わずかに顔を強張らせる。どうしたのだろうと視線の先を追って、ロゼはすぐさまそのことを後悔した。

　代々庭師長が自ら管理を任される王庭。

　通路を挟んで左右対称に展開される、見事な幾何学模様の芝。その奥に広がる大きな貯水池。零れんばかりに咲き誇る色とりどりの花々に彩られた、美しい水鏡の前。兵士や侍女、臣下たちが控える物々しい雰囲気の中、並び立つ二人の男女の姿が見える。

　褐色の肌に銀色の髪。見慣れたその人の隣にいるのが、件のエリアーデ姫なのだろう。

　艶やかな黒髪に紫水晶の花飾りを挿したその人は、噂通り楚そ々そとした雰囲気の美少女だった。かの国の民族衣装なのだろう。華やかな色合いの、ふんわりと丸く広がったスカートがとても愛らしい。

　ちょうど宮殿のほうへと戻るところなのだろう。こちらの方角へと向かい歩いてくる二人の姿は、まるで一枚の絵のように美しく、あまりに眩しかった。

　──あんなスカートがはけるくらい、若くて可愛かったら。

　そうしたら、自分もあの隣を並んで歩けたのだろうか。

『可愛げがない』なんて言葉をかけられずに済んだのだろうか。

「宰相閣下も、あんまりですわ」

　まるで自身が傷つけられたかのような、ひどく痛い声。

　ロゼの釈放をわざわざ告げに来た宰相が命じたこと。その内容を、彼女ももう誰かから聞き及んでいるらしい。自分のことのように憤慨してくれている侍女のその姿に、そっと眦を下げる。

「仕方がないのよ」

　自分に言い聞かせるようにそう呟いて、零した長い溜息一つ。

　自身の最後の仕事を果たすために、ロゼはその場から重い腰を上げた。
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　塔の中に閉じ込められていた三日間。

　ギャザラが出て行ってすぐに拘束は解かれ、必要最低限の水浴びなどはさせてもらえた。それでも特に時間を潰す術があるわけもなく、ずっと気を張り続けていたせいで身体はだいぶ疲れている。

　宰相から命じられたそれは、考えるだけで気の滅め入いる作業だ。早く終えて休もうと、ロゼは医務室を出たその足でそのまま庭園へと向かった。鍵だけはいつも鎖につないで首から下げているし、離宮へ刃物の持ち込みは許されないから、鋏の類も全て用具入れに収めて鍵をかけている。

　オレンジの木と薔薇の葉に彩られた、白壁の庭園。

　用具入れから出してきた小さな花鋏を片手に、見慣れた扉の前で首元から鍵を引っ張り出す。

　カチリと鍵の開く小気味良い音が耳を打って、押し開いた扉。とたん、視界に飛び込んできたその光景を前に、思わず息が止まりそうになった。

　明るい光の差し込む窓際の一画。

　石灰岩に囲われたその一画に、零れんばかりに咲き誇るヴェール・リリーの群生が見える。中心に焔ほのおを灯したガラス細工のようなその花。小さな精霊たちの放つ光を纏ってキラキラと煌めくその花が、風にそよぐ。それは、呼吸すら忘れて魅入ってしまうほどに美しい光景だった。

　夜中に四苦八苦していた自分へと声をかけてくれた、壮年の庭師の顔を思い出す。

　きっとロゼのいない間にここのヴェール・リリーを管理してくれていたのは、彼だろう。ヴェール・リリーの育成に関しては、彼の右に出るものはいない。何度も彼のもとを訪ねて指導を仰いだ日々を、せっせと磨き続けた葉を思い起こせば、唐突に胸にこみ上げるものがあって。

『エリアーデ王女に差し上げるヴェール・リリーを刈ってこい。それが、おまえの最後の仕事だ』

　脳裏に蘇った宰相の声に、手からするりと花鋏が滑り落ちた。

「……っ」

　金属が石を打つ鋭い音が、その場に響く。

　それでも、ロゼはその場から動けなかった。

　仕事は、仕事だ。最後まできちんとやり遂げなければいけない。

　そんなことはわかりきっているのに、先ほど目にした二人の姿が脳裏をちらついて、足がすくむ。

　噂通り若くて、愛らしくて、とても純真そうな美しい姫君だった。

　ガラス細工のようなこの花が、誰よりも似合いそうな。そして、それを受け取ってはにかむ顔すら容易に想像がつくような。

「ロゼ？」

　不意に呼ばれた名前。

　ゆらりと上げた顔に、心配そうにこちらを窺う顔が目に映る。

「ダリル庭師長」

　どうにか上手く繕おうとした笑顔は、失敗した。

「君に話があって探していたんだが……大丈夫か？　ひどい顔色だ。少し休んだほうがいい」

　たまらず、くしゃりと歪んでしまった顔。

　何かを察したかのように、ぽんぽんと力強く肩が叩かれて。その場に屈んだ彼が拾ってくれた鋏。それを受け取り、促されるまま庭園内のベンチへと腰を下ろせば、そよそよと頬を撫でていく風。初夏の瑞みず々みずしい気配を孕んだ風が、とても心地よかった。

「すみません。お見苦しいところを、お見せしました」

　自分で自分が、情けない。

　ドロドロと胸の内に息づく濁りを吐き出すように、長く細く吐き出した息。

　隣に座るダリルが、少しだけ口元を緩めるのが目に入った。

「かまわない。陛下が宰相閣下に言い含めて下さってな。エリアーデ様には別の花を贈ることになったから、君に伝えようと思って来たんだ」

「そう、だったんですか」

　──まただ。

　どうしていつも気がついてしまうのだろう。

　表情の変化に乏しい、その冷ややかな顔を思い起こして、溜息が漏れる。

　ギャザラは知らない。自分のその優しさにロゼがどれだけ救われ、そして胸を痛めているのかを。

「私は庭師失格です」

　ぽつりと口からこぼれた言葉。枝木の染みが滲んだ花鋏へと目を落とせば、情けなさで胸が一杯になる。

「……嫌だ、と思いました。さっき初めて。この庭に、陛下のお妃さまが入ることを。いずれはその方が管理する場所で、もちろんその方のために整えておかなければならない場所なのに」

　どうかしている。自分でもそう思う。

「くだらない嫉妬です。こんな私情を仕事に持ち込むなんて……本当に情けない」

　ずっと、わかっていたはずだった。

　いずれ彼は妃を迎え、この庭はその人が管理を任されることになるものだと。

　なのに、現実にその相手となる女性を目にしたとたん、足がすくんで身体が動かなくなった。

「明日付けで君を解雇にするよう、宰相閣下から命じられている。君も聞いているね」

　咎めるでもなく、気遣うでもなく、ただ事実を確認しているかのような口調。

　そんな彼の優しさにこくんと首を縦に振れば、続けた言葉はひどくひび割れて情けないものになってしまった。

「せっかくとりなして下さって、目をかけて頂いたのに申し訳ありません」

　姫君と陛下の婚姻に際して邪魔だと。容疑が晴れたとしてもおまえが疑わしいのは変わらないと。いろいろなことを言われて脅されたのは事実で、何一つ言い返す言葉がなかったのもまた事実だ。

　けれど、そんなことにわずかにでも安堵している自分が一番許せなかった。

　宮廷庭師失格。自分で口にした言葉の通りだ。この国において、どれだけの人間が宮廷庭師に憧れ、そのための努力を重ねているのか。誰よりもよくロゼが知っている。

「君さえ良ければ、なんだが」

　珍しく歯切れの悪い声。

　いつもとは違う空気を感じて顔を上げれば、どこか気まずげに視線を逸らしたダリルの横顔が目に入った。

「私は近々職を辞して、各国の庭園を見て回ろうと考えていてな。君も……一緒に来ないか」

「え？」

「君の発想や知識は本当に面白い。その……なんだ。いつまでも話を聞いていたいと思うし、新たな植物を共に育ててもみたい。いろいろな国の庭園や植物を見て歩いて、君の意見を聞いてみたいし、その……なんだ。すぐにじゃなくていいんだ。連れ合いとして一緒にいろいろなものを育めればいいか、と私は思っていて、だな」

「えっと？」

「その、もちろん君が陛下の教育係であることも知っているし、君の気持ちもわかっているつもりだ。だが任が解かれたあと、もし嫌でなければ……なんだ。このまま陛下の傍に留まるよりは、君のこれまでの努力も報われるだろうし、その……私のこともゆっくりと、だな。その……」

「ダリル庭師長」

「なっ、なんだ？」

「嬉しいです、とても」

　何故かしどろもどろな彼の言葉は、結局何が言いたいのかよくわからない。

　だがどうやら遊学の連れとして、ダリルが自分を望んでくれているらしいということはわかった。まだまだ未熟な自分をそこまで見込んでくれている人がいるというのは本当に嬉しいし、できることなら世界中の庭を見て歩きたい。それは、素直な気持ちだ。

　──けれど。

　ゆるゆると頭を横へ振る。それは叶わないことだと、誰よりロゼが一番よく知っている。

「ですが、行けません。陛下がそう望まれる限り、私の全ては陛下のものです。そういう契約ですから」

「待て。契約……だと？　それは」

「ロゼ」

　耳慣れたクセのある声。

　ダリルの言葉の先を遮るように、唐突に呼ばれた名。

　今ここにあるべきではないそれに、飛び上がるようにして振り向けば、思った通りのその人がこちらへと歩いてくるところだった。

「陛下？　エリアーデ王女殿下は」

「気分が優れないから部屋で休む、だそうだ」

　ならば、なおのことこんなところへ来ている場合ではないのでは。

　脳裏をよぎったそんな思いを口にするより早く、大股で歩いてきたギャザラがロゼの手を掴む。あまりに唐突で不可解な行動に理解が追いつかず、気がついた時には既に腕を引かれていた。

「陛下!?　あの……っ？」

「ダリル。急な予定変更で、ヘイオーツ国王がこれからルイオの庭園へ赴くことになった。そちらへ同行してくれ」

　──なに？

　痛いぐらいの力で腕を引かれて、慌てて立ち上がれば、ギャザラとダリルの間に落ちた奇妙な沈黙に気がつく。この二人の間に、そんな間があることなど初めてだ。ロゼの知る限り、ダリルはギャザラが信頼を寄せている数少ない臣下の一人で。そんなダリルも、彼のことを信頼している。

　それだけに、無表情で互いを見つめ合う二人のこの現状は不可解で。オロオロと二人の顔を見比べているロゼの前で、先に声を発したのはダリルのほうだった。

「は……かしこまりました。それでは急ぎ準備をしてまいります」

　ダリルがいつものように腰を折って頭を下げたことで、崩れた拮きっ抗こう状態。

「陛下、あの」

「おまえには、話がある。来い」

「は、話って」

　ようやく話しかけられた、と思った時にはもう引きずられるようにしてその場から遠ざけられていた。

　ロゼの手を引くギャザラの足取りには迷いがなく、掴まれた腕の力はとても強くて少し痛い。こんなこともまた、初めてだ。いつも強引な彼はそれでも、ロゼが痛がるような触れ方を今までにしたことがない。

　何を聞いても言っても、話は後だの一言で一蹴されて。すれ違う人々の驚きょう愕がくの視線の中、ロゼはただ俯いてそれについていくしかできなかった。





＊＊＊






「きちんとご説明ください、陛下！　何故このようなことを？　ここは一体どこなのですか」

　本殿の中を延々と歩き続けて、ようやくロゼがその手を解放されたのは、兵士たちに護まもられた重々しい扉のその中だった。

　意匠を懲らしたタンスやテーブル、ソファなどの主要な家具の奥には大きな寝台があり、その先には更に扉が見える。大理石の床によく映える金縁の家具。要所に活いけられた満開の花々。とても美しいその空間はけれど、あまりに生活感に乏しくてどこか寒々しい。

「ここは国王の私室で、おまえに話があるから連れてきた」

　国王の私室。悪びれる風もなくそんなことを告げられて、ぐっと眉間に皺が寄る。

　なんとなく予測はしていた。とはいえ、何故このようなところに自分が連れてこられたのか、理解ができない。

「国王が私室に女性を連れ込んだ、なんて話はアッという間に宮殿中に広まります」

「当然だ。そうでなければ困る」

　全くもって、意味がわからない。

　ただからかわれているだけ、にしては事が事だ。

　いつも何を考えているかよくわからない男ではあるが、ここまで不可解なのは初めてだった。

「身体は？」

「は？」

「身体は、大丈夫か」

　なんのことだろう。

　束の間頭を巡らせてようやく、ロゼがあの塔で囚われていた間のことを心配しているのだと気がついた。今のこの状況が衝撃過ぎて、あの塔から出たのが遥か前にすら思える。

　それでも、彼に助けられたのは紛れもない事実で。小さな溜息一つ。ロゼは肩の力を緩めた。

「おかげさまで、問題はありません。本当に、ありがとうございました」

「礼ならネッドに言ってやれ。あの侍女が鉢植えの中に隠していた薬を探し出してきたのは、あの精霊だ」

　ネッドが？　ロゼを助けるために？

　ぴょこぴょこと動く前髪を思い出せば、自然と口元が綻む。

　素直に礼を受け取らない、眼前のその人の不器用さを思えば、余計に。

「それを、指示して下さったのも陛下ですよね？　釈放の件だけではありません。陛下には情けないくらい助けられてばかりで……感謝してもしきれません。本当に、ありがとうございました」

　前世の記憶だなんて突拍子もない話を、ただ否定はしないでくれた。

　それだけのことがどれほど嬉しかったのか。

　ロゼが一番辛いときに限って、必ず差し出される手。

　それが、どれくらい嬉しくて──そして、ちょっとだけ腹立たしいのか。きっと目の前のこの人は知らない。

　いろいろな気持ちを込めて、深く下げた頭。

　再び顔を上げれば、先ほどよりもずっと近くに彼の顔があって、思いがけず狼狽えた。

「あの……陛下？」

　ダメだ、と思う。

　頬に触れた、冷ややかな手。こちらをじっと見下ろしたその目の奥に、見てはいけないものが潜んでいる。

　何故今なのか、この場所なのか、自分なのか──まるでわからないのに、彼が欲しているものがなんなのかだけは、わかってしまった。

「おまえが殊勝だと、気持ちが悪い」

「そんなのお互いさ……っんぅ」

　その目から視線を逸らし、背けようとした顔はそのまま掴まれて。噛みつくようにして、唇を奪われた。

「んんっ……！　は、ぁっ」

　全部喰くらいつくされそうだ、と。そんなことを思うほど強く、舌に、歯茎に、頬の内側にと擦りつけられる舌。強く吸われて、また唇に噛みつかれて。これまでになく激しいそれに目が眩んで、息が上がる。

　縺もつれ合うようにして寝台に引きずり込まれれば、もう抗う気力も起こらなかった。

　──どうしてそんなに飢えているの。

　そう問いたくなるくらいに、今の彼はまるで飢えた獣みたいだった。

身に着けていたものを剥はぎ取とられ、首筋にも胸元にも喰らいつかれる。これは自分のものだとばかりに、あちこちに残される跡。性急な動きで乳頭と肉芽に這わされた指に、全身が戦慄く。

「っぁん……、っぁ、はっ、ぁ……っ」

　真実、愛していると。そう思う人の腕の中というのは、それだけで強烈だ。

　ましてやそれが、既に自分の身体のイイところなど知り尽くしたような相手なら、なおのこと。

「へ、いか、私も……っん、触っても、いいですか」

　絶えず口からこぼれる嬌声の合間。上も下も。敏感に膨れ上がった媚肉を指で愛でられて、息も切れ切れにロゼは声を上げた。

　いつが最後になるのかもわからないのなら、少しでもその身に触れたい。自分の何かを、彼にも残したい。

「前の世界では、恋人へ普通にすることだったので。私も、陛下を悦よろこばせて差し上げたいのです」

　素直に吐き出した気持ち。ロゼの身を弄っていたその手を止めて、こちらを見下ろしたその顔。そこに浮かんだ感情がなんなのか、ロゼには判断できない。いろいろなものが入り交じった複雑な表情。それでも一瞬視線を彷さま徨よわせた後、彼は伏し目がちに答えをよこした。

「おまえが、嫌でないのなら」

「私は、して差し上げたいのです。他の方のように上手くはないと思いますが……それでもよろしければ」

　明確な答えはなかった。

　代わりに聞こえて来た衣擦れの音。纏っていた服を脱ぎ捨てている彼の姿に、そろそろと身体を起こして視線を彷徨わせていると、大きなその手に腕を掴まれた。

　躊躇うことなく剥ぎ取られた手袋。纏うもののない掌に熱を持ち脈打つ硬い肉の感触が触れて、一気に耳が熱くなる。

「自分で言いだしたのに、照れるのか」

「も……もう、遠い記憶の中でのことなので」

　からかうような声。掌の内にあるものを真正面から直視して、余計に頬が熱くなる。改めて真正面から見たそれは、とても大きくて淫猥で。恐る恐る両手で包み込んでみれば、それは更に質量を増した。

「痛かったら仰ってください」

　ゆるゆると何度か上下に動かした手。刺すような強い視線から逃れるように、つるりと張り出した先端に一度口づけを落とす。びくりと小さくギャザラが身体を震わせるのを見届けてから意を決し、パクリとそれを口に含んだ。

「っ……」

　彼がこれまで相手にしてきたような女性たちとは比べものにならないくらい拙いと、わかっている。それでも、どうにか彼を気持ちよくさせてあげたい一心で、裏筋に舌を這わせ唇を上下に動かす。

　溜息のような苦しげな声に、ちらりと見上げたその顔。こちらを見下ろす視線は、ぞくりとするほどに熱を孕んでいて。それを見るだけで下肢の間から滴る蜜の感覚に、一層頬が火照った。

　一度唇を離し、どちらの体液かもわからないもので光っている肉棒のあちこちに唇を落とす。

「んっ、っふ……、気持ち、いいですか？　陛下」

「あぁ」

　素っ気ない返答。まるで宝物にでも触れるかのように、優しく頭を撫でる手が、心地いい。

「ん……っん」

「っは」

　鈴口から溢れる透明な液体をぺろりと舐めとり、大きく肉茎を上下に扱しごく。彼の口から零れる苦しげな吐息が嬉しくて、夢中で大きなそれを頬張れば、息を詰めたギャザラに身を引き剥がされた。

「っ、すみません。もしかして痛かった」

「違う」

　苛立ったような声と共に身体を引き上げられて。

「もう、おまえの中に入りたい」

　囁く声は、熱を帯びて掠れていた。

「っ、ん……！」

　わずかな時間でも惜しむかのように、再開された愛撫。必然的に膝立ちになった状態でクチュリと湿った音を立て、秘裂を割ってもぐり込んで来た指。内腿を伝うほどに溢れた蜜に、ギャザラが吐息で笑う気配がして、ロゼは再び頬を真っ赤に染めた。

「っあ、あっ、っ……わ、わざと音を立てないでください……！」

　充血した花芯を捏こねながら、ロゼの膣内へと埋められた指。そのたびピチャピチャと漏れる音は、明らかに半分以上故意だ。それでも的確にロゼの気持ちのいいところを覚えている指の動きに翻弄されて、上げた抗議の声はひどく甘えたものになってしまった。

「男のモノを咥くわえて濡らすほど、おまえが淫らだとは思わなかった」

　返ってきた声は心底楽しそうで、それがまた悔しい。

　どうにか弁明しようにも、膣壁を押し分け出し入れされる指。ロゼの愛液を擦りつけるように蕾を擦られて、頭が上手く回らない。

「っ……、へ、陛下だから、です……！　っあ、っん、あぁっあ」

　少しぶりの快楽。最愛のその人から与えられる刺激に、ガクガクと脚が震えて力が入らない。

　それ以上焦らすでもなく、一気に追い詰められて。びくんと大きく跳ねた身体。背筋を震わせる快楽に、身体中から力が抜けた。

「……は」

　気持ちが良くて、頭がふわふわする。

　もう少し、このままでいたい。

　そんなことを思って抱きつくように身を預ければ、ぐいっと強く腰が抱えられて。

「っん……!?　やっ、待って！　っあ、っんんん!!」

　耳をくすぐった熱い吐息に、慌てて上げた制止の声はあっさりと無視された。

　蕩け切った隘路を一息に貫かれ、そのあまりの衝撃と充足感に頤を反らす。

「やっ、あっ、ッア、陛下……！　っ、待って、っや、はげし」

　息つく暇もなく腰を抱え上げられ揺さぶられて、深い結合にボロボロと自然と涙が零れた。

「はっ……、おまえも、腰揺すってる」

「だ、だって……！」

　隆々とした屹立が奥を抉るたび、背筋をゾクゾクとした痺れが走る。激しい律動の合間に唇を吸われ、胸の頂きを絡めとられ、逞しい背にしがみつきながら、与えられる快楽にロゼは咽むせび泣ないた。

「ロゼ」

　愉しげに耳へと這わされる舌。とびきり甘く蕩けるような声が、何度も鼓膜を震わせる。

「ギャ、ザラさま」

「っ」

　こみ上げる感情に押されるようにして、初めてその名前を呼んだ。決して軽々しく口にしていいような名前ではない。それでも自然と口から零れたその名に、ロゼの中の肉杭くいが更に質量を増した。

　うなるような声と共に、一度引き抜かれた楔。

　力の入らない身体をぐいと引かれてシーツの上に身を滑らせれば、何を思う間もなく後ろから腰を掴まれ再び一気に貫かれた。
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「あぁぁっ!!」

　獣の交わりのような恰好。こんなものは、あの『ご令嬢向け』の本には載っていなかったのではないか。そんなことが一瞬だけ脳裏を掠めて、すぐにどうでも良くなった。

「ッぁあ、あ、っあ、ギャザラさま……っ！」

　部屋の中に響くロゼの悲鳴に近い嬌声と、繋がった部分から漏れる淫らな水音。

　一層激しく奥を突き上げられ、腰を打ちつけられて、助けを求めるようにシーツを掴む。

「っ……は、ロゼ。っ……全部、受け止めろ」

　切羽詰まったような、掠れた声が耳を打つ。苦しいくらいにガツガツと突き上げられて。

　噛かみ殺ころしたような吐息と共に、自分の中へ吐き出された飛沫。反射的に目を伏せれば、何故だかボロボロと涙が零れた。

　ゆるゆると出し入れを繰り返しながら、全てをロゼの中へ注ぎ終えたギャザラが長い溜息をつく。

「っん」

「ロゼ」

　ゆっくりと引き抜かれた肉茎。くたりとした身体を仰あお向むけに転がされて、額に、唇にと口づけが降って来た。

　乱れた呼吸を整えながら、引き締まったしなやかなその身を見上げる。明るい光の下、目にしたその裸体は、美しい面立ちとも相まってまるで一つの芸術品のようだ。褐色の肌にうっすらと滲んだ汗だけが、なんだかやたらと生々しい。

一瞬、エリアーデ姫を腕に抱く彼の姿を想像して、ずきりと痛んだ胸。

　その嫌な痛みに目を伏せると、冷たい指先が頬の涙を拭った。

「次は、泣かせないように加減する」

　……次？

「あの、へい……、っん」

　ロゼが意味を理解するより早く塞がれた唇。

　互いの体液でドロドロに蕩けた中へ、再び一息に穿たれた楔。呼吸を整える間もなく再開された律動に、ロゼはその痛みを無理やり胸から追い出した。
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　なんだか骨の髄まで疲れきっている気がする。

　これが歳の差なのだろうか。ぐったりと寝台に身を横たえたロゼの傍らで。まるで何事もなかったかのようにギャザラがテキパキと、脱ぎ捨てた衣服を再び身に着けている。丈の長いシャツに、ゆったりとしたズボン。黒のシルク地に銀糸の刺繍が施された丈の長い上着。枕に突っ伏したままの恰好で、ロゼはそんな彼の後ろ姿をぼんやりと眺めていた。

「陛下でも、美しい女性は美しいと、素直に褒めるんでしょうか」

　疲れのせいか、なんとはなしに口にしてしまった言葉。それが明確な嫉妬だと気がついて、ハッとした時には遅かった。こちらを振り向いたギャザラが、面白そうに目を細めている。

「褒めてほしいのか？」

　穴があったら入りたい。

　伸びて来た手に乱れた髪を梳かれて、いたたまれなさから、慌てて目を逸らす。

「結構です。可愛げがないとか、貧相だとか、目も当てられないとか……熱烈なお褒めの言葉は沢山頂いていますから」

「そういうところが、可愛げがない」

「……今のは、自分でもそう思いました」

　凡庸な容姿。なら、せめて性格だけでも可愛ければ良かったのに。

　そんなガラにもないことを思って溜息をつく。

「そういうところ、だろうな」

「はい？」

　よく意味がわからない。どういうことかとその顔を見上げれば、頬に指が触れた。まるで壊れものにでも触れるかのようなその触れ方に、なんだか落ち着かなくなって身じろぎしてしまう。

「ま、まぁ、そもそも……エリアーデさまほど愛らしい方でしたら、褒めどころには困りませんよね。お二人ともとてもお似合いでした。絵になるというか」

「おまえは馬鹿か」

「は？」

「あれが似合いに見えていたなら、相当目がおかしい」

　そんなことはない。誰がどう見たってお似合いの美男美女だった。

　一体何を言っているのだと、呆れたように顔をしかめている男を半眼で見返す。

「何を仰ってるんですか。未来のお妃さま相手に」

「くだらない。彼女には少しばかり用があっただけだ」

　吐き捨てるような鋭い声。あまりにキッパリと一蹴されて、思わず間の抜けた声が口から漏れる。まっすぐに見据えられた目。刺すような強い視線に絡めとられて、息が止まりそうになった。

「身体も辛いだろう。そのままでかまわないから聞け」

「は……え？」

　相変わらず綺麗とは言い難いものの、最近ではギャザラの前であえて覆うようなことはしなくなった手。褐色の大きな手が、それを掴んで。

　落とされた、恭しい口づけ。

　擦り傷やあかぎれだらけの手に、柔らかな唇が触れる。

　目の前の彼とあまりに結びつかないそんな光景を、ロゼは瞬きも忘れてただ見つめていた。




「ロゼ・バレッタ。貴女を、正式な我が王妃に迎えたい」

　これは、一体なんの冗談なのか。

　まるで情事の最中のように、掠れた声で紡がれた言葉。真実凍りついてしまったかのように、身体が動かない。

　何か特別なことなのだろうとは察していた。

わざわざ噂になるのも厭いとわず部屋に連れ込んだくらいだ。何を言われてもおかしくはない。そう思ってはいたが、こんなことは頭の隅でさえ考えていなかった。

　──否。

　もしかして、なんて期待してしまいそうになる自分を、たぶん必死に抑えていた。

　だって。

　だってこんなの、信じられない。

「……無理です」

　思わず零れてしまったのは、素直な気持ちだった。

　王妃なんてものは、今も昔も雲の上の存在だと思っていた。確かにこの国の代々国王の中には国内の貴族と結婚した者もいたように記憶している。けれど、名家とはいえ、かなり切り詰めた暮らしをしていたロゼは、夜会の類にだって数えるほどしか顔を出したことがない。幼い頃からいつかは宮廷庭師にと考えていたから、貴族社会にも決して明るくない。

「無理です」

　ギャザラのことは好きだと、確かに思っている。

　けれど、好き嫌いではなく──本当にもうただ『無理』なのだ。

　それ以上の言葉が、まるきり思いつかない。嬉しいとか、幸せだとか。そんなことを思う余裕もないほどに驚きすぎて、まだぽっかりと身体に空洞が空いているようだ。

　だが、ひたすらに狼狽えるしかできないロゼとは対照的に、ギャザラはこんな時でもギャザラのままだった。

「悪いが、拒否権はない。身も心も未来も俺に渡すと決めたのは、おまえだ」

「は……、ま、待ってください。意味がわかりません。あんなに若くて愛らしい姫君をさしおいて、こんな嫁ぎ遅れの可愛げのない女を妃になんて。もっと冷静に判断されるべきです」

「冷静な判断の結果だ」

「いいえ！　陛下はまだ若くてお美しい。エリアーデ姫がお嫌だと言うのであっても、早まって私など選ぶべきではありません。もっと年若くて美しく、聡そう明めいで慎ましやかな、いいお妃さまが見つかるはずです」

「だろうな。だが、それはおまえじゃない」

「は？」

　意味が解わからない。

　思わず大きく顔をしかめたロゼに、ギャザラもまた不愉快そうに眉根を寄せた。

「だから……、いちいち言わせるな。俺が欲しいと思うのは、おまえだけだ。他に触れたいと思う女がいないのだから、おまえを妃にするしかないだろう」

「なっ……、え？」

　それは、そんなにも不服そうな顔で言うことなのだろうか。

　こんな暴慢な告白は、初めて聞いた。

　だというのに、鼓動は一気に跳ね上がって全身が熱い。何か言い返してやりたくても、まるで魚のようにパクパクと動く口から漏れるのは、間の抜けた音だけで。そんなロゼを見下ろして、ギャザラがわずかに口の端を歪めた。

「恨んでくれてもかまわないが、これはもう決定だ。世界中の庭園なら俺が連れていってやるから、あれとの未来は諦めろ」

　あれとの未来？

　……あれ？

　冷え冷えとしたその言葉。自分の中でそれを反芻し、一拍遅れてどうやら何か大きな誤解があるということに気がつく。

「違います、陛下！　それは、誤解で」

　コンコンコン。

　慌てて身を起こしたロゼの言葉の先を遮るように響いた、強いノックの音。

　──なに？

　なんだかただならぬ気配を感じてギャザラを見上げるも、その表情からは何も窺えない。

「陛下」

「早かったな」

「え？」

　まるでこうなることを知っていたかのような言葉。

　何が何だかもわからず目を瞬いているだけのロゼを置いて、彼は寝台を下りた。

　迷いない足取りで扉のほうへと向かった彼が、備え付けられた小さな通話口を開く。

「なんだ」

「も、申し訳ありません、陛下。宰相閣下がどうしても陛下にお目通り願いたいと」

　慌てたように用件を告げる兵士の声は相当に萎縮している。それだけ強く宰相に言い含められたのだろう。ロゼにはそれが何を意味するのか想像もつかないが、どうやらギャザラには見当がついているらしい。

「今出る。支度を整えるまで待て」

　淡々と返事をして閉じた扉。こちらを振り向いた彼に慌てた様子はない。ただいつもの、ふてぶてしいくらいに無表情な彼のままだ。

「何かあったのでしょうか」

「あぁ……恐らく、俺はしばらく拘束される」

「拘束!?　どういうことです!?」

「今しがた命じたことに変更はない。今夜からおまえに付く侍女や護衛は、信用できる者たちだ」

　ギャザラが拘束される？　今夜から私に付く護衛？

「いいか、俺が迎えに来るまで、侍女長の言うことをよく聞いて、ここで大人しくしていろ」

　あまりに突然の事態に、何を言われているのか理解が追いつかない。

「まぁ……おまえにとっては迎えが来ないほうが幸せなのかもしれないが」

　皮肉げに歪められた口元。肩からかけるためのスカーフを取りに戻ってきたらしい。寝台の脇に落ちたそれを拾って。ついでのように、その手が一度だけくしゃりとロゼの頭を撫でた。

「万が一俺がいなくなったとしても、しかるべき処遇を受けられるように、信頼できる人物に頼んである。借財のことも、おまえの家のことも。何も心配しなくていい」

「どういうことですか。陛下は一体……」

「いいか、何があっても、何を聞いてもここで大人しくしていろ。これも命令だ」

　コンコンコン、と躊躇いがちなノックの音が再び響いて。最後にそれだけを告げた、その声には有無を言わせぬ力があった。

　頭がぐちゃぐちゃで、状況は依然呑み込めていない。それでも、パッと翻された身。全てを吹っきるような背中が、何故かあの日の少年と重なった。

　──もう二度と会わないけど、幸せにな。

　そんなことを口にして行ってしまったその少年は、言葉通り二度とあの場所を訪れなかった。

「っ……待っていますから」

　脳裏に蘇った声に推されるように、気がつけばそんなことを口走っていた。

「陛下のこと、お待ちしていますから」

　エリアーデ姫のこと、この結婚のこと、これから起こることだって。何もかもわからないことだらけだ。こちらからの弁明も、ロゼの気持ちも何一つちゃんと話せていない。

　束の間、その場で足を止めた彼はそれでも、こちらを振り返ることはなかった。ロゼのその声に何か返答をよこすことも。

　ただ、全てを振り払うように迷いなく扉をくぐって。

「誠に申し訳ありません、陛下──」

　兵士たちと共に遠ざかる背中。それが厚い扉に遮られて見えなくなった後も、ロゼはしばらく茫然と扉を見つめたまま、その場から動けなかった。
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「陛下」

　侍女長や侍従長へと細かな指示を出しながら、下の階へと降りようとしたところで、階段の一番上の段に佇んでいたその人が声を上げた。

　そこから先は王族の居住域だから、だろう。兵士たちの前。その場からまっすぐにこちらを見据えた黒の瞳を、こちらも見つめ返す。

『嬉しいです』

　心の底から零れたような満面の笑みを浮かべて、この男を見上げていた彼女の姿を思い出せば、心がきしむ。ロゼがあんな顔を自分に向けることはない。これまでも、きっとこれからも。

『……無理よ』

　一度目の拒絶は、必然だった。

『陛下のことは、嫌いです』

　二度目の拒絶もまた。

『無理です』

　三度目のその拒絶は一度目と全く同じ言葉なのに、これまでのどれよりもひどく身にこたえた。

　好いた男が別にいるということは知っていた。だが、それがまさかこの男だとは思いもよらなかったし、彼のほうもロゼへ想いを抱いていることなど想像もしていなかった。

　けれど知ってしまえば、それはあまりに必然だったのかもしれない。

　人当たりが良く、誰からも慕われ、いつだって穏やかな性格の人気者。年齢的にも釣り合いのとれるそんな男と彼女の間には、どうやったって自分では立ち入れないような共有の世界がある。思えば、最初から惹かれ合っても当然だった。

　ダリルが子どものように目を輝かせてロゼの雇用を頼み込んできた、あの時から。

　ロゼ・バレッタという女は、決して絶世の美女ではない。世話焼きな上に甘え下手で、本当に可愛げがない女だとも思う。けれど、ひたすらまっすぐで、努力家で、不器用で、人としてとても温かい。

　そんな彼女の全てが表れているようなあの手が、ギャザラはとても好きだった。

心からあれを慈しみ、守りたいと思う──そんな趣味の悪い男の気持ちは、残念なことに誰より一番よくわかる。

「おまえの女の趣味が絶望的だったなんて、初めて知った」

「私も、陛下がまさかここまで本気でいらしたとは、存じ上げておりませんでした」

「俺は最初から本気だ。……何を言いに来た？」

「私を、解雇しなくてよろしいのですか」

　淀よどみのないハッキリとした声。まっすぐに見据えられた目を、ギャザラも正面から見つめ返す。

　ギャザラとダリルの付き合いは長い。

　宮殿に居場所のなかったギャザラは、自然と庭園で時間を潰すことが多かった。多くの庭師がそんな自分の存在を恐れ近寄りもしない中、ダリルだけがいつも必ず声をかけてきた。こちらの態度などおかまいなしに、聞いてもいない植物のことを熱く語る、変な男。

　血の繋がりのある父や兄以上にいつの間にか近しい存在になっていたその人が今、何を言わんとしているのかはすぐにわかった。

　今のこの状況で、自分をこのまま信用できるのか。それを問う彼の目には危うい感情が見てとれる。それはたぶん、つい先刻あの庭園で自分が彼に向けていたものと同じものだろう。

　嫉妬なんて感情を、自分が抱く日が来るとは思わなかった。

　それが、こんなにままならないものだとも、知らなかった。

　おかげで、本当に話をするだけだったつもりが、気がついた時には彼女を組み敷いてしまっていた。彼女はとっくに自分のものなのだと、確かめたくて。

　束の間、少しだけ伏せた目。

「庭師長はおまえだ、ダリル・メイシー。他にはいない」

　わずかに目を瞠った彼との間に、沈黙が落ちる。

　奇妙なその間を破って、ギャザラは大きく肩で息を吐いた。

「アレのことを頼む。彼女が、この宮殿中で一番信頼をおいているのはおまえだ」

　そう、自分なんかよりもずっと。

　ハッと息を呑む気配があって、再び落ちた沈黙。ややあって静かに返ってきた声は、いつもよりも格段に低かった。

「例の件、お任せください。ですが、貴方がお戻りになられなければ、王妃様が悲しみます。……これ以上、お泣かせになりませんよう」

　咎めるような響きを孕んで紡がれた言葉。

「善処する」

　結局それしか言えないのは、彼女にとってその未来のほうがよっぽど幸せなのだと思い知らされているからだ。新たな命さえ彼女の身に宿っていないのなら。現状、自分がいなくなりさえすれば、彼女はダリルと一緒になれる。『契約』に縛られることもなく、好きな相手と好きなものを見て生きていける。

『陛下のこと、お待ちしていますから』

　最後にそう言ってくれたのは、優しさだったのだろうか。

　もうこれで三度も振られているというのに、そんな一言にまだ望みを抱いている自分は大概諦めが悪い。

　心が誰にあろうと、そんなことは関係ない。そう決めて、強引に自分のものにしたというのに。







　ダリルと別れ、向かった会議室。まるでこの国そのもののように、色とりどりの花々で溢れたその空間に足を踏み入れれば、既にそこには宰相を始め各大臣たちが一堂に顔を揃えていた。

「ギャザラ・デ・ヘザー国王陛下。これはどういうことなのか、ご説明頂けますか」

　険しい表情の奥に嬉き々きとしたものを滲ませて、宰相が突きつけて来た書類。

　見慣れた自分の筆跡が並ぶ、その上質な紙を一瞥し、厳いかめしいその顔へと視線を移す。

「王位に就く前に、俺がラクスの国王へと宛てた書簡に見えるが、それが何か」

「ご自分が王位を継ぐために協力してほしいと、極秘裏にかの国の王へ手を回していたことをお認めになるのですね？」

「暦の読み方を忘れたのか、閣下。当時既に三人は病に倒れていた。知識や経験に乏しかった俺が親交の深かった他国の国王へ協力を仰ぐのは当然のことだ」

「この時期に貴方が、かの国から輸入を申し入れた植物のリストがあります。上手く他の植物と混ぜてありますが、一般には知られていない毒性の植物が半数を占めている。この時期に貴方が頻繁に市街へ訪れていたことも知れているのです」

「俺が、彼らを殺したとでも？」

「当時の宮廷薬師が、貴方に命じられて怪しげな薬を作っていたことは、記録にもあるのです。あの怪しげな庭師に固執するのも、それと何か関係があるのでは？」

「閣下はつくづくおめでたい」

　父親が優秀だからといって、子がそれに倣ならうとは限らない。

　あまりに愚かしい言葉に鼻白み、思わず漏れてしまった本音に、みるみる彼の顔が赤く染まる。

　そんな姿にもまた肩をすくめて、ギャザラはその男をまっすぐに見据えた。

「一つ、忠告しておく。全てを失いたくないなら、今一度冷静になって状況を鑑みるべきだ。貴方はあまりに短絡的で愚かしい。閣下が私のことを氷の民ツヴァイの混血だと蔑み天てん狗ぐになっている間に、貴方は大切なものの大半を失くしている」

「っ……国王陛下！　貴方の身柄を拘束し、この件に関する正式な取り調べを行わせて頂きたい」

「いいだろう。ただし、この国では王妃にもまた、一定の権限が与えられていることを忘れるな」

「は……？　王、妃？」

　驚愕に見開かれたその青の瞳。後ろに控えていた侍従長から受け取った紙を、その目の前に突き出す。

　ヴェール・リリーの模様で縁取られた分厚いその紙に、宰相が大きく唇を戦慄かせた。

　驚いているのは自分だけだと、そんな現状にすら彼は気がつかない。

「先刻、教会からの承認は受けた。既に彼女はこの国の王妃だ。決して手出しをするな」

「血迷われたか！　エリアーデ王女をさしおいて、あのようなみすぼらしい庭師なんぞを」

「聞こえなかったのか？　王妃だ」

　宰相の声を遮って、ゆっくりと吐き出した言葉。

「一体、誰の伴侶に対してみすぼらしいなんて言葉を口にしている」

　低く落とした声に、ぐっと握りしめられた拳。

「丁重に、地ち下か牢ろうまでお連れしろ！」

「は、結構だ。自分で歩ける」

　怒りに震え割れた情けのない声に嘲笑を返し、その場から翻した身。慌てたように周りを取り囲んだ兵士たちを引き連れて、ギャザラはその場から足を遠ざけた。











九、花、枯れ落ちて












　ギャザラが先代国王並びに二人の王子暗殺の容疑で身柄を拘束されて、一週間が経った。それは即すなわちロゼがこの部屋に連れてこられて同様の日数が経過しているということだ。

　何が『何も心配しなくてもいい』だ。

　大きな窓から外を見下ろして、ロゼは深く溜息をついた。

　万が一俺がいなくなった時のため。

　その言葉が何よりロゼを不安にさせるのだと、あの横暴な男は知らない。

「王妃陛下。もう少しお召し上がりになりませんと、お身体に障ります」

　さながら現状は軟禁状態だ。

　ギャザラが信用できると置いて行った侍女長や侍従長、その配下たちは皆一様にロゼに好意的で対応も丁寧だが、いかんせん口も堅い。ロゼを不安にさせるような外部の情報は一切漏らさないし、どう頑張って理屈をこねてみても、頑かたくなに外へは出してくれない。

『陛下がお戻りになられるまでは、どうか』

　そんな言葉をあれから一週間、ずっと聞かされ続けている。

「ごめんなさい。急な環境の変化に、身も心も追いついていなくて。申し訳ないのだけれど、今日は一日休ませて頂いてもいいかしら」

　ここ一週間。ロゼなりにいろいろと考えて決めていたこと。

　それを実行に移すために、そっとカトラリーを置いて口元を拭えば、自ら給仕をしてくれていた中年の侍女長は間髪入れずに大きく首肯してくれた。

「ぜひ、お休みになられてください。王妃陛下はいささか働きすぎだと、私も侍従長も心配していたのでございます」

　礼儀作法やら他国の外交にまつわる勉強やら。ここのところのタイトなスケジュールが辛いわけではない。ただ、彼女たちがそれを淡々とこなす自分のことを心配してくれていることもロゼは知っていた。

「ありがとう。実はいろいろと不安で、あまり眠れていないの。心配をかけてしまって申し訳ないけれど、お昼ご飯はいらないと伝えて」

　申し訳なさにすくめた肩は本物だ。

　こんなに親切な人々を欺くことに、良心が痛まないわけではない。それでもこんなことでもしなければ、今のロゼに完全に自由のきく時間などそうない。

　薔薇の香りが漂う水差しと、アーモンドが沢山塗まぶされた焼き菓子。それらを残して部屋を辞した侍女長のその背を見送ってから、そっと開けたバルコニーの窓。

　一度室内の時計を仰ぎ見て、身を乗り出し下方を確認する。秋めく前の、少しだけ色褪せ始めたユリノキの葉。窓からの景色を邪魔しないように均等に植えられたそれを見据えて、ロゼは小さな声を上げた。

「ネッド、出てきて。貴方にお願いがあるの」

　木登りには決して向かない、平滑な幹。こんなところまで本当によく考えられているものだと、そんなことを思いながら、ロゼは覚悟を決めてその木を見下ろした。
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「ダリル庭師長」

　この時間ここにやってくると知っていたその人の名を、茨いばらの木陰から呼ぶ。

「ここです。ここ」

　驚いたように、辺りへ視線を巡らせたその人へもう一度声をかければ、彼は今しがた手にしたばかりの細い煙草たばこをポロリとその手から落とした。

「ロ……いや、王妃陛下……!?」

「ロゼでかまいません。あの、どうか周りに悟られないように。バレれば、すぐにでも連れ戻されてしまいます」

　落ちた煙草を拾い土を払って彼へと差し出すも、どうやら本気で動揺しているらしい。それを受け取った彼の手元はなんだかひどく覚おぼ束つかない。

「どうやってこんなところへ……というか、その恰好は」

「詳しくは話せませんが、ちょっといろいろと細工をしまして。どうしても、外の状況を知りたかったのです。お願いです。ご存じのことを教えて頂けませんか」

　彼が驚くのも無理はないと思う。

　途中枝の途切れたところからは、滑り落ちるようにして幹を伝い降りてきた。そこからも、できるだけ何かの陰に隠れるようにして道を辿ってきたがために、せっかくの綺麗な服も新しい手袋もあちこち破れ、足は擦り傷だらけだ。

　巡回の兵士が、あの場所からこの喫煙所までの間を行き来する時間帯は、前もって調べていた。とはいえ、もしもダリルが今日に限ってここへ来なければ、八方塞がりだったに違いない。

「なんて無む茶ちゃをするんだ。陛下がどれだけ貴女の身を案じていたと」

「わかっています。でも……それと同じだけ、私が彼の身を案じるのはいけないことでしょうか」

　驚いたように瞠られた目。いかにも女性たちを惹きつけそうな垂れ型のその目を前に、ロゼは肩をすくめた。

「ご存じでしょうが、私は純じゅん真しん無む垢くな童女ではないのです。侍女長や侍従長が私に何も教えられないという時点で、それだけ状況が明るくないということくらいは悟れます。教えてください。陛下はご無事なのですか。私を妃に据えるということに対する反発は？　エリアーデ姫はどうされたのでしょう」

「まぁ、落ち着きなさい」

　矢継ぎ早なロゼの質問に苦笑を浮かべたダリルが、困ったように髪をかき上げる。初めて目にする仕草。その顔はなんだか苦々しい。

「参ったな。契約だ、と言ってはいたが……貴女は本当に陛下のことが好きなのだね」

　相変わらず優しい声に、素直にこくんと頷く。とたん、ぐっと唐突にこみ上げるものがあって、ロゼは強く唇を食んだ。

　この国において両親や兄弟を殺あやめることは、何より重い罪だ。それは王族とて例外ではない。

　もしかしたら自分がここで待っている間にも、彼の処刑が決まってしまってしまうのではないか。

　そんなことが、本当はどうしようもないくらいに不安だった。怖くて怖くてたまらなかったのだと今更ながら思い知らされる。

「陛下は不器用でひねくれてはいますが、優しい方です。何か理由があって人を殺めることがあっても、自らの利益のために親兄弟に手をかけるとは、どうしても思えないのです」

　ロゼの言葉に、やんわりと目を細めたダリルが風下へとわずかに身を移してから、指で弄んでいた煙草に火をつける。自らで吐き出した白い吐息を少しだけ見つめた後、彼は再び口を開いた。

「兄君たちの陛下への冷遇は本当に苛烈だった。父君のいないところでは特にな。食事をわざと捨てられるなんてことは日常だったし、寒空の下、一晩中水路に入れられていたこともあった。ムニラの粉末を飲まされて市街へ放り出されることもしょっちゅうだった」

「ムニラの粉末……ですか？」

　そういえばそんな名前の花を、ロゼはこの宮殿の庭で初めて目にした。小指の先ほどの真っ黒な花は秘されるようにひっそりと、一般公開されていない庭のほうに植わっている。図鑑を持って確認に行った際、あまりに記載事項が少なかったのでよく覚えている。

「あぁ。あの花を乾燥させて粉末にしたものを髪に塗り込めると、一時的に色が変えられるんだ」

「色が変えられる？」

「そうだ。まぁ……といっても黒く染まる、に近いかな。実際に王族がお忍びで市街の視察などに出る際に使われている代物だ。経口ならより長時間もつが、副作用が強くてな。その使い方は本来禁止されているんだが……何度も陛下が覚束ない足取りで放り出されるのを、多くの者が目撃していた」

　髪が、黒く染まる──

『俺と一緒に逃げないか』

　蘇ったその声と同時に、脳裏をよぎった顔。

「ダリル庭師長。もしかして……その粉末は、肌の色も変えてしまうのですか」

「あぁ……そういえば、陛下の場合はそうだったな。手を差し伸べたことが知れれば、王子たちに何をされるかもわからない。だから、あの時は誰もが見て見ぬふりを続けていたんだ。私も含めてな」

　ダリルの自嘲的な呟きが、全然耳に入ってこない。

　ロゼがいつも休憩に使っていた市街のベンチ。大きなセイヨウシダレヤナギが風に棚引くその場所で何度か出会ったあの少年は、いつも真っ青な顔をしていた。

『もう二度と会わないけど……幸せにな』

　最後に見たその姿を思い起こして、一気に頬が熱くなる。

　少女と見まごうほどに、愛らしい顔立ちをした少年だった。似ていると思ったことがなかったわけではない。けれど、まさか肌や髪の色を変えるものがこの世界にあるとは思ってもみなかったし、骨格も声も身に纏う雰囲気もあまりに変わっていて気がつけなかった。

　ギャザラは、気がついていたはずだ。

　あれから十年の月日が流れたとはいえ、十五歳の少女の成長は十歳の少年の成長ほど劇的なものではない。恐らく、彼は知っていたのだ。それも、最初にあの庭園で会ったその時から。

「そんな話を聞いても」

「え？」

「そんな話を聞いても、君は陛下を信じられるのか」

　一言一言ゆっくりと吐き出された問い。

　ゆらゆらと揺れる白い煙を束の間眺めて、ロゼはまっすぐにダリルの目を見返した。

「信じます。少なくとも私の知る陛下は、たとえ兄君たちに恨みを抱いていたとして、それを毒殺なんて陰湿な手段で晴らす方ではありません。どうせやるのなら、ご自身の力で王位を取り、その後で堂々とお二人をなじり倒すような方です」

「っは」

　はははと耐えきれなくなったように笑い出したダリルに、つられるようにしてロゼもフッと口元を緩めた。

　腹立たしいくらいねじ曲がったいい性格をしているギャザラはそれでも、ある意味とてもまっすぐだ。そして根っこの部分で、人一倍優しく潔い。きっと、彼が自分で思っているよりずっと。

「本当に、敵かなわないな。とりあえず陛下ならご無事だ。食事も睡眠も、平素よりもきちんと摂られているくらいだから、安心しなさい」

「取り調べのほうは」

「毒殺の容疑に関してはじき晴れるだろう。ラクスの国王陛下が、陛下の望んだ植物は自国では薬として使われているものだと証言して下さったし、詳しくは語れないが他の証言も幾つかとれている」

「陛下は本当に薬を作ろうとしていた、ということですか」

「そうだ。まぁ……ご自身では、それは父君の命令だったと主張されて譲らないがね」

　そういうところはとても彼らしい。

　あの感情の読み取りづらい顔で、淡々とそんな弁明を口にする彼の姿は容易に想像がつく。再び自然と緩みそうになる口元を、ロゼはぐっと引き締めた。

「毒殺の容疑に関しては、ということは他に何かあるのですね？　侍女長や侍従長が私には告げないほうが良いと判断する何か……エリアーデ王女のことでしょうか」

「……は。参ったな、本当に。陛下よりも前に、貴女にはお会いしたかった」

「え？」

　一体どういう意味だろう。一瞬彼の顔に滲んだ何かは、吐き出される煙と同時にすぐに消えてわからなくなった。

「実は、エリアーデ王女が体調を崩されて逗とう留りゅうされているものだから、陛下の婚姻のせいではないかとあちら側が騒ぎ立てていてな」

「あぁ……反発が起こっているんですね。何故うちの王女ではなく、こんな女を妃にしたのかって」

「まぁ、そういうことだ。陛下は先の縁談をもうキッパリ断わられているんだが」

「当然のことだと思います。エリアーデ王女のほうがよほど王妃に相応しいと、私だってそう思うのですから。国内でだって非難は相次ぐに決まっているのです」

「辛くないのか」

「批判なら覚悟はしていました。この先もずっとついて回るものです。逃げ隠れする気はありません。むしろ、話を聞けて良かったです。何も知らないで守られているのは、とても性に合わなくて」

　侍女長や侍従長がロゼを傷つけまいとその事実を伏せてくれた、その気持ちは嬉しい。けれどそれはきっと、彼と一緒にいる限り今後もずっとロゼについて回るものだ。

　目を伏せて、避けて通れるようなものではない。

「貴女は、本当に強いな」

「そうでもありません」

　ポロリと漏れた声は本音だった。

　自分よりも遥かに若くて美しい王女と比べられることも、このまま本当に王妃として彼の傍にい続けることも。自らへの非難だけならまだしも、そんな女を娶めとったことに対して、彼が批難を受けるのだって。本当は怖くないわけではないし、辛くないわけでもない。

「ただ……、いろいろなものを覚悟の上で、陛下が本気で私を望んで下さるのなら。私はそれに応えられるよう努力すべきだと、ここ一週間で心に決めたのです」

　あれからずっと考えていた。

　自分はこれからどうしたいのか。どうするべきなのか。

　何度考えてみても、自分が王妃にはふさわしくないというのは明らかで。だというのに何度考え直してみても、ギャザラの傍にいたいという気持ちだけは覆らなかった。そうなると、出てくる結論はもう、一つしかなかった。

　──本当に、本気で私なんかを望んでくれるのなら、だけど。

　ひどく残念で、とても彼らしい求婚を思い起こせば、自然と頬が熱くなる。あれから一週間も経つのに、未だになんだか信じられない。

「貴女は本当に……」

　大理石製のテーブル。そこに備え付けられた水皿に煙草を落としたダリルが口にした、その言葉の先は聞けなかった。

　バタバタと駆けてくる騒々しい足音。

「ダリル庭師長！」

　叫ぶような兵士の声に、部屋を抜け出たことがバレたのかと、身体が強張る。

　けれど、そんなロゼの耳に届いたのは、想像もしていない言葉だった。

「何者かが！　何者かが地下牢に火を！」

「は……、なんだと!?　すぐに陛下をお連れしたのか」

「それが、火の回りが早くて陛下と侍女一人が閉じ込められる形に。ロナウド大臣が、ダリル庭師長に水の精霊たちを集めるよう伝えろと」

「っ……今行く！　お前たちはこのまま動ける者を皆集めて、水路から水を引け！」

「はっ！」

火が回って？　陛下と侍女が閉じ込められて？

　忙せわしなく繰り広げられるやりとりを前に、一気に音を立てて引いた血の気。最悪の結末が脳裏をよぎって、駆け出そうとしたダリルの腕を、反射的にロゼは掴んだ。

「私も行きます」

　止めようもなく小刻みに震える身体は、触れた手から彼にも伝わっていただろう。それでも、こちらを見下ろしてわずかな逡巡を見せた彼は、ぐっと口元を引き締めた。

「陛下から渡された庭園の鍵は、今手元にあるか」

「鍵……？　もちろん、持ち歩いておりますが」

　あれから侍女長づてに返してもらおうとしたのだが、何故か受け取ってもらえなかったのだ。それはロゼの鍵だから、と。ロゼにとってもここに来た時から、一番大切なものだった。寝るとき以外は肌身離さず身に着けているから、今この時だって当然首から下がっている。

　だが、何故この局面で庭園の鍵なのだろう。

　傾げた首に、大きく頷いたダリルの声はこれまでに聞いたことがないほどに、とても鋭かった。

「いいかい、今から言うことをよく覚えて。途中で無理だと思ったのなら、必ず私のもとへ戻りなさい。いいね」
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　憎々しいほど高らかに、空へと立ち上る煙。

　少し離れたこの場所まで届く喧けん噪そう。それがことの重大さを否応なしに伝えてくる。

　こういう時こそ冷静にならなければいけない。わかってはいても、最悪の事態が頭をちらついて平静さを保てない。

「っは……！」

　息が上がる。まとわりつくワンピースドレスの裾が邪魔で、脚がもつれる。それでも、なんとか辿り着いたその場所を前に、大きく肩で息を吐ついた。

　王庭の一番奥。樹勢のいい、見事なツルアジサイに彩られたステンドグラス。三枚で一つの絵になるように作られた、その三つ並びのステンドグラスの一番左。満開に咲き誇る白いアジサイをよけて、煉れん瓦がの切れ目にわずかにできた窪くぼみに鍵を差し込む。

　カチリと響いた小さな音。それを押し開けようとして初めて、ロゼはその異変に気がついた。

「これは……」

　ステンドグラスの縁と煉瓦との間に、樹脂のような物が流し込まれていて、扉が塞がれている。いかに慌てて施したのかがわかるほど粗雑なやり方だが、おかげで扉はビクともしない。

　一瞬にしてサァッと血の気が引いた。

　火を放ったという何者かは、最初からここの存在を知っていて、前もってここを塞いだのだろう。

　先ほどから脳裏にちらつくその人の姿に、まるで脚そのものが凍りついたかのように冷えきり、震えが止まらなくなる。

　そもそも、ギャザラはちゃんとこの隠し通路に入れたのだろうか。今、一緒に残された侍女というのは、もしかしたら。

　ぐるぐるととめどなく溢れる思考に囚われて、手がガタガタと震える。その手をどうにか自分で止めようとした、その時だった。

「ひゃっ!?」

　突然、ぐんと引かれた腕。トントントンとロゼの腕を伝って身軽に飛び乗ってきた茶色の毛玉。ちょこんと飛び出た小さな耳に、ふわりと揺れた前髪。

「ネッド？」

　神出鬼没なその精霊の名を呼べば、短い手でぽんと強く肩が叩かれた。しっかりしろ、と言わんばかりのその動き。心なしか張られた胸に、ガチガチに強張っていたものがほろりと解けた。

「そうね。狼狽えている場合じゃなかったわね」

　彼に会いたい。

　会って、確かめたいことがある。言いたいことだって山ほどある。こんなところで、勝手にいなくなられたら、困るのだ。

「松脂ロジンベースの接着剤……よね」

　その接着面に顔を寄せれば、ごく最近ここへ施されたものだからだろう。松まつ脂やにの独特な香りが鼻を掠めた。

　後から証拠隠滅のために全て剥ぎ取るつもりだったのかもしれない。

　樹脂製の接着材は強度が弱い分、それを生かした使い道もある。そう教えてくれたのは、誰だったか。前世では全く詳しくはなかったこと。けれど、この世界で全てを一人でやらなければならなくなってから、他の庭師たちに教えてもらったことが沢山ある。

『根本に鋭いものを差し入れて、引き剥がすほうが早いだろう。女手でできるならな』

　小ばかにしたようなその言葉を思い起こせば、そんな状況じゃないというのに、少しだけ口元が緩んだ。

　そうだ──そんなことをロゼに教えてくれたのは、同期の庭師の男だった。本人からすれば、あれはただの嫌味の一つだったのだろうけど。

「ネッド。手を貸して」

　迷っている暇はない。

　一度引き抜いた手の内の鍵。毎日大切に持ち歩いていた真鍮製の古びた鍵を握りしめて、ロゼはぐっと口元を引き締めた。
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「悪いが、少し触れるぞ」

　ひやりと湿った床に横たえた小柄な身体。

　くたりと脱力したその身を少しでも寛くつろげるために衣服を緩めて、その様子を窺う。

　パッと見たところそこまで重篤な火傷はなく、呼吸の感じを見ていても著しく喉を焼いたような様子もない。そのことに大きく息をつきながら、ギャザラはゆらゆらと揺れる青い光に照らされた、先の見えない通路へと目を向けた。

　──参ったな。

　こういう事態をまるきり想定していなかったわけではない。

　追い詰められた者ほど短絡的な行動をとりがちなのは、世の常だ。ただ、まさか自分のために火をかいくぐって戻ってくるような者がいるとは思ってもみなかった。

　だから、隠し持っていた鍵でこの通路の扉を開けて逃げ込む直前、耳に届いた声。あちこちに火傷をこしらえ、ひどく咳込みながらも、ふらつく手で牢の鍵を開けたこの侍女の姿を見た瞬間の驚愕は、相当なものだった。

　どのような事情にせよ、彼女は早くここから出して医術師たちに任せるべきだ。

　わかってはいる。だが、迂う闊かつに進むこともできない。

　王位を継いだ時一度だけ見て回ったきりの隠し通路。その中の造りは実に難解で、悪用されることを防ぐための罠わながあちこちに張り巡らされている。あれに引っかかれば、確実にただでは済まない。この世に３つしかない鍵。王庭を管轄している宮廷庭師長は、この通路の存在を知る数少ない人間の一人だ。ダリルなら、すぐにでもこの通路のことに気がつくだろう。だが、火の勢いが強ければ、庭園の精霊たちを管轄する彼はその場を離れられない。彼が鍵番のもとから経路図と鍵を持ってここへ駆けつけるまでには、どれほどの時間がかかるだろう。

　洞窟などに咲く青蛍草ネルンが、ここにも点々と発光性の小さな花を咲かせている。おかげで、何も見えないということはないが、視界はすこぶる悪い。この侍女は早く連れ出してやるべきだ。わかってはいても、力を失った大の大人を抱えながら、探り探り進むのはあまりに危険だった。

　風もないのに、ひとりでに揺れる不気味な花。

　なんだかひどく疲れたなと目を伏せて──唐突に、ギャザラはそれに気がついた。

　──風がないのに花が揺れるだなんてことが、あるはずがない。

　重たい瞼をこじ開けパッとその場に立ち上がれば、小さいながらも眩い光が目に飛び込んできた。

　ネッドが手にした灯りに照らされて、浮かび上がった赤い髪。

　鳶色の瞳がこちらを捉えて、大きく揺れた。

「陛下……！」

　凛と張られたその声を聞くだけで、急激に疲れが吹き飛ぶ気がする。

　けれど同時に、血の滲んだ膝や、あちこち汚れ破れた服へと目が留まって。

　大きく見開いた目。口から零れた言葉は、自分でもわかるほどに震えていた。

「何故ここへ来た!?　大人しく待っていろ、と命じたはずだ！　おまえのその怪我けがは……、っ」
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「良かった……！」

　ロゼが自分の言葉の先を遮ったのは初めてだった。自ら、その白い手袋に覆われた手を伸ばして、ギャザラの腕の中へと飛び込んで来たのも、また。

「良かった」

　泣いているのかと思うほどに、ひび割れた声。

　反射的に抱き止めたその身は相変わらず華奢で。それでいて、いつも以上にひどく温かかった。

「は……どうやってここまで来た。部屋で大人しく待っていろと命じたはずだ」

「聞けません」

「は？」

「あんな命令は聞けません」

「聞けない？」

「私が王妃で貴方のものだと言うのなら、貴方だって私のものです！　愛する人を案じるくらいの権利は、私にだってあるはずです！」

　凛と張られたその声は、とてもよく響いた。仄暗い地下通路の中にも、そしてギャザラ自身の中にも。

　ぴしゃりとした物言いとは裏腹に、こちらを睨み上げたその目の縁が赤らんでいる。

　息を詰めてその顔を見下ろすしかできないでいるギャザラへと、彼女は更に言葉を重ねた。

「お咎めがあるのであれば、ここを出た後で聞きます。けれどその前に、こんな慎ましやかさとは無縁な女を王妃にと望んだのはご自身であることを、お忘れなく」

「……おまえは本当に」

「可愛げがない？　結構です。貴方を助けられるのであれば、可愛げなんていりません」

　どんなに気丈に振舞っていても、細い肩が震えている。への字に結ばれた唇も、ぐっと何かをこらえるように力の込められた目元も。

　あぁ、零れそうだなとギャザラが思った、まさにその時。

　涙を見られまいとするかのように、トンッと押された胸。

「ついて来てください、私が先に……、っきゃ！」

「っおい！」

　くるりと身を翻した拍子に、ずるりと滑った足元。

　反射的に抱えたその身を引き上げれば、ポタポタと温かな滴が腕に落ちた。

　──全く、なんでこんなに強情なのか。

　甘え下手で意地っ張りで気が強くて、そのくせお人ひと好よしで頑張り屋で他人には甘くて。

　本当に、目を離していられない。

　どうしてこんなに愛おしいのかと、いっそ腹立たしいくらいだ。

「可愛げがないとは言っても、可愛くないとは一言も言っていない」

　溜息交じりに零した声に、びくりと腕の中の彼女が身じろぎをした。今でこそ、すっぽりとギャザラの腕の中に収まるようになったその身体。こんな華奢な身体が自分よりも大きかった頃を思えば、自然と抱きしめる腕の力が強くなる。

「おまえは、ダリルが好きなのだと思っていた」

「だから、なんでダリル庭師長なんですか」

　──もしかして、まるで伝わっていないのか。

　そんなことに今更ながら気がついて、一気に力の抜けた肩。

「私がお慕いしているのは陛下です」

　どこか拗すねたような小さい声は、呆れるほどに不機嫌さを滲ませていた。

「……聞こえなかった」

　嘘だと、きっと彼女もわかっている。

　それでも、再び耳を打ったその声はやはり、これ以上ないほどに不服そうだった。

「私は貴方のことが好きなんです、ギャザラさま」

　瞬間、こみ上げた感情がなんなのか、ギャザラにもわからない。

　ただ、胸が熱いような痛いような奇妙な感覚は、それでいてひどく温かかった。

「おまえは、男の趣味も絶望的だ」

「陛下の女性の趣味だって、絶望的じゃないですか」

　叶うのなら、ずっとこのままでいたい。そんなガラにもないことを思って、それをどうにか自分の中から追い出した。まだ、何も片づいてはいないのだ。こんなところに長居するわけにはいかない。

「とりあえず涙を拭いて、通路図を」

「っ……だめ！」

　こちらを振り返ったロゼが、大きく見開いた目。

　とっさに零れたのだろう鋭い声に、弾かれるように後ろを振り返ったギャザラの目に映ったのは、短刀を手にした侍女のその姿だった。

「っ」

　とっさに飛び出そうとしたロゼのその身を反射的に引き戻して。侍女の手の内にあった短刀を払い落とす。

　ガランッと金属が床に転がる派手な音。手早く拾い上げたそれは、護身用というよりは装飾用に近いものなのだろう。ひどく重たかった。

「何故死なせて下さらないのですか！」

　しわがれ、掠れた声。こちらを見上げたその顔が、悲痛に歪む。

「私は陛下を殺めようとしたのです！　あの時、毒を盛ったのだって私です！　ですから、先ほども陛下にこのまま捨ておいてくださいと、申し上げたのです」

　ひどく青く、そして以前よりも格段にやつれたその顔。

　何を思ったのか。

　ギャザラが何を言うより早く、腕の中のロゼが大きく身を捩った。

「陛下。手をお離しください」

「ダメだ。まだ何かを隠し持っている可能性もある」

　わかっている。彼女には誰かを傷つけるほどの力はないし、そんなことも望んではいない。だからこそ、ここで全てを終わらせたがってことを急せいている。

　わかってはいても、ロゼを傷つける可能性がゼロでない限り、この腕は離せない。そう思って彼女を抱く力を強めた、その時だった。

「お願い、ギャザラさま」

　不意に、耳を打った艶やかな声。

　腕の中からこちらを見上げた鳶色の瞳が、大きく揺れて。

　跳ね上がった鼓動に、自分でも驚いて離してしまった手。

　やられた、と思った時には既に彼女はギャザラの腕をすり抜けて、侍女の前に膝をついていた。

「いけません、ロゼさま！　貴あ女なた様さまはもう」

「教えてほしいの、アリス。貴女は、一体誰を庇かばっているの？」

　思わず息を呑んだのは、たぶん二人同時だった。

　彼女は、一体いつそれに気がついたのか。そして、どこまで知っているのだろう。

「ロゼさま。何を仰られているのか」

「私は貴女に守られてばかりだわ。毒の一件もそうだし、借財の一件だって貴女が陛下を呼んできてくれなかったら、どうなっていたのか考えるのも怖い」

「ですから、それは」

「……アリス。貴女が全ての罪を被ってここで命を絶ったとして、その人は幸せなの？　今のしがらみから解放されるの？」

「っ」

「私は貴女たちのことも、陛下のことも守りたい。そのためにも、貴女にはきちんと正式な場で証言をしてほしいの」

　くしゃり、と歪んだ侍女の顔。わなないた唇を一度ギュッと引き締めた彼女は、次の瞬間今にも泣き出しそうな顔で頬を緩めた。

「ロゼさまは、すべてご存じなのですね」

「いいえ。でも、貴女たちのことはなんとなく予想はついてる。……辛つらかったわね。ごめんなさい、もっと早くに気がついてあげられなくて」

　──参ったな。

　素直に、そんなことを思った。

　ボロボロと涙を流す侍女の背中を、彼女の手が撫でている。

　ギャザラが何をおいても守りたいと思うその人は、無鉄砲で、向こう見ずなようで──思っていた以上に、とても思慮深く、よく周りを見ている。そして、困ったことに情に厚い。自分を欺いていた相手にも、躊躇いなく手を差し出してしまうほどに。

『具合が悪いの？』

　思えば、昔からそうだった。

　そのくせ、自分のことだけは誰にも守らせようとしない。いっそ笑えるくらいに、不器用で甘え下手な女。

　そんなところがいつももどかしくあり、たまらなく愛おしい部分なのだろう。

　口が裂けても、そんなことを伝える日は来ないだろうが。

「長話はここを出た後だ。ロゼ、通路図を渡せ」

「ありません」

「なに？」

「あの……ここの存在を知ったのもほんの少し前だったので、今からそんなものを取りに行っていたら間に合わないと思って」

　こちらを窺うようにおずおずと彼女が差し出してきたのは、見覚えのある通路図ではなく古びた茶色い紙で。よく眺めてみればそれは、何やら庭園の図面のようだった。

「なんだ、これは」

「この宮殿の建設時、同時に作られた庭園の施工図です。この当時引かれた水路とここの地下通路がほぼ同じ形だそうで。当時から現存する硬葉樹の下に仕掛けがあるとダリル庭師長から教えて頂いたので、それを頼りにここまで……あ。硬葉樹というのは例えばオリーブなんかの」

「いや、その説明はいい」

　意図せず、喉から振り絞ったような呻き声が漏れる。

　そんな説明だけで、彼女なら行けると判断したダリルもダリルだが、本当に辿り着けてしまうロゼもロゼだ。

「おまえ……、そもそも、あの侍女長や侍従長をどうやって撒いて出てきた」

　頭を抱えたくなる気持ちで重ねた質問を、ギャザラはすぐに後悔する羽目になった。

「部屋のバルコニーから少し離れたところに、ユリノキの巨木があるのです。ネッドに寝台の上の窓から幹の中腹まで降ろして貰えば、後は木を伝って滑り落ちたというか、なんというか」

「まさかその脚はその時の怪我か」

「ただの擦り傷です。ユリノキは下のほうは枝がありませんし、幹もまっすぐでつるりとしていますから、さすが防犯の面と景観の両方からよく考えられた植栽だと」

「もういい」

　言い訳めいたロゼの説明をバッサリと切って、ギャザラはたまらずこめかみを押さえた。

　まさかそんなことをする女がこの世にいるだなんて、思ってもみなかった。

　こんな時だけやけに上目遣いでこちらを窺ってくる、その顔がまた憎々しい。

「ここを出たら、おまえにはいろいろと積もる話がある」

　どれだけ自分が彼女を守りたいと思っているのか。きっと、彼女だけにはこの先一生伝わらない。

　結局、振り回しているようで、いつも翻弄されているのは自分のほうだ。

　大きな溜息を一つ吐き出して、ギャザラは誰より大切なその人をまっすぐに見下ろした。
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「アリス!?　アリス……!!」

　開かれたままだった、王庭の隠し扉。

　突然開けた視界に降り注いだ光に包まれて、目が眩くらむ。そんなロゼの耳に、真っ先に飛び込んできたのは、聞き慣れた侍女のその声だった。

「イリス!!」

　ギャザラに身を抱えられたアリスの、しわがれた声。

　ようやく慣れてきた目に想像以上に大勢の人の姿が映って、思わず目を瞬く。

「全ては私の仕業でございます、陛下！　私が陛下を殺めようとしたのです！　王妃様へ毒を盛ったのも私。全て私が一人で企たくらんだこと。妹は関係ありません」

　こうしてアリスが怪我でも負っていなければ、本気でどちらかもわからないくらいに瓜うり二ふたつの顔。後ろ手に腕を括られ、膝を突かされた彼女の両脇を兵士が固め、その斜め後ろに宰相が立っている。

　数人の大臣に、兵士たちがずらりと彼女を取り囲むその光景は、なんだか異様な雰囲気だ。

「ご無事で何よりです、陛下。今しがた、この侍女がここで不審な動きをしているところを捕らえましてな。通路図を取りに行かせている間に、これまでの罪を今洗いざらい自白したところでした。それによると……」

　平素にはない、媚びへつらうような軽薄な笑み。

「結構だ。全て把握している」

　今すぐ塞いでやりたいと思うほど腹立たしいその口を束の間黙らせたギャザラの声は、いつもながらに冷ややかで揺らぎがない。

「は……？」

「聞こえなかったか。貴方が、自らの屋敷の侍女であるイリス・ウォーカーにこれまで犯させた罪のことは、既に把握している、と言ったんだ。彼女らの母親と弟も、既に宮殿の庇ひ護ご下にある」

　その場の空気を一変してしまう存在感。

　この庭園で初めて出会った時と変わらない凍てつく空気を纏ったその人を、ロゼは眩しいものを眺めるような気持ちで見上げた。

「エリック・ベフロワ公。今この時をもって貴公を更迭し、身柄を拘束する。心して審問の時を待て」

「待て！　ドナウ大臣に、ロバウト大臣。そもそも陛下にはまだその権限はない。そうだ……」

「見苦しいぞ！」

　うなるような低いその声は、その場にとてもよく響いた。

「まだわからないのか。宮仕えの薬師も、先代国王の給仕も、ラクスの国王陛下も皆我が身の潔白を証言している。この侍女を含め多くの者がこれまでの貴公の悪事を証言すると言ってくれているし、証拠ももう固まっている。貴公の味方など、この宮殿にはもはや一人もいない」

「っ……私は王家の血筋を引くベフロワ家の当主だ！　低俗な氷の民ツヴァイの混血児よりも私のほうが王位にふさわしいはずなんだ！」

「それが、思い違いだと何故わからない」

「何だと？」

「たとえ俺が今ここで死んだとしても、貴方を支持するものは誰もいない。言ったはずだ。俺のことを氷の民ツヴァイの混血児と蔑み驕おごり高たかぶっている間に、貴方は自身で多くの大切なものを失ったと」

周囲をキョロキョロと見回し、ようやくそれが真実だと気がついたのだろう。彼は、赤かったその顔を一気に白く染めた。

「貴公の父君は本当に優秀な執政官だったのに、残念だ。おい、連れていけ」

「待て！　おい、触るな！　私を誰だと……」

　往生際悪く騒ぎ立てる宰相が、兵士らに抱えられて遠ざかっていく。

　引きずられるようにして去っていくその背は、いっそ哀れなほどに小さく見えた。

「アリス・ウォーカー並びに、イリス・ウォーカーの取り調べは後日だ。まずは二人とも医術師に診せろ。大事な証人であり、私と妃の命の恩人だ。丁重に扱え」

「陛下……」

「過度な温情は期待するな。罪は罪だ。母親と弟の身が大事なら、下手な行動はとるな」

　兵士の一人にアリスを渡しながらも、そんなことを口にする彼の顔は、いつも以上に無表情で。

　彼らしい、と。そんなことを思えば、自然と口元が緩んだ。

「貴女たちのお母様と弟は宮殿で保護しているから、安心して今は身体を休めることを優先しろって。たぶん、そう言いたいんじゃないかしら」

　たまらず横からそっと添えた言葉に、くしゃりと二人の顔が歪む。

　泣き崩れた二人を前に、こちらを一瞥して居心地悪そうに眉をしかめたギャザラは、それでもすぐに何かを言うようなことはなかった。

　兵士たちに連れていかれる二人の背を見送ってから、ようやく大きく息をつく。

「おまえは、一体どこであの二人のことを知ったんだ」

「あぁ……きっかけは、陛下が私に下さった百合ですわ」

「百合？」

「えぇ。姉のイリスはどうやら百合アレルギーのようなのです。妹のアリスには全くそういう症状はありません。あぁいうものは体調にもよりますから、最初はそのせいかなとも思ったのですが」

　そう、きっかけはささいなことだ。

　アリスが頻繁にくしゃみをしている。目の縁を擦って赤くしている。それは部屋に彼からもらった百合を飾っている時に限るのだが、それにも反応を示す時と示さない時がある。不思議に思ってよく見ているついに、ギャザラに対する好き嫌いが極端に分かれていることに気がついた。

「いろいろと疑いを深めたのは、あの庭園での毒殺未遂騒動の時です。あの時、最初にヴァレンティナ様の侍女と一緒に来たのは、イリスでした。けれど、彼女はその場に長く留まれなかったのです」

「留まれなかった？」

「えぇ。あの時は、すぐ傍に沢山のヴェール・リリーが芽吹いていて、その対比になるようにと植えた他の百合は先に花開き始めていましたので。すぐに真っ赤になった目を見て、一度私が彼女を帰したのです。その後、戻ってきたのがアリスのほうなのでしょう。入れ替わりにイリスからその計画のことを聞いたのだと思います」

「それで、自ら毒を煽ったと？」

「宰相閣下が実行犯に選んでいたのはいつもイリスのほうです。アリスは普段、入れ替わる日取り以外何も知らされていなかった。だから、イリスの犯行を告白する訳にもいかないアリスは、偶発的な事故を装って自分でそれを止めることを選んだのかと。全部、推測ではありますが」

　そこまで口にして、わずかに首を傾げる。

「陛下は最初からご存じだったからこそ、あの時アリスを一緒に捕らえずに泳がせていたのでは？」

　ロゼのその推測を更に裏付けたのは、ギャザラ自身だ。

　おまえの身の周りは信頼できる者たちに。そう口にしていた彼は、その中にアリスを入れはしなかった。命を賭してまで主を守った侍女。そんな彼女が、世話をしてくれる侍女たちの中にいなかったら、さすがのロゼもいろいろと考えさせられる。

　侍女長からアリスに姉がいること、そしてそんな彼女が宰相家に勤めているのだということを聞けば、一体何が起こっているのか──予想をつけるだけの時間は、たっぷりあった。

「そうだな。あの時は彼女たちを泳がせて、バレッタ家の莫大な借財と、ベフロワ家の不自然な興隆の繋がりを調べていた」

「え……？」

　バレッタ家とベフロワ家の繋がり？

　今しがた口にされた言葉を反芻して、ひどく間の抜けた声が口から零れる。

「待ってください。それは私を追い出すための一度きりのことでは」

　こちらをまっすぐに見下ろし、わずかに細められたその目。

　まるで大切なものを慈しむようなその目線に、全てを悟って。たまらずくしゃりと顔が歪んだ。

「……そう、だったのですか」

「おまえがまだ本当に幼い時分からのことだ。ベフロワ公は浅はかで愚かだが、甘言を吐いて人をその気にさせることに関してはとても上手かった。新しい事業だ、家の未来のためだといろいろなことを口にしてはおまえの父親から大金を巻き上げていた」

「父は本当に愚かな人間です」

「そうだな。だが、それがことさら加速したのは、俺が王位に就いてからだ」

「どういうこと、ですか」

「ベフロワ公のことだ。自分が王位に就けばバレッタ家を取り立ててやるとかなんとか言って、更に金をせびり始めたんだろう。同時期に自分は正式に宰相の位に就いていたし、ベフロワ家が王家の血筋であることは確かだからな」

　それだけじゃない。

　あえてギャザラが口を噤んだのであろうその先を、ロゼは知っている。

　父は氷の民ツヴァイをひどく恐れ厭う人々だった。きっと表立って口にはせずとも、心の底では宰相に賛同していた部分も大きかったはずだ。

「だから、宰相閣下はあんなにも私を宮殿から追い出したがっていたのですね」

「だろうな。おまえが宮殿にいれば、どこからその件がバレるかもしれない。俺の寵が深いと悟って焦ったのもあるだろう。借財を膨らませきっておまえを宮殿から出そうとした、あの計画が失敗した辺りから、行動にはかなり焦りが見えていた」

「……私は、陛下の寵愛が深かったのですか」

　それは特に他意のない言葉だった。

　皮肉のつもりもなく、ただ耳に留まったから問うただけの。

　けれど、その瞬間のギャザラの百面相を、ロゼはきっと一生忘れないだろうなと思った。

　虚を突かれたように怯み、不愉快そうに顔をしかめ、何かを言いかけては困ったように眉根を寄せる。その顔は、心なし赤らんでいるようにさえ見えた。褐色の肌のせいで、とてもわかりづらかったけれど。

「陛下は、もっとそうやっていろいろな表情をされたほうがいいと思います」

　クスクスと思わず漏れる笑い声。

　宮殿へ来てから初めて、なんの憂いもなく心の底から零れたようなその笑みに、一瞬目を細めた彼のその顔が目に入って。

　何が起きたのかを、すぐには理解できなかった。

　──笑った。

　寝ぼけて、ではなく。初めて普通にギャザラが笑った。

　そう思った時には既に、強く身体を引き寄せられていた。

「っん!?　んんっ！　……は、ぅ！」

　周りにはまだ沢山の人がいる。というのに、躊躇いなく唇を割って差し込まれた舌。当然のようにロゼの舌を絡め取り、我が物顔で口内を蹂躙するそれから逃れようと身を捩るも、その腕はビクともしない。

「んっ、っんっ！」

　そちらへ目を向けずとも、多くの人がこちらを見つめているのが、気配だけでわかる。

　恥ずかしい。

　恥ずかしくて恥ずかしくて、顔から湯気が出そうだ。だというのに、相変わらず冷たい肌。久しぶりに触れた唇に、胸が煩いくらいに音を立てて、脚に力が入らない。

「っは」

　心が通っているのだと知った後の触れ合いは、これまでの何倍も強烈だ。

このまま流されてしまいたい。

　頭をよぎったそんな考えを、なけなしの理性で追い払って舌に噛みつく。甘噛みに近いロゼのそんな抵抗に、低く喉を鳴らして唇を離した彼は意地悪そうに、それでも確かに笑っていた。

「っ……！　こんな人前で何をなさるのですか!?」

「おまえのそんな表情は、悪くない」

「っは」

「ここで続きをされたくなければ、早く医務室に行け」

　本当にもう、なんでこんな男を好きになったのだろう。

　思わず口を拭って周囲の視線から逃れるように、急ぎ動かした脚。

「今夜は丁寧に身体を磨いておけよ」

　後ろから追ってきた愉しげな声に、一気に耳まで熱くなって。半身振り返る。

「陛下が思わず褒めずにはいられないほど、ピッカピカに磨いてお待ちしておりますわ！」

　真っ赤に染まったロゼの姿が相当に面白いのか。

　いかにも面白そうに細められた紫色の瞳を睨み上げて、口走った言葉。それがどういう意味なのかに気がついて、ロゼが耳までも真っ赤に染めたのは、それから少し後のことだった。
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「先ほどのあれは威嚇のおつもりですか」

　休む間もなく事後処理に追われている最中。執務室を訪れ、一通りの報告を終えたダリルが書類を束ねながら付け加えた言葉。

　わずかにトーンの変わった声色に、書類へと走らせていた筆を止めてギャザラは顔を上げた。

「真実、寵が深いのだと思わせておいたほうが、彼女の受ける批判も和らぐだろう」

　口にした言葉に嘘はない。

　事実、蛮族の血を引く悪名高い国王に娘を嫁がせたがる者は、国内外問わずなかなか見つからない。ロゼが純潔だったことも幸いして、ギャザラの伴侶探しに苦心していた大臣たちを言いくるめるのは難しくなかった。

　それでも没落した名家の、いい歳の娘。それだけで彼女を批判する者は沢山いる。

　批判なんてものを受けるのは、自分一人で十分だ。余計な口を噤ませるための小細工ならいくらでもしてやろうと思う。

　ただ、そんなのは口上で、半分くらいは衝動だったのだとギャザラ自身よくわかっていた。

　あの瞬間の、彼女の笑顔が。初めて自分に対して向けられた屈託のないその表情があまりに愛しくて、衝動的に触れたくなった。自分のものだと知らしめたくなった。そんな感情に抗えなかった。

　本当に。自分の心を乱すような人間なんて、これまでもこれからもきっとロゼ一人だろうと思う。

「事実、寵愛が深いようで安心いたしました」

　淡々とそんなことを口にする彼の声は、呆れている。

「……何故、王妃を危険に晒すような真似まねをした」

　見上げたその顔。

　こちらを見返したその目は、ひたすらにまっすぐだった。

「確かに、私が行くのが相応しい場面だったのかもしれません。けれど、陛下。貴方にもいい加減気がついて頂きたかったのです」

「どういうことだ」

「閣下がエリアーデ王女を唆そそのかして書簡を持ってこさせたのだということは、ご自身で彼女を問い詰めてお聞きになっていたのでしょう。陛下はあの時、わざと素直に拘束に応じられた」

「……」

「いいですか。王妃陛下は、危険を冒してまで今日、私のもとを訪ねて参りました。それも、ただ貴方の無事が知りたいという一心で、です」

　擦り傷や痣あざをいくつもこしらえた脚。あちこち破けた服と手袋。あれを思い出せば、自然と眉間の皺が深くなると同時に、なんとも言えない複雑な感情がこみ上げる。

「貴方を助けに行くことにだって、躊躇いはなかった。あの時、陛下に万が一のことがあったなら、彼女はどうなっていたか想像はつくはずです」

　泣く、だろうなと今なら思う。

　一人になってからまた声も上げずに、血が滲むほど唇を噛みしめて。

　つまるところ、ダリルが言いたいのはそういうことなのだろう。

「今後は、善処する」

「ご理解頂けたなら幸いです。自らを囮おとりにするような真似はもうおやめください。一人の男性として貴方のことを心底愛し、その身を案じる相手がもういらっしゃるのですから」

「おまえは、俺がいなくなればロゼと一緒になれるとは思わなかったのか」

　現状、彼女が身籠もったりしていない限りは、ギャザラが死ねばロゼは解放されただろう。あの火事に乗じて自分を葬ることは、あの地下通路の内部を歩けた彼にだってできたはずだ。少なくとも、あの時ギャザラは武器らしき武器を持ってはいなかった。

　部屋の中に落ちた、束の間の沈黙。

　こちらをまっすぐに見つめていたその目を、やがて彼はそっと伏せた。

「陛下が彼女を弄んでいるだけなら、あるいはそう考えたかもしれませんが」

　冗談めかした口調。けれど、それが本音だとすぐに悟れるくらいには長い付き合いがある。

「貴方はご存じないのですよ。どれほどご自身が王妃陛下に愛されているのか。最初から、彼女の目の向く先には貴方しかいなかった。私や他の者など、眼中にないのです。彼女が……何故あれだけ手のかかるヴェール・リリーをわざわざ育てていたのか、ご存じですか」

「いや」

「陛下にお見せしたかったのです。お父上がヴァレンティナ様へ、そして陛下へ贈ったあの庭で満開に咲き誇るヴェール・リリーを。陛下が、ヴェール・リリーが好きなのだとヴァレンティナ様からお聞きして」

　知らなかった。

　とても苦心して育てているらしいということは知っていたが、そんな理由だとは思いもよらなかった。

「どうか王妃様を大事にされますよう。なりふりかまわず守りたいと思うほど、陛下にとっても大切な方なのでしょう」

　揶揄するような口調とは対照的な、穏やかな笑み。

　大きく長く息を吐いて、ギャザラはその顔をまっすぐに見返した。











十、甘美な果実は、たわわに実る












　緊張する。

　ここ一週間、ほぼ軟禁状態だったのだ。ギャザラの私室だというこの部屋の勝手はもう知り尽くしているし、借りてきてもらってまだ読めていない本だって山ほどある。だから何もこんな寝台の縁で身を固くして待つ必要はないのに、湯浴みから戻って以来小一時間。ロゼはその場から動けないでいた。

　侍女たちが寝転んでも痛くない程度にと、サイドへ流してくれた髪はとても可愛らしく緩めに編まれているし、二枚重ねの上品な薄衣もとても美麗だ。それだけに彼の反応が怖いやら、何やら恥ずかしいやらで、どうにもこうにも落ち着かない。

「ネッド、いる？」

　初めて肌を合わせるというわけでもないのに、なんでこんなに緊張しなければいけないのか。

　自分でもバカバカしくなって、大好きな相棒の名を呼べば、何もない空間から現れた茶色い毛玉の精霊が、ふわりとロゼの膝へ乗ってきた。

「あら、どうしたの？　これ。陛下が結んでくれたの？」

　いつもぴょこんと跳ねている前髪を留めているリボン。ロゼが結んであげたそれが解けてしまったのだろうか。ひん曲がって固結びになった、その滅め茶ちゃ苦く茶ちゃな結び方には見覚えがある。

　こくこくと何度も頷いたネッドが、不愉快そうに前髪を揺らす。

　一体どんな顔をしてギャザラはネッドの前髪を結び、どんなふうにしてネッドはそれを受け入れていたのだろう。その時の光景を思い浮かべれば、思わずクスクスと笑みが零れる。

「いろいろと、本当に不器用な人なのよね」

　それでいて、とても優しい人だ。

　いつもねじ曲がったリボンで留められた、あの贈り物を思い出す。

　決してまっすぐではないのに、呆れるほど固結びで。ようやく解けた先には、戸惑うくらいの優しさばかりが詰まっている──あれはなんだか、彼の愛情そのものによく似ている。そんなことを今更ながらに思って、余計に頬が緩んだ。

　もうすっかり慣れた固結び。それを一度ほどいて、再び結び直せば嬉しそうにネッドが目をくりくりと動かす。

「貴方と陛下はなんだかそっくりよね」

　こんなことを言ったら怒ってしまうだろうか。

　耳の後ろを撫でながらつい呟いたそんな言葉に、鍵の開く音が重なった。

　弾かれるようにそちらへと顔を向けて、一瞬まっすぐに絡み合った視線。

「お、おかえりなさい」

　ネッドが現れて束の間和らいだ緊張が、一気に戻ってきたかのようだ。

　もっときちんと出迎えなければと思うのに、ガチガチに固まった身体に上手く力が入らない。

「あぁ……、ただいま？」

　何故疑問形なのだろう。

　妙に間の開いたその返答。返された声はそれでも、なんだかとても柔らかい。

「怪我は？　大丈夫か」

「だ、大丈夫です。治りが早くなる薬膏だとかで大おお袈げ裟さに包帯まで巻いていますが、痛くはありませんから。興の削そがれそうな姿で、申し訳ありません」

「おまえが痛くないのなら、別にかまわない」

「は、はい」

　せめていつものように何か軽口を叩いてくれれば、この緊張も少しは和らぐだろうに。彼が常になく素直なせいで、どうしたらいいものかわからない。

　俯いたまま、ただ手慰みにネッドの毛を撫でていると、不意にひょいと彼がネッドの首根っこを掴んでつまみ上げてしまった。

「そこは俺の場所だ、勝手に乗るな」

　別に貴方の場所でもない。

　普段なら咄嗟に口にしている言葉が出てこない。

　ピイッと甲高い声で啼ないたネッドが、去り際ギャザラにココの実の殻を投げつけてその場から消えてしまうと、とたんにひどく心細い気分になった。

「体調は？　医務室で少しは眠れたか」

「おかげさまで、ぐっすりと。あの、陛下はお疲れですよね？」

「いや。これくらいはなんでも……おい、いい加減ちゃんとこっちを見ろ」

「っ！」

　ぐい、と突如反転した視界。

　背中に当たった柔らかい布の感触と視界一杯に映った綺麗な顔に、一瞬にして頭まで熱が回る。

　そんなロゼを見て驚いたように目を瞠ったギャザラが、ゆっくりと口角を上げる。

　まるで獲物を前にした肉食獣のようなその姿に、ぞくりと背筋が震えた。

「あ、あの、陛下」

「ギャザラ」

「え？」

「夫婦二人きりの時くらい名前で呼べ。それから、逃げるな」

　逃げるなと言われても、じりじりと後退をしてしまうのはもう本能的なものだ。

　ロゼもロゼでいつもと調子が違っているが、ギャザラもギャザラでなんだかいつもとまた違う。

「ぎゃ、ギャザラさま。あの、が、頑張って磨いてはみたのですが、やっぱり一日の努力くらいではどうにもならなくて、その改めて後日なんて」

「却下だ。だいたい、そんなことは予測できていた」

「ひ、貧相なままですよ？　刻一刻と歳も取っていますし、急に色気や可愛げが湧いて出てきたわけでもありませんし」

「問題ない」

「でも、ほら、せめてもう少し綺麗になってからのほうが」

「諦めろ。改めて後日も何も、この先毎晩のことだ」

「え……っ、え!?」

「っは」

　意図せず漏れた素っ頓狂な声に、一瞬目を丸めた彼がくしゃりと破顔した。

　まるで以前寝ぼけていた時のような、屈託のない顔。

　今日は本当に予期せぬものばかり目にする。茫然とそれを見つめていると、ぐっと手が引かれて座った恰好のまま抱き寄せられた。

「緊張しすぎだ、落ち着け」

　耳をくすぐる少しクセのある声。頭を撫でてくれるその手が優しくて、自分が情けない。

「アンタはいちいち愛らしいから、ついいじめたくなる」

「いっ、いつも可愛くないって……！」

「だから、可愛げがないとは言っても可愛くないとは一言も言ってない。俺のために精一杯綺麗にしようとしたんだろう」

　嫌だ、と思う。

　耳元でそんな意味不明なことを言わないでほしい。頭がクラクラして、のぼせそうになる。

「熱でもおありですか」

「そういうおまえのほうが、よほど熱っぽい」

「ギャザラさまが、おかしなことを仰るからです」

「ただでさえ飢えていたところに、おまえが煽るからだ」

「飢えていたって……」

「ずっとロゼに飢えていた。たぶん、もう十数年ずっと」

　落ち着くどころか、これでは余計にひどくなった。

　あの時、手を差し出してくれた少年の顔が脳裏をよぎる。

　もう二度と関わることなどないと思っていた。それでも、ずっと忘れることはできなかった少年。

　恨めしい思いでわずかに顔を離してその人を睨みつければ、先ほどと同じ色を灯した目に射られて。

「おまえは自分がどれほど俺を煽るのか、全くわかっていない」

　それが逆効果だったと気がついたのは、低いうなり声と共に首元へと噛みつかれてからのことだった。

　ぴりっとした痛みが走って、そこに吸い跡を残されたのだと悟る。明日の朝、侍女たちが頭を抱えてしまいそうな場所に、何度も唇が降ってくる。

「やっ、ダメです、ギャザラさま。侍女たちを困らせます」

「国王夫妻が仲睦まじすぎて、と？　贅ぜい沢たくな悩みだな」

　低く嗤ってロゼの制止を一蹴したギャザラが、あちこちに跡を残しながら、薄衣の中へと手を潜り込ませてくる。

　ひやりと冷たい、いつものギャザラの手。相変わらず、変化に乏しい綺麗な顔。

　それでも、触れた肌から互いの興奮が否が応にも伝わってきて、跳ね上がる鼓動が煩い。

「っ、だから、ダメですって！　もう！」

　あちこちかまわず噛みついてくるその人を両手で捕まえれば、視線がかち合って。どちらからともなく、重なった唇。もつれ合うようにして寝台へと身を横たえれば、口づけは更に深くなった。

「っん、っふ、んんっ」

　ロゼがその舌を強く吸えば、同じように彼もロゼの舌を吸って。ギャザラが角度を変えて唇を食めば、ロゼもそれに返して。

　こちらを挑発するかのように内腿に押し当てられる熱は、布越しでも解るほど硬く張りつめ存在を主張している。本当に腹立たしいと思うのに、いつもよりも敏感な身体からは、期待と羞恥で素直に蜜が溢れてしまう。

「っはぁ……、っん」

　どのくらいそうやって、夢中で貪っていたのか。激しい口づけの余韻を残して、離れた唇。

　飽くことなくロゼの身体をなぞっていたその手が離れて、しゅるりと夜着の結び目が解かれる音が耳を打つ。

　とろりと蕩けた目をこじ開ければ、こちらを見下ろすギャザラの顔が目に入った。

　薄衣とは言え、それが取り払われてしまうとやはり恥ずかしい。

　年とし甲が斐いもなくモジモジとしている間に、次々衣服を脱ぎ捨ててしまった彼の裸体と見比べてしまえば、なおのこと。

「ギャザラさまは、とても綺麗です」

　本当に、いつ見てもそう思う。

　引き締まった筋肉に覆われた、しなやかな身体。瑞々しい褐色の肌も、すらりとした指先も。思わず見み惚ほれてしまうほどに、美しい人だと思う。それが、更に寒々しさを強調している部分もあるのだろうけれど。

「おまえはもっと肉をつけるべきだ」

　驚いたように目を丸めた彼が、口の端をわずかに上げて、ゆっくりとロゼの胸元に指を這わせてくる。

「っぁん」

　さきほどまでの愛撫ですっかり固くなっていた胸の頂きを不意に押し潰されて、自然と零れた甘い声。慌てて口元を覆った手は、そこからすぐに引き剥がされてしまった。

「だが、とてもいい声で啼く」

「な、啼くって」

　突然、何を言いだすのか。せっかく引いた熱が、再びジワジワと頬へと戻ってくる。

　柔らかく目を細めた彼が、追い打ちをかけるようにロゼの胸元から腹や腰、それに太腿までを指先でなぞって。くすぐったさで身体が縮こまった。

「いつも温かくて心地がいいし、肌が白い分こうして触れればすぐに色づくところも気に入っている」

「っは」

「後は、そうだな。敏感で、身体の反応だけは素直なところも、とても濡れやす……」

「もう結構です！　十分です！」

　きっと、今自分の顔は耳まで真っ赤に染まっている。

　先を聞いていられず慌てて遮れば、くっとかみ殺したように笑ったギャザラが、ロゼの手を取った。いつもは白い手袋で覆っているその手に、こうして直に触れるのは彼くらいだ。

　何も言わずに、ただ何度も口づける。その仕草は、眩暈がしそうなほどに優しくて、ロゼをまた泣きたいような気持ちにさせた。

「っん」

　ふっと、その場を離れた唇が太腿の上へと降ってきて。焦らすように這い上がってくる舌。湿った感触に身を捩った。

　見せつけるようにわざわざ脚を抱えて舌を這わせる彼からは、ロゼの大切なところも全て見えているだろう。ひどく恥ずかしいのに、その先にある快楽を待ってしまう。そんな自分の身体が恨めしい。

「は。いい眺めだな。赤く艶めいて物欲しそうに誘ってくる」

「っ……、意地悪、しないでください」

　こういう時の彼が意地悪なのはいつものことだが、今日はいつにも増してひどい。

「そういう顔をする、おまえが悪い」

「え？　っあ!?」

　低く嗤う声と共に、その指がロゼの秘裂をなぞって押し開く。彼の言う通り真っ赤に膨れ上がっているのだろう肉芽にふっと吐息がかかって、ぬるりとした舌がそこに触れた。

「あっ、っん、あぁっ」

　敏感な蕾を唇で食まれて、舌で押し潰されて、優しく吸われて、熱に冒された頭が上手く回らない。

　最初からそうだった。

　こういう時の彼はひどく意地悪なのに、まるで宝物を愛でるかのようにとても丁寧に、大切そうにロゼに触れる。敏感だ、なんて笑う彼はわかっていない。たぶん、ロゼだってギャザラが相手でなければ、こんなにも乱れたりはしない。

「ッやぁ……っあ、あぁぁ、あっぁ!!」

　ドロドロに蕩けた膣内に潜り込んで来た指が、迷いなくロゼの気持ちのいいところを探り当て、擦り上げて。

　耳を打つ淫猥な水音も、鋭い視線も、すぐに真っ白に塗り潰されてよくわからなくなった。

　脳髄が痺れて、身体が無意識に震える。

「っはぁ」

　口から零れた吐息が熱い。

　だらしなく開いた脚を閉じる気力も湧かず、ぼんやりと見上げた視界に揺れる銀色の髪が映る。すらりとした指がロゼの髪に触れ、小さな音を立てて額に柔らかな唇が押し付けられた。

「ギャザラさま、私も」

「今日はいい。これ以上煽られたら、抑えがきかなくなる」

「え……あっ」

　掠れた声と共にお腹に触れていた肉茎を揺すられて、視線が泳ぐ。そんなロゼを見て愉しそうに目を細めた彼がその場から身を起こして。

　自分でもわかるほどに蜜を滴らせた秘裂に、せり出た肉棒の先端がぐっと押し当てられた。

「挿いれてもいいか」

「は、い」

　普段は冷ややかな紫水晶の瞳が、熱を孕んで自分を見つめている。それがたまらなく嬉しくて手を伸ばせば、指を絡めて寝台に押しつけられた。
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「ッは……、あっ、っん」

　ゆっくりと膣壁を押し広げて入ってくる生々しい肉の感触に、ぞくぞくと背筋が震える。

　ロゼ同様に、彼もまた興奮しているのだろう。いつも以上に硬く膨らんだその昂たかぶりが、触れ合った粘膜からも伝わってきて、ことさら興奮を煽った。

「っん、ん、っは。ギャザラさま、本当に、私でいいんですか」

「くだらないことを聞くな」

　自然と口から零れてしまった言葉に、ギャザラが不機嫌そうに喉を鳴らす。

　確かに、こんなことをしている最中に聞くことでもなかった。また、これだから可愛げがないなんて言われるだろうか。そんなことを思って肩をすくめれば、小さな吐息を零した彼が、束の間動きを止めた。

「あんなこっぱずかしい台詞は、おまえ以外には死んでも言わない」

　──それは。

　それは、どの台詞のことなんだろう。

　そんなことを思ったけれど、結局訊けはしなかった。

「え、あっ!?　やっん……っ！　んんっ」

　再開された律動。彼を求めてヒクつく膣壁をずるずると擦られて、切ないほどの疼きに甘ったるい声が零れる。それでも、こみ上げた気持ちをどうにか伝えたくて、ギャザラの頬へと手を伸ばす。

「好き、です。っあ、は……ギャザラさま。好き」

「っ、こんな時に煽るな」

「っやっ、あぁ!?」

　ようやく素直に口にできたと思ったとたん、低いうなり声と共に勢いよく奥を抉られた。苦しいような、それでいてどうしようもないほどに気持ちのいい衝撃。ロゼの身に伸のし掛かかるようにして、ギャザラが本格的にその身を貪りだして。

「っん、ぅ、あっ……っふっ」

　強く吸われた唇。大きな褐色の手がロゼのなけなしの乳房を這って、固くなった乳首を指で弄り、きゅっと摘まむ。どちらともなく唇が離れてはまたくっつき、荒い吐息が互いの口から零れた。

「っは、ぁ、ギャザラさ、ま……！」

　腰がぶつかるほどに荒々しく突き上げられ、中をかき回されて、しがみついた大きな背中。

　ぐしゃぐしゃに蕩けて混ざり合って一つになったところが、それでもまだ足りないとばかりに彼を締めつけているのが自分でもわかる。

　それに応えるようにロゼの中に沈められたギャザラ自身もまた質量を増して。いっそ苦しいくらいなのに、気持ち良くて仕方がない。

「やっあ、っは、だめ……気持ちいい……っ」

「っは……、ロゼ」

　熱の籠もった声が、自分の名を呼ぶ。

　銀色の髪がその動きに合わせて揺れ、褐色の肌に滲んだ汗がぞくりとするほどに強く異性を感じさせた。

　全て俺のものだと告げた、その言葉通り。彼になら全てを渡してもいい、と。回らない頭でそんなくだらないことを思う。

「ッあぁ、あっ、ギャザラさま。好き。好き、です……！　んんんっ」

　脚を抱え、より一層奥深くまで抉られて大きく喘あえぐ。

　深い絶頂を迎えた身体。

「っ、ロゼ……、っく……！」

　噛み殺すような呻き声。びくびくと収縮を繰り返すその中に、大量の子種がまき散らされる。

　苦しげに伏せられた長いまつげ。ぼんやりと開いた目に映る彼のそんな表情は壮絶に色っぽい。

　荒々しく吐き出される吐息。自分の中を隙間なく満たしていく彼の熱を、ロゼはこれ以上ないほど幸せな気持ちで受け止めた。
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　目を覚まして最初に感じたのは、大きなものに包まれている安あん堵ど感かんだった。

　清潔な香りのする乳白色のシーツの上に、自分の腕とそれを包み込むように乗せられた褐色の手が見える。

　後ろから抱きしめられているのだと気がつくまでに、たっぷり数十秒かかった。

　昨夜の後半はよく覚えていない。

　もつれ合うようにして何度も求め合った気がするが、先にロゼが寝てしまったのだろう。見覚えのない温かな夜着を着せられた身体。妙にさっぱりしているような気がするのは、たぶんロゼが寝てしまった後にギャザラが拭いてくれたからなのだろう。その状況を想像しただけでも恥ずかしさで消え入りたくなるのだが、そんなこともこれが初めてではなかった。

　愛されているのだと思う。たぶん、とても。

「ん」

　わずかに身を捩って後ろを仰ぎ見る。

　気配を察したのか、重たげな瞼が少しだけ開いてぼんやりとロゼを捉えた。

「ロゼ」

「あ、と。おはようございま……す？」

　つい疑問形になってしまったのは、その瞼が再び閉じられてしまったからだ。

　ウトウトと何度も開いたり閉じたりする目。

　こんな光景は前も目にしたなと口元を綻ばせれば、眠たげな声がまた鼓膜を震わせた。

「アンタの、そういう顔が好きだったんだ」

「え？」

「くるくるとよく動いて、笑って、喋って……アンタの周りはいつも温かそう、だった」

「それは、昔の話ですか」

　今にも再び閉じてしまいそうなほど重たげな瞼。慌てて返した言葉に、ウトウトと微睡むその人からの返答はない。

　彼のほうへ向き直ろうとその腕の中で身体を捻ったところで、ギュッと強くなった腕の力。今までに聞いたことのないような声が耳を打った。

「俺のだ。もう、俺の……どこにも行くな」

「ギャザラさま？」

　ドクンと大きな音を立てる心臓。

　窺うようにその名前を呼んでも、もう声は返ってこなかった。

　寝ぼけているのだとわかっていても、耳が熱い。

　見惚れるほどに綺麗な顔をした、あの少年の面差しを思い起こす。彼は本当に、あんな昔からずっと自分のことを好いてくれていたのだろうか。

　再会してからの様々なことが脳裏がよぎって。ジワジワとせり上がる熱に、ロゼはしばらくその場から動けなかった。
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「これから謁見室に向かう」

　その身体のどこに、あれだけの食事が入るのか。そう思わずにはいられないほど、朝から大量の食事を平らげたギャザラが、おもむろに切り出した言葉。

「おまえも一緒に来い、ロゼ。バレッタ家の当主夫妻とその子息を呼んでいる」

　ハッと息を呑んで見つめた彼の顔は、いつもと何も変わりがない。

　無表情で、冷ややかで、何を考えているのかもわからない。宮殿に来た頃と変わらない、そんな姿に安堵する日が来るだなんて、思いもしなかった。

「わかりました。ありがとうございます、ギャザラさま」

　子細を聞いたわけではない。彼が一体どうするつもりで家族を呼んだのかも知らない。

　けれど素直に、頼っても大丈夫なのだと思えた。きっと、任せてしまっても大丈夫。

　自分が、誰かに対してこんなことを思う日が来るなんてこともまた、考えてもみなかった。

「約束は違えない。だが、この件に関してはおまえも俺の決定に口を挟むな」

「はい」

　少しだけ、会うのが怖い。そう思うのは、ギャザラを信じていないからではない。

　自分の両親が、彼を傷つけるようなことを言うのではないか。今のロゼにとってはそっちのほうが不安でたまらなかった。

　曲がりなりにも、長い時を一緒に過ごしてきた家族。それが、どんな人たちなのかはわかっている。

　口を噤んだロゼのそんな心情を悟ったかのように、こちらへと歩いてきたギャザラの手がこつんと額に軽く触れる。

「おまえの親が何を言おうと、既におまえは俺の妃だ。それも忘れるな」

　──本当にもう、敵わないな。

　一瞬触れられた額へと手を当てれば、自然と目元が緩む。まるで触れたその場所から緊張がほぐれていくようだ。ロゼを安心させる、ということに関して彼以上の人は、きっといない。

　遠ざかっていく大きなその背に置いていかれないようにと、ロゼも急ぎ肩を並べた。







　大理石の床に敷かれた、鮮やかな赤の絨じゅう毯たん。未だ一人では迷子になりそうなほど延々と続く長い廊下を抜け、促されるようにして足を踏み入れた通路。距離を置いて二つ並んだ、重々しい扉。開け放たれたその扉から、跪ひざまずいて頭を垂れている三人の姿が目に飛び込んできて、思いがけず足がすくんだ。

　謁見室に入る時の決まりや流れ、所作についてはきちんと教わっている。

　なのに唐突に、身体が動かなくなった。自分が今突きつけられているものは、これまで一緒に過ごして来た家族との別離なのだと、そう気がついて。

　こちら側にいるロゼはもう、あちら側の人々にとって頭を垂れるべき存在だ。それがたとえ血の繋がった家族であっても。これまでと変わらず接することは、できない。

　頭ではわかっていたはずなのに、改めて目の前にした現実に、脚が前へと進まなくなる。

「ロゼ」

　足を止めて、半身振り返ったギャザラが差し出した手。

　本来の決まりにはないそんな行動が、自分のためであることはあまりに明白で。

　ふと、十五歳で突如この場に立つことになった、当時の彼のことを思った。

　その時のギャザラにはきっと、こうして手を差し伸べてくれる人などいなかった。その時だけではない。それ以前も、それ以降も──今この時までずっと。

『既におまえは俺の妃だ』

　先ほどの言葉の意味が、今頃になって沁み入る。

　彼はどんな思いで、どれだけの気持ちで自分をその場所に望んでくれたのだろう。

「ギャザラさま」

　褐色のその手に、何も覆うもののない自らの手を重ねる。

　力強いその手に引かれて、ロゼはその扉をくぐり、自らへと与えられた壇上の赤い椅子へと腰を下ろした。

　広い謁見室の中でもよく響くギャザラの寒声。形式的なかけ声に、ようやく上げられた三人の顔。皆ひどく青ざめてはいるものの、思ったよりもやつれたような様子はない。そのことに、内心ほっと胸を撫で下ろす。

「パトリック・バレッタ公。昨日エリック・ベフロワ公が更迭された件は、もう聞き及んでいるな」

　静かにそう切り出したギャザラを前に、父はたたでさえ縮こまった背を、更に縮めて頭を下げた。

「は、はい。伺っております」

「貴公の娘を妃に迎えるにあたって、私はスティード・ベル伯との婚約を解消し、貴公が娘名義で借り入れた借財を全て返済するようにと命じた。違いないな」

「た……確かに仰られました」

「それとは別に、婚姻における支度金として貴公の家の借財を全て返済した上で、娘を送り出す支度ができるだけの財を与えた。これも、相違ないな」

「相違、ありません」

　聞いていない。

　それどころか、婚姻の支度だなんてロゼは今初めて耳にした。ざわりと嫌な予感に肌が粟立つ。

「では、問おうか。ベフロワ家にここ最近三度に亘わたってバレッタ家から渡された大金の出所はどこだ。おまえの娘は確かに半年の後、正式に国民の前で式を行える状態なのだろうな」

　重い、重い沈黙。それは何よりも雄弁だった。

「なんてことを」

　呟いた声は震え、唇が大きく戦慄く。

　おおかたエリック・ベフロワ公が王位に就けば、娘も戻り、王室からの特別の引き立ても受けられるとそう考えてのことなのだろう。

「ち、違うのです！　あれは、ベフロワ公に脅されて」

「弁明は結構」

　ぴしゃりとした、揺るぎない彼の声が謁見室に響く。

「パトリック・バレッタ公。貴公は私の命に背き、本来当主として行うべき義務を放棄した。よって、バレッタ家当主としての身分を剥はく奪だつ。後継をシリル・バレッタとし、彼が成人を迎えるまではミレーナ・バレッタに家計及びその業務の監督を命じる」

「なっ……！」

「ただし、宮殿から補佐官をひとり屋敷に常駐させ、この件に関しては妃にも一切の関与を許さない。補佐官から定期的な報告が宮殿にもあること、妃の隣には常に私がいることを忘れるな」

「っ……そんな、無理です！　お言葉ですが、まだ息子は幼く妻はあまりに無知で」

「勘違いするな」

　父の言葉の先を遮ったその声は、腹の底から震え上がりそうなほどに、低く冷ややかだった。

「これは命令であり、バレッタ家が我が妃の生家であることを過分に加味した温情だ。それでも次はない。この命に背けば、次はいかに妃の血縁者とて容赦はしない」

　これで話は仕舞いだとばかりに、ギャザラが立ち上がる。脅しではなく、きっと彼は今口にしたことを本当に実現するだろう。一度は挽ばん回かいの機会を与えた。それを無に帰した重みを、今度こそ父は知らなければならない。厳しいけれど、その通りなのだと思う。

　ゆるりとこちらへ足を向けたその人が、躊躇いなく差し出してきた手。

　その手にロゼが自分のそれを重ねた、その瞬間だった。

「触るな！」

　叫んだその声は、他でもない弟のもので。

　驚いて目を瞬けば、その場に凍りついたように固まる両親の隣。すっくと立ち上がりまっすぐにこちらを睨みつけている弟の姿が目に入った。

「血の通わない蛮族が、汚い手で姉さまに触れるな！」

「シリ……」

　憎悪の籠もった鋭い声。ロゼが今まで目にしたこともない、嫌悪を剥むき出だしにした弟の表情。慌てて上げようとした声を、ギャザラのその手が制した。

「それで？　今のおまえに一体何ができるんだ」

「っ……それは」

「何もできないだろう。触れるな、だと？　笑わせる。おまえたちが嫌悪している氷の民ツヴァイに、ロゼが自ら触れてくれと頭を下げた理由はなんだ？　おまえたち家族を守るためだ。おまえの父親が今ここで首を刎はねられなかった理由はなんだ？　その血の通わない蛮族に、ロゼが身も心も人生も全て明け渡すと約束したからだ」

　青を通り越して白くなった両親の顔。歯を食いしばった弟の、握りしめた拳が震えている。

「今までどれだけ自分たちが彼女に守られてきたのか、よく知れ。その役目は今、誰のものだ」

「っ」

「俺に言いたいことがあるのなら、それを言えるだけの立場になってからにしろ。今のおまえは俺が呼び立てなければ、謁見すら叶わない身だ」

　ギャザラがどういう意図をもってこんなことを言っているのか、たぶんシリルにもわかっている。

「……申し訳、ありません」

　わずかな逡巡ののち、深く腰を折って頭を垂れた弟。彼を守ってやらなければならない立場のままにしてしまったのは、自分なのだと今更ながらに思い知らされる。

　ただ、どうにか守りたくて、誰にも頼れなくて、それでも弱い自分も認められなくてロゼはずっと足あ掻がき続けていた。

「お父様、お母様」

　精一杯、張ってみせた声。

「私をここまで育てて下さり、ありがとうございます。シリル。私が貴方やお父様、お母様を愛していることはこの先も変わりません」

　王妃として、娘として姉として自分が今しなければならないのは、この手を離すことだ。

　きちんとそれらしく見えているのかなんてわからない。

　それでも、少しでも隣に並び立つその人に相応しくあれるようにと、背筋を正した。

「ですが、私がこれから先守らねばならないのは、陛下とこの宮殿に仕える者たち、それにこの国に生きる全ての者たちです。私がバレッタ家に特別な温情をかけることもなければ、家に戻ることもありません」

　ふと息を吐いて、眺めた三人の顔。彼らが大切な家族であることには変わりない。

　けれど、そんな自分にはもう一人。大切な人が増えた。これから先の人生をずっと一緒に歩んでいく、その人が。

「どうか、陛下の温情をこれ以上むげにしないよう、そしていずれ産まれるかもしれない王子や王女を、恥ずかしい没落家の血筋としないよう、心して努めてください」

『それから』

　最後に付け加える言葉に、ギャザラは眉をしかめるかもしれない。

　そう思いつつも、それだけはどうしても伝えておきたくて、ロゼは引き締めていた頬をふと緩めた。

「私は陛下のことを心の底から愛し、自ら望んで傍におります。その幸せを、どうか心ばかりでも祝福してください。陛下は……ギャザラさまは、血の通わない蛮族などではなく、私のただ一人愛する夫です」
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「すみませんでした。せっかく陛下がご自身を悪者にされてまで、弟を焚たきつけて下さったのに、余計なことを」

「全くだ」

　絨毯の敷かれた廊下を並んで歩きながら、見上げた顔。

「もしかして、照れているんですか」

　わずかに首を傾げてそんなことを口にすれば、彼は大きく顔をしかめた。先ほどからずっとそうしているように、こちらへは決して顔を向けずに。

「あれが妃の生家だという事実に、今更ながらに頭を痛めているだけだ」

「それでも、弟のことは気に入って頂けたようで嬉しいです」

　ギャザラが辛辣な言葉を吐く相手は、心底気に入っている人間か、その必要がある人間だけだと今ではよくわかっている。

　ようやくこちらに一瞥をくれた彼は、わざとらしく盛大な溜息を吐き出した。

「なんの力もないくせに、誰かを守りたいと息巻くガキは嫌いだ」

　それは、昔の自分と重なるからだろうか。

『俺と一緒に逃げないか』

　あれは、彼にとっては若気の至りとしか言いようのないことなのかもしれない。

　それでも、一緒に逃げないかと言ってくれたあの少年の目はひたすらにまっすぐで、当時のロゼにはとても眩しかった。

「でも、私は嬉しかったです」

　今度こそはっきりとこちらを向いた紫色の瞳が、訝いぶかしげにロゼの顔を窺う。逃げるようにその目から視線を外して前を向けば、自然と口元が緩んだ。

「おまえ……何か知っているんじゃないだろうな」

「なんのことでしょう？　どんな姫君よりも愛らしい面立ちの、黒髪の王子様のことですか」

　一拍遅れて低く呻く声が隣から聞こえて、ロゼはこらえきれず破顔した。

『どこにも行くな』なんてことをすがるように、乞い求めるように口にした彼のことは、とりあえず胸に秘めておいてあげようと思う。

　愛する夫の意地悪の度が過ぎるようなことがない限りは、とりあえず。

「庭園へ出られるのですか？」

　ただでさえの仏頂面に、不機嫌さを滲ませて黙ってしまった彼が足を向けた先。それは庭園へ向かう方角だ。未だ宮殿の全体を把握できているとは言い難いロゼはそれでも、その道だけは間違えることはない。

「あぁ。おまえと一緒に見たいものがある」

　一緒に見たいもの？

　一体なんだろうと首を傾げるも、それを先に聞くのもなんだか無粋な雰囲気だ。

　大人しく一緒に庭園へと抜ける巨大な門をくぐる。とたん目に飛び込んできた、大きな刺繍花壇。この国の紋章形に造り込まれたそれを引き立てるように、左右対称に刈り込まれた低木。巨大なキャンパスを使って描かれた、一枚の絵画のようなその光景は何度繰り返し見ても、いつも束の間足を止めて見入ってしまうほどに圧巻だ。

　この宮殿で、一番最初にギャザラと出会った時のことが、脳裏に蘇る。

　ロゼと同じことを思ったのか。

　半身振り返った彼の視線の先を追って、目に留まったバルコニー。あれは執務室から一番近いバルコニーだと、今ではロゼも知っている。

「あの時、何を思われたのですか」

「どこの残念な農婦かと思った」

　あの時、とても綺麗だと思ったその人が、こういう性格の人間であることもまた。







「ロゼ。鍵を貸せ」

「え？　あ、はい」

　言われた通りに首元から引っ張り出した鍵。もはや肌に馴染んだそれを引っ張り出して彼に手渡しながら、ふと疑問に思っていたことを口にした。

「そういえば、驚きました。この庭園の鍵で、あの地下通路の扉が開くなんて」

「あぁ……当然だ。それは、現王妃の鍵だからな」

「えっ……、えぇぇ!?」

「俺の持つ鍵と対で、おおよそ他の鍵では開かないような場所をいろいろと開けられる」

「待ってください。え!?　だって」

　カチリと耳に心地のいい音がして、ロゼがこの宮殿の中で一番多くの時を過ごした庭園の扉が開く。

　この鍵をロゼが受け取ったのは、一体いつだったか。

　悪びれるふうもなくとんでもないことを口にした彼が、笑ってロゼの首に鍵を戻す。ここ数日稀まれに。本当に稀に見せるようになった笑顔に一瞬、見惚れて。

「わ……ぁ!!」

　開かれた扉の内側に広がっていた光景に、今度こそ言葉を失った。

　明るい光の差し込む窓下の一画。石灰岩を組み合わせて囲ったその場所で、数十本のヴェール・リリーが咲き乱れている。燃え上がる炎のような濃い赤から、花びらの先に向かって透明になっていく不思議なその花。

　無数の精霊たちがふわふわと飛び交うその中に、歌うたいの小鳥セレナ・ティアマトのつがいが留まっていた。

　金色に輝く小さな雄と、それより一回り大きな銀色の雌。片方が鈴の転がるような声で鳴けば、もう片方が相方の身体をちょこちょことつつく。小さな光の粒が風に揺らめくその中で、仲睦まじくヴェール・リリーの群生の中を飛び交うその姿は、言葉にはできないほどにただ美しくて。

　そちらへと目を向けて口を噤んでいる夫の傍らで、ロゼもまたしばらくの間声もなくその光景に見入っていた。

「よく、もちましたね」

　満開の時期はエリアーデ王女の訪問に合わせて調整していたはずだ。

　あれから既に一週間。いくら開花時期の比較的長い花だとはいえ、ここまで見事な状態で残っているとは思わなかった。

「ダリルが他の庭師たちと協力して管理してくれていた。おまえが俺に見せたがっていたから、と」

　隣に立ってその光景を見つめている彼の表情は、普段からは考えられないほど穏やかだ。こんな顔が見たかったのだと──そんなことを思い出せば、自然と眦が下がる。

「ここを、壊すか」

「え？」

　ぽつりと呟くように口にされた、唐突な言葉。

　首を傾げて彼のほうを仰ぎ見れば、ヴェール・リリーの群生からこちらへと視線を移したギャザラも、それに倣うかのようにわずかに首を傾げた。

「ここは元々例外的に現王妃の庭の敷地内に造られた庭園だ。区画は変えられない。だが、望むのならこの場所を取り壊して、もっと大きな自分の庭園を持たしてやることもできる」

　この場所を取り壊して、大きな自分の庭を。

　告げられた内容を吞み込めば、返答なんて考える間もなく決まっていた。

「いりません」

「だが」

「いりません。ここはヴァレンティナ様のお庭であると同時に、私のお庭でもあります。決して全てがいい思い出という訳ではありませんが、それでも私にとってはこの宮殿で一番大切な場所です」

「……いいのか」

「えぇ。むしろどうせ叶えて下さるのなら、またこの庭に触れさせてください。他の宮廷庭師たちから教わりたいこともまだまだ山ほどありますし。何よりそういう時間を頂けたほうが、私は嬉しいのです。王妃としての仕事に、支障をきたさない程度でかまいませんから」

「もちろんそれはかまわないが……、おまえらしいな」

　なんだか眩しいものでも見るかのように目を細めた彼が、くしゃりとロゼの頭を撫でる。なんとなくそうしたくなって、伸び上がるようにこちらから口づければ、そのまま強く引き寄せられた。

　大きな身体だ。

　ロゼの身体をすっぽりと包み込んで、まだ余るほどの。これに包まれるたび、どうしようもないほどの安堵感で、胸がいっぱいになる。

「ギャザラさまに……もう一つだけ、お願いがあるのです」

　こんな時でもなければ、いつまでも言えそうにない。

　滅めっ多たにない良い雰囲気に背を押されるように、意を決して口にした言葉。こちらを見下した彼は、驚いたように目を丸めていた。

「ば、バカにしないで聞いて下さいますか」

「それは聞いてから決める」

　そんな返答まで彼らしい。

　わずかな逡巡ののち開いた口からは、自分でも恥ずかしくなるくらい情けない声が漏れた。

「私ももっと王妃として相応しくあれるよう、そして少しでも綺麗になれるよう精一杯努力しようと思います。ですから、どうか忘れないで頂きたいのです」

「忘れない？」

「ギャザラさまは近いうち、妾妃さまをお迎えになるでしょう？　その彼女と上手くやっていくのも私の仕事です。けれどその、私のことも、どうかお忘れにならないでいてほし……った！　ッ何をなさるんですか!?」

　──信じられない。

　ロゼの言葉を遮るように、ごつんとぶつけられた頭。

　走った鈍い痛みに、何をするのだと額を押さえて目を開けば、先ほどよりもずっと近くに彼の顔があった。

「今のはおまえが悪い。馬鹿か」

「っ、だから」

「おまえは全て俺のものだ、ロゼ。その身も心も未来も全部。他の誰にも渡すことは許さないし、俺はどんな方法を使ってもおまえを手放すつもりはない」

　息が、止まるかと思った。

　鋭利な紫水晶のような瞳。冷ややかなその色の奥にある強い熱に当てられて、目が逸らせない。

「だが、他でもないおまえが言ったんだろう。俺たちは夫婦で、おまえが俺のものなら俺もおまえのものだと。ロゼが望むのなら、俺の全てもおまえにくれてやる」

　開いた口が塞がらない、とはこのことだ。

　前世での一対一の恋愛が染みついたロゼにとって、夫を誰かと共有するなんて感覚は理解ができない。けれど、権力者にとってはそれが普通なことなのだと、それも頭ではわかっている。

　だから、この一週間。自分の中でいろいろと考えて整理をつけてきたはずだった。彼はそういう立場の人で、自分はそれを支えるべき立場の人間だ。その役目はしっかり努めたいと。そこに至るまでには、かなりの覚悟が必要だった。

　だというのに、そんな全てを彼は根こそぎ覆すという。

「また、貴方が叩かれることになります」

「今更だ。おまえが陰でこっそり泣いていることのほうが、よほど鬱陶しい」

「でも……っ、それでもし私に子どもができなかったりしたら」

「かまわない。どうせおまえ以外の女と子を儲もうける気はない」

「そんなこと、周りが許すわけがありません」

「その時はその時で、氷の民ツヴァイの混血児は種無しだとでも噂を流すさ。皆面白がって食いつくだろうし、王家の末まつ裔えいらが我こそと湧いて出てくる」

「なんでっ！　なんでそんなに私を甘やかすのですか。ギャザラさまは……」

「ロゼ」

　続くはずだった言葉を遮る、クセのある声。自分の名前を呼ぶその声はとても冷ややかなのに、何故かとびきり甘く聞こえた。

「俺は、おまえ以外の女を傍に置きたいとは思わない。おまえは？　俺にどうしてほしい」

「っ」

　皮肉屋でヒネクレ者で高慢でワガママな男。

　それでも何かあれば必ず手を差し出して、その手を上手く取れない自分を、強引にでも引っ張り上げて守ってくれる唯一の人。

　あぁ、もうどうしようもなく好きだ、と。

　ただこの人が欲しくて、誰にも渡したくないのだと。

　そう思った瞬間心が震えて、ロゼは思わず口を開いていた。

「っ……、他の方に触れないでください。私だけ、私だけ愛してください」

　自分がこんなことを口にする日が来るなんて、想像もしていなかった。
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　恥ずかしさといたたまれなさで覆った顔。

　決して綺麗とは言えないその手を、大切そうに包んでよけたその人が、まっすぐに自分を見下ろしながら返してきた言葉。それが、ハッとするほどに優しくて。

　飛びつくようにして重ねた唇。

　受け止めてくれた彼の手はやはりとても冷たくて──誰より優しかった。




　ヴェール・リリーの上を飛び交う小鳥たちの前で。ロゼとギャザラは、何度もついばむような優しい口づけを繰り返した。

　自分の唯一人のつがいを確かめるように、いつまでもいつまでも。











エピローグ









「ですから、何度申し上げたらご理解いただけるのです!?」

　早朝。花の国アンガスの国王夫妻の私室に、凛と澄んだ王妃の声が響く。

　それは『氷の王』たるアンガスの若き国王が、毎夜必ず私室に戻るようになって以来、珍しくもない日常の光景だ。

「今は控えてくださいと、何度もお願いしておりますのに！」

「だから、一か所に留めている」

　鏡を前にして憤るロゼの声に、寝台の上からその姿を眺めているギャザラは、特に動じた様子もない。

「一個薄くなったらもう一個増えるのでは、延々と消えないじゃありませんか！　今は式の衣い裳しょうを合わせたり装飾を考えたり、とにかく肌を晒す機会が多いのです。もう少し考えてくださいませ！」

「おまえが早く白状しないのが悪い」

　わかりやすく不機嫌さを滲ませた声。うっ、ととたん言葉に詰まってロゼは唇をへの字に曲げた。

　それを言われると、ロゼは弱い。

「ロゼ」

　──ズルい。

　たった二文字だ。

　整った唇からその名が零れるだけで、それが何を望んでいるのかわかってしまう。そして、その引力にロゼはどうしても抗えない。

　美しい花に引き寄せられる蝶のようにフラフラと寝台へ戻れば、当然のように抱き寄せられて、再びリネンの中へと引きずり込まれた。

「もう少しで、侍女長が来ちゃいますよ」

　自分で口にしながらも、意味がないことはわかっていた。

　６時ぴったりにこの部屋を訪れる侍女長のノックの音。本当にそれが部屋の中へ響くその時まで、ギャザラは自分を離しはしない。とんでもなく寝起きが悪いくせに、ロゼがいなくなったことにはすぐ気がつく。そんな夫のせいで、ロゼが朝庭園に出る時間は以前より少し遅くなった。

「それで？　結局、マルって言うのはどこのどいつなんだ」

「だから、そんなもの聞いてどうするのです？」

「………………どうもしない。ただ、隠されると気になるだけだ」

「今、かなり不穏な間がありましたけど」

　実際、バレたところでギャザラにはどうしようもない相手なのだが。

「マルコ？　マルティオ？　いや」

　ぶつぶつと男の名前を呟いては不愉快そうな顔をしている彼を半眼で眺めて、小さく息をつく。

『昨日寝言で言っていたマルっていうのが、おまえが最初に言っていた好きな男なのか』

　数日前、突然そんなことを訊いてきたギャザラに、ロゼはぐっと言葉に詰まってしまった。それが、このくだらないやりとりのきっかけだ。

「もしかして、おまえが前に言っていた、前世とやらでの男なのか」

　惜しい。ある意味正解で、ある意味不正解だ。

　マルコでもマルティオでもなく『マル』は『マル』──ロゼが前世で飼っていた雄の飼い猫だ。

「そんなことを言うのなら、ギャザラさまのアレはなんなんです？」

　いささか不ふ貞て腐くされ気ぎ味みに言葉を返せば、今度は彼のほうが口を真一文字に噤んだ。

「シンシアさんに言っていましたよね？　余計なことは言うなって。アレはなんだったんですか」

　あの日、夜の教育係の選考会場でロゼの帽子を拾ってくれたあの美しい女性が、彼がただ一人ずっと残し続けていた教育係だったのだと知ったのは数日前。

『私は陛下と契約をしていたのよ。宮殿の中で上手く立ち回って情報を集める代わりに、任を解かれる際には土地を貰う契約』

　コロコロと婀娜っぽく笑う彼女は、カラリととても気持ちのいい性格で。一切触れられたこともないのよ、なんて笑っていたその言葉を疑う気も、それ以上詮索する気も起こらなかったのに、ギャザラのその一言だけがどうしても引っかかった。

　女性として執着していたわけではないと証明したかったから、彼女との契約を果たす際にわざわざロゼも立ち会わせたのだろうに。本当に、意味不明だ。

「忘れろ。俺の沽こ券けんに関わる話だ」

　この件に関して、彼の返答はその一言に終始する。

「そもそも、まだ衣裳の仕立てが始まってないのか。１か月前からずっと同じことを言っているだろう」

　呆れたような声。わかりやすく誤魔化されたのはわかっているのだが、ロゼも追及はされたくない。この件の行きつく先は、結局ロゼがあの時口にした『好きな人』が誰か、というところで。あの時とっさにロゼが思い浮かべた少年は、ふてぶてしいほど男くさくなって今自分の目の前にいる。そんな恥ずかしいことは、できれば一生言いたくはない。

「生地とか、形とか、結構パターンが沢山あってとても悩んでしまって」

「バカバカしい」

　言うと思った。予想通りすぎて、もう傷つきもしない。

「そうは仰いますけど、女なら誰だって人生で一番綺麗でいたい日なんです」

　ロゼが唇を尖とがらせてそんなことを口にしたところで、扉をノックする規則的な音が聞こえて。それが合図であるかのように、巻きついていた腕が解かれた。

　離れていく冷ややかな体温が、ちょっとだけ恋しいなんて──そんなガラにもないことを思うくらいには、自分もこの時間が好きなのだと思う。

「先に行きますね。今日は、朝一番でダリル庭師長と菜園の拡張について話し合いがあるので」

　先ほど少しだけ支度を整えていた分、ロゼのほうが寝台を下りるのは早かった。

　新しく広げる菜園の区画やガラス板の導入について、朝一番で庭師たちと話し合うのが最近のロゼの一番の楽しみだ。

「おはようございます、国王陛下。王妃陛下」

　年配の侍従長や侍女長始め、沢山の使用人に出迎えられるところから、自分たちの一日は始まる。

「おはよ……」

「ロゼ」

　口にしかけた挨拶の言葉。それを遮るように、耳をくすぐった吐息。

　包み込むように自分を抱き寄せた冷たく、強引で、力強い腕。

「俺の妃は世界で一番綺麗な花嫁に決まっている。だから、あまり根を詰めて悩むな」

　鼓膜を震わせた寒声に、一拍おいて足のつま先から頭まで一気に熱が回った。

　今しがたの悪戯いたずらなど、まるで何もなかったかのように腕を解いて離れていく、その背を茫然と見送って。

「今日も、大変愛されてらっしゃいますね。王妃陛下。おはようございます」

「……っ！」

　朗らかに微笑む使用人たちの温かな眼差しの中。ロゼは今日もまた、真っ赤な顔で庭園へと降りていく羽目になるのだった。

　今夜はその冷たい腕の中で、一体どうやってあの憎たらしい夫にやり返してやろうか、とそんなことを考えながら。













あとがき







　初めて、あとがきページなんてものを頂いてしまいました。嬉しいです。

　初めましての方も、そうでない方もこんにちは。真宮奏と申します。このたびは、拙作『氷の王は転生令嬢を腕に抱く』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。




　唐突ですが、私は誰もが思い描くような理想的なカップルよりも、人間らしい欠陥だらけのカップルのほうが好きです。お互いにダメなところだらけで、なかなか上手くはいかなくて。もう、この人にはこの人しかいないんだろうなぁ、なんて思ってしまうような。

　また、可愛くて素直で、誰もが守ってあげたくなるようなヒロインも好きですが、そういう女の子には黙っていても素敵なお相手が現れるはず！　なんて考えてしまうので……今作では、甘え下手で意地っ張りでどうしようもないようなヒロインを（かなり強引に）幸せにしてもらいました。お話の中でくらい、こういう子に差し伸べられる素敵な手があってもいいんじゃないかなぁ、と常々思っています。本当に。私もずっとそんな手を待っていたはずなのですが、王子様も騎士様も石油王も現れないうちに、うっかり母になっていました。残念。

　ヒロインが最初からこんな感じですので、当然ヒーローも「完璧な王子様」なんて雰囲気の男にはなるはずもなく。こんな意地っ張りを恋愛に引きずり込むにはかなり強引じゃないと、なんて考えた結果、生まれた今回のヒーロー。気がついたら、初恋をこじらせきった、とんだヒネクレ者になってしまっていました。本当に欠陥だらけな男です。書いていて、とても楽しかったです。

　もちろん、ヒーローの暴言の数々は、盛大に罵って頂ければなと思います。微乳をなじるだなんて、本当にけしからん男です（自分の胸をちらり）。愛があればなんでも許されると思うなよ！




　何はともあれ、「どんだけ好きなの」と呆れてしまうくらいの愛情に、粉砂糖ぐらいのちっちゃな「ときめき」を振りかけたようなお話を書く、というのが最近の私の目標です。

　気が強くて甘え下手なヒロインと、天邪鬼あまのじゃくで不器用なヒーローと。

　この二人らしい不器用さ全開の愛情に、ほっこりして頂けたら嬉しいです。




　最後になりましたが、こんな二人をこれ以上ないほど素敵に描いて下さった緒笠原くえんさま、迷惑をかけ通しだった担当編集者さま、出版社各位。連載時に温かい声をかけて下さった皆さま。そして、この本を手に取って下さった皆さまに、今一度心よりお礼申し上げます。

　本当に、いくら感謝してもしきれません。

　どうも、ありがとうございました！




　それでは。またどこかでお会いできますことを、願いまして。





真宮 奏
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